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表
紙

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り

（
埼
玉
県
加
須
市
）

　

加
須
市
の
名
物
「
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
４
世
」
は
、

全
長
１
０
０
㍍
、
重
さ
３
３
０
㌔
で
世
界
一
の
大
き
さ

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
」
は
、
毎
年
５
月
３
日
に

加
須
市
を
横
切
る
大
河
、
利
根
川
の
河
川
敷
緑
地
公
園

に
て
開
催
さ
れ
る
「
加
須
市
民
平
和
祭
」
で
年
に
１
度
、

遊
泳
す
る
雄
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
は
、
昭
和
62
年
12
月
に

加
須
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
り
、「
こ
い
の
ぼ
り
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
」
と
木
綿
の
生
地
で
長
さ

１
０
０
㍍
、
重
さ
６
０
０
㌔
、
ド
ラ
ム
缶
３
本
分
の
塗

料
を
使
用
し
制
作
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

歴
代
の
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
は
、
破
れ
や
老
朽
化

等
か
ら
約
７
〜
10
年
で
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

４
世
は
、
延
べ
３
４
２
０
人
の
市
民
の
協
力
に
よ
り
、

平
成
26
年
３
月
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　

普
段
は
そ
の
大
き
さ
ゆ
え
倉
庫
に
眠
っ
て
い
ま
す
の

で
、
５
月
３
日
の
利
根
川
河
川
敷
に
お
出
掛
け
に
な
っ

て
、
超
大
型
ク
レ
ー
ン
車
に
吊
ら
れ
て
大
空
に
舞
う
そ

の
雄
姿
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
須
市
商
業
観
光
課

　
　
　
　
（
０
４
８
０
‐
６
２
‐
１
１
１
１
）

　
（
写
真
提
供
＝
加
須
市
）

大空を泳ぐ１００ｍのジャンボこいのぼり

移住・定住・交流推進支援事業　茨城県常陸太田市
地区文化財の酒蔵を活用して交流拠点整備　菊池　竹一
国内調査報告　山形県上山市、鹿児島県指宿市
地域資源を活かしたヘルスツーリズム
アンテナショップ
「日本橋 長崎館」がオープン 山本　政隆

23 ふるさとキラリ賞 いす -1GP『キララ 2時間 ISU 耐久レース』 京都府京田辺市
24 ふるさとキラリ賞 日本初のホタル舟 山口県下関市
25 優秀賞 にいがた総おどり 新潟県新潟市
26 優秀賞 菓子祭前日祭 兵庫県豊岡市
27 優秀賞 燈籠祭 三重県紀北町
28 最優秀賞・総務大臣表彰 會津十楽 福島県会津若松市
30 大賞・内閣総理大臣賞 桜流鏑馬 青森県十和田市

  グラビア　第20 回ふるさとイベント大賞
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センター通信

平成27年度ふるさとづくり大賞・第 20回ふるさとイベント大賞
内閣総理大臣賞表彰式

首長の思い
人・まち・みどり みんなで創る“豊かさ”実感都市・
かごしまの実現を目指して 森　博幸（鹿児島市長）
手前みそですが… 【福井県越前市】

32

表3

21

22

20

レギュラーリポート

●北海道福島町 北の大地で美しくも激しい戦い「女だけの相撲大会」 河原塚利雄

●青森県つがる市 人間愛がテーマの国際交流・スポーツイベント 葛西兼光

●山形県鶴岡市 千四百年の歴史に包まれた２４４６段の石段にチャレンジ！ 安達一春

●東京都 ゴミ拾いをスポーツ化して地域の課題を解決 馬見塚健一

●愛媛県松前町 直径１㍍の桶「はんぎり」で海上を競漕 松田周二

●高知県いの町 清流仁淀川で国際水切り大会 生野宜宏

●沖縄県糸満市 吉凶を占う神事の大綱引 大城高彦

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】
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地
方
創
生
の
時
代
に
あ
っ
て
、
全
国
の
自
治
体
が
生
き
残
り
を

か
け
て
鎬
（
し
の
ぎ
）
を
削
る
、
そ
ん
な
様
相
を
呈
し
て
参
り
ま

し
た
。
大
き
な
変
革
が
必
要
と
さ
れ
る
時
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
分
の
住
む
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
外
向
け
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

山
梨
県
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
地
で
あ
り
ま
す
。
春
は
桃

の
花
が
咲
き
誇
り
あ
た
か
も
桃
源
郷
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
田
園

風
景
、
夏
は
静
け
さ
を
た
た
え
た
神
秘
的
な
渓
谷
や
湖
畔
で
の

キ
ャ
ン
プ
、
秋
に
は
芳
醇
な
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
愛
で
る
色

づ
く
山
々
、
冬
は
雪
化
粧
を
し
、
貴
婦
人
の
よ
う
な
佇
ま
い
を
見

せ
る
霊
峰
富
士
と
、
四
季
折
々
に
様
々
な
楽
し
み
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
最
高
の
品
質
を
誇
る
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
な
ど
の
果
実
、
江

戸
の
粋
人
に
愛
さ
れ
た
甲
斐
絹
の
伝
統
を
今
に
引
き
継
ぐ
織
物
産

業
、
伝
統
と
高
度
な
技
術
を
誇
る
宝
飾
加
工
な
ど
魅
力
的
な
地
域

資
源
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、日
照
時
間
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
生
産
量
、
数
値
制
御
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
荷
シ
ェ
ア
な
ど
、
数
々

の
「
日
本
一
」
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
全
国
で
の
山
梨
県
の
知
名
度
は
も
う

ひ
と
つ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
機
会
あ
る
ご
と
に
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
今
、
知
名
度
を
上
げ
、
ま
た
、
日
本
の
中
で

山
梨
が
重
要
性
を
増
し
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

建
設
が
着
々
と
進
行
し
て
い
る
中
部
横
断
自
動
車
道
が
完
成
す

る
と
日
本
の
中
心
を
横
断
す
る
新
た
な
ル
ー
ト
が
開
通
し
、
東
名

高
速
道
路
と
中
央
自
動
車
道
と
い
う
日
本
の
物
流
を
支
え
る
二
大

幹
線
道
路
が
直
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
圏
央
道
に
よ

り
、
東
京
都
心
部
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
東
名
高
速
・
中
央
道

に
繋
が
る
ル
ー
ト
も
確
保
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
た
な
人
と
モ
ノ

の
流
れ
が
生
ま
れ
、山
梨
は
重
要
な
交
通
の
結
節
点
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
７
年
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
東
京
・
品

川
〜
名
古
屋
間
で
開
業
す
る
予
定
で
す
。リ
ニ
ア
を
利
用
す
る
と
、

東
京
・
品
川
〜
甲
府
間
が
25
分
、
甲
府
〜
名
古
屋
間
が
40
分
と
な

り
、
山
梨
は
首
都
圏
、
中
京
圏
へ
の
通
勤
・
通
学
が
可
能
な
地
域

と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
、
あ
た
か
も
日
本
列

島
が
山
梨
を
中
心
に
、
ギ
ュ
ッ
と
縮
ま
る
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
効
果
を
十
分
に
生
か
し
、
全
国
各
地
で
実
を

結
ぼ
う
と
し
て
い
る
地
方
創
生
の
成
果
を
結
び
つ
け
る
ハ
ブ
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
東
京
一
極
集
中
の
解
消
に
資
す
る
地
域
に
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
革
の
た
め
に
は
、
先
見
性
を
持

つ
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
あ
と
10
年
生
き
な
が
ら
え

て
い
た
ら
天
下
人
と
な
っ
て
い
た
と
評
さ
れ
る
戦
国
武
将
の
武
田

信
玄
公
を
は
じ
め
、
明
治
以
降
の
日
本
の
基
盤
づ
く
り
、
特
に
鉄

道
事
業
で
活
躍
し
た
根
津
嘉
一
郎
や
小
林
一
三
な
ど
、
山
梨
県
は

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
偉
大
な
人
材
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
、「
人
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
す
る
」
と
い
う
精
神
が
世
界
中
の
人
々
の
共
感
を
呼
ん
だ
大

村
智
先
生
も
、
山
梨
が
生
ん
だ
偉
人
の
一
人
で
す
。

甲
州
人
に
は
進
取
の
気
性
に
富
み
新
し
い
世
界
を
切
り
開
い
て

く
面
と
、
伝
統
を
守
り
歴
史
を
重
ん
じ
る
と
い
う
二
面
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
甲
州
人
気
質
を
生
か
し
、
斬
新
な
発
想
で
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
続
け
る
人
材
を
育

成
し
て
参
り
ま
す
。

日
本
は
人
口
減
少
社
会
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
状
況
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
山
梨
も
例
外
で
は
な
く
、
む
し

ろ
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
早
く
進
む
、
人
口
問
題
が
先
鋭
化
し
て

い
る
地
域
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
の
、
社
会
の
健
全
な

発
展
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
拡
大
志
向
で
は
な
く
、
地
域
の

リ
ソ
ー
ス
を
十
分
に
生
か
し
た
調
和
の
取
れ
た
発
展
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
梨
県
で
は
新
た
に
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
や
ま
な
し
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
暮
ら
し
が

で
き
る
「
輝
き　

あ
ん
し
ん　

プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
を
目
指
し
動
き

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
時
代
の
要
請
を
正
し
く
捉
え
、
全
て
の
県

民
の
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

後藤　斎山梨県知事

「輝き　あんしん　プラチナ社会」の実現に向けて

地域づくり 本編
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で�

高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
招
致
が
決
定
、
今
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
も
あ
り
、ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
優
勝
へ
導
い
た
澤
穂
希
選
手
、
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
で
の
歴
史
的
な
勝
利
で
ラ
グ

ビ
ー
を
一
躍
日
本
中
の
注
目
ス
ポ
ー
ツ
と
し
た
五
郎
丸
歩

選
手
、
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
世
界
歴
代
最
高
得
点
の
羽
生

結
弦
選
手
な
ど
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
数
多
く
の
ヒ
ー

ロ
ー
を
生
み
出
し
、
こ
う
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
人
気
は
出
身
地
域
の
認
知
度
向
上
や
地
域
活

性
化
に
様
々
な
波
及
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

日
本
の
競
技
人
口
は
約
７
２
０
０
万
人
（
総
務
省
平
成

23
年
社
会
生
活
基
本
調
査
）
で
日
本
の
総
人
口
の
約
６
割

が
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
、
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
選
手
・
ア
ス

リ
ー
ト
を
頂
点
に
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
据
野
を

持
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
大
別
に
す
る
と
①
野
球
、
大
相
撲
、
サ
ッ

カ
ー
等
に
代
表
さ
れ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
②
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
国
体
等
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
③
全

国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
等
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
︱
に
区
分
さ
れ
、
多
様
な
競
技
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
づ
く
り
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は
①
若
者
の
参
加
機

会
を
通
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
②
障
が
い
者

と
楽
し
む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
③
総
合
地
域
ク
ラ
ブ
づ
く

り
④
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
⑤
子
供
の
体
力
向
上
⑥
指
導

者
養
成
、
講
演
会
︱
な
ど
を
通
し
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
活
動
や
地
域
の
健
康
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全国菓子博覧会・三重総合プロデューサー、名古屋市公園経営アド
バイザー等に就任。 
　ジャパンEXPO三陸・海の博覧会（1992 年）総合プロデューサー、
愛知万博（2005 年）チーフプロデューサー、上海万博（2010 年）日
本政府館プロデューサー、上海万博協会運営海外顧問（2010 年）、東
京都築地市場「TOKYO ICHIBA PROJECT」広報プロデューサー等
を歴任。

牧
村
　
真
史

集
客
創
造
研
究
所
所
長

︱
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
地
方
創
生
︱

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
を
活
性
化

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

2016・５月号
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づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
な
ど
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
、
環
境
づ
く
り
の
ス
ポ
ー
ツ
化
な
ど
新

た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
新
設
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
生
涯
に
わ
た
り
心

身
と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る

社
会
の
実
現
を
掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
対
応
す
る
健
康
長
寿
の

ス
ポ
ー
ツ
普
及
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
よ
る
地
方
の
人
口
流
出

が
、
地
域
経
済
・
産
業
・
人
材
の
空
洞
化
、
過
疎
化
に
拍

車
を
掛
け
、
地
方
の
衰
退
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し
て
、

日
本
経
済
や
地
域
の
活
力
の
向
上
を
目
的
に
地
方
創
生
が

発
表
さ
れ
た
。

土
地
ご
と
の
祭
り
や
遊
び
を
ス
ポ
ー
ツ
化
し
て�

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

地
方
創
生
で
は
、
国
際
戦
略
総
合
特
区
・
地
域
活
性
化

総
合
特
区
を
は
じ
め
各
地
域
の
特
性
に
適
応
す
る
様
々
な

規
制
緩
和
を
図
る
特
区
が
設
け
ら
れ
た
。
地
域
再
生
制
度

は
中
心
市
街
地
活
性
化
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
領
域
、
ジ
ャ

ン
ル
に
ま
た
が
り
、
地
域
活
性
化
の
手
法
は
ハ
ー
ド
（
施

設
）
か
ら
ソ
フ
ト
へ
、
ソ
フ
ト
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
と
変

化
し
、
従
来
の
手
法
を
脱
却
し
、
多
様
な
視
点
、
複
合
的

効
果
の
観
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
の
小
都
市
で
は
国
際
規
格
を
持
つ
施
設
を
必
要
と

す
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
高
額
な
施
設
投
資
や
運
営
費
を
必

要
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
地
域
の
資
源
や
特

性
を
生
か
し
、
大
規
模
な
施
設
投
資
を
必
要
と
し
な
い
幅

広
い
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
活
性
の
起
爆
剤
と
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
南
国
土
佐
・
高
知
を
発
祥
と
す
る
「
よ
さ
こ

い
祭
り
」
は
全
国
に
広
が
り
多
様
な
形
態
を
持
ち
、市
民
、

企
業
、
団
体
が
参
加
し
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
性
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、観
光
産
業
を
生
み
出
し
た
。

富
山
県
越
中
八
尾
の
お
わ
ら
風
盆
は
江
戸
元
禄
時
代
に
起

源
を
持
ち
、
格
子
戸
の
あ
る
旅
籠
屋
、
土
蔵
造
り
の
民
家

の
た
た
ず
ま
い
の
ま
ち
を
吹
き
抜
け
る
二
百
十
日
の
大
風

を
お
さ
め
、五
穀
豊
穣
を
祈
る
市
民
の
祭
り
で
あ
っ
た
が
、

観
光
バ
ス
が
列
を
な
す
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
た
。

日
本
の
全
国
各
地
に
あ
っ
た
盆
踊
り
、
運
動
会
が
日
系

移
民
を
中
心
に
世
界
各
地
に
広
が
り
、
日
本
の
進
出
企
業

が
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
や
相
互
の
文

化
交
流
に
一
役
買
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
評
価
を
得
て
訪
日
観
光
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
３
万
５
０
０
０
人
の
世

界
最
大
の
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

南
北
に
長
く
豊
か
な
自
然
と
風
土
の
営
み
か
ら
生
ま
れ

た
土
地
土
地
の
祭
り
や
遊
び
、
生
活
の
知
恵
の
中
か
ら
競

技
化
し
た
り
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
磨
き
、
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ツ
ー
ル

を
活
用
し
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

農
業
、
牧
畜
、
林
業
、
水
産
業
の
体
験
民
宿
が
新
し
い

地
域
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て
話
題
と
な
り
、
そ
の
地
域

の
人
で
さ
え
従
来
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
食
材
や
普
通

の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
が
新
た
な
観
光
産
業
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
の
価
値
を
生
み
出
し
、
地
方
創
生
の
エ
ン
ジ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
地
方
の
過
疎
地
域
や
小
都
市
で

は
、
健
康
長
寿
で
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
で
き
る
「
４
つ
の
で
も

4

4

」
ス
ポ
ー
ツ
を
高
齢
者

と
若
者
、
子
供
が
一
緒
に
参
加
で
き
る
生
き
が
い
づ
く
り

や
交
流
の
場
づ
く
り
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
の
資
源
を
活

用
し
知
恵
と
工
夫
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
、
ま

ち
な
お
し
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
創
り
出
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

柏
崎
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
と�

ス
ポ
ー
ツ
振
興

新
潟
県
柏
崎
市
は
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
踏
ま
え
、「
原
発
に
た
よ
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
２
０
１
２
年
に
柏
崎
の
多
様
な
資
源
や

資
産
を
活
用
し
、
市
の
持
つ
魅
力
を
再
発
掘
、
再
編
成
し
、

市
内
外
に
発
信
す
る「
柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
基
本
構
想
」

を
策
定
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
「
柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
推
進
計
画
」
を
策
定
、
実
行
推
進
体
制
と
し
て
柏
崎
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
は
市
内
の
民
間
団

体
、
企
業
、
大
学
等
の
12
団
体
で
構
成
し
、
各
団
体
や
市
、

市
民
な
ど
が
行
っ
て
い
た
個
々
の
取
り
組
み
を
、
多
様
な

主
体
の
相
互
連
携
や
参
加
を
促
し
、
市
民
を
挙
げ
て
魅
力

や
発
信
を
す
る
こ
と
を
始
め
た
。

「
市
民
一
人
一
人
が
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
推
進
協
議
会
に
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
市
内

の
30
〜
₄0
代
の
若
手
10
人
を
メ
ン
バ
ー
が
、
従
来
の
行
政

手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
で
自
由
な
発
想
で
柏
崎
の
魅

力
を
磨
き
、
創
り
、
発
信
す
る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
都
市
に
あ
り
が
ち
な
豊
か
な
自
然
や
食
文
化
を
体

験
し
て
も
ら
い
観
光
客
を
取
り
込
む
こ
と
や
特
産
品
の
販

売
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
自
ら
が
自
分
の
ま

ち
を
見
つ
め
直
し
新
た
な
価
値
を
創
出
し
「
訪
れ
た
い
ま

ち
」「
住
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

2016・５月号
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市
の
産
業
・
経
済
基
盤
と
な
っ
て
い
る
「
原
発
」
に
と

ら
わ
れ
な
い
都
市
づ
く
り
は
原
発
立
地
地
域
の
共
有
す
る

将
来
的
な
課
題
で
あ
り
柏
崎
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
は
そ

の
試
金
石
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
、
運
営
委
員
会
で

は
先
導
的
事
業
と
し
て
、
２
０
１
５
年
度
に
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
★

オ
ー
ル
柏
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
総
選
挙
を
実
施
し
、
公
募
に
よ
る
作

品
３
３
２
点
を
推
進
協
議
会
で
審
査
し
、
５
作
品
を
候
補

作
品
に
絞
り
、
市
内
90
カ
所
に
設
置
し
た
市
民
投
票
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
（
投
票
数
約
１
万
７
０
０
０
票
）
で

決
定
し
た
。

ま
た
、今
年
３
月
に
東
京
・
秋
葉
原
で
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
★
オ
ー

ル
柏
崎
大
交
流
会
」
を
開
催
し
、
柏
崎
方
式
の
市
民
型
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
市
内
外
に
発
信
、
活
発
化
さ
せ
て

い
る
。

地
形
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た�

�

ユ
ニ
ー
ク
な
柏
崎
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ

柏
崎
市
は
長
い
海
岸
線
と
米
山
刈
羽
三
山
の
豊
か
な
水

系
に
恵
ま
れ
「
海
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
」
や
「
水
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
」
が
盛
ん
で
あ
る
。

柏
崎
は
15
の
個
性
的
な
海
水
浴
場
が
あ
り
、
鯨
波
海
水

浴
場
、
青
海
川
海
水
浴
場
は
「
日
本
の
渚
・
百
選
」、
番

神
海
水
浴
場
、
ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
ト
柏
崎
は
「
快
水
浴
場
百

選
」
に
選
ば
れ
、
北
関
東
、
甲
信
越
か
ら
の
海
水
浴
客
で

賑
わ
う
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
だ
。

柏
崎
港
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
夕
海
（
ゆ
う
み
）
は
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、

柏
崎
マ
リ
ー
ナ
は
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
海

洋
拠
点
で
あ
る
。
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
や
海
水
浴
場
の
地

形
や
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
嗜
好
の
選
択
肢
が
多

い
。
新
潟
県
初
の
「
海
の
駅
」
で
は
「
全
国
ご
当
地
ど
ん

ぶ
り
選
手
権
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
「
鯛
茶
漬
」

を
始
め
、
新
鮮
な
魚
貝
類
や
地
元
の
食
材
が
楽
し
め
る
。

柏
崎
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
を
代
表
す
る
２
つ
の
事
例

を
上
げ
た
い
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
を
輩
出
し
た
柏
崎
の
水
球

２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
32
年
ぶ
り
に
獲
得
し
た
水
球

日
本
代
表
男
子
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ー
ム
「
ポ
セ
イ
ド
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
」
主
将
の
志
水
祐
介
選
手
、
メ
ン
バ
ー
の
筈
井

翔
太
選
手
、
棚
村
克
行
選
手
、
保
田
賢
也
選
手
ら
４
人
は

併
せ
て
ブ
ル
ボ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
ク
ラ
ブ
柏
崎
（
Ｂ
Ｏ

Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｎ 

Ｋ
Ｚ
）の
選
手
で
あ
り「
水
球
の
ま
ち
柏
崎
」

の
知
名
度
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

柏
崎
の
水
球
は
社
会
人
チ
ー
ム
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｎ 

Ｋ

Ｚ
を
頂
点
に
、
大
学
、
高
校
、
中
・
小
学
校
と
広
い
据
野

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
を
持
ち
、
中
・
小
学
校
で
は
授
業
の

一
貫
と
し
て
水
球
を
行
う
な
ど
水
球
を
通
し
た
体
力
向
上

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
選
手
の
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
、
学
校
、
教
育
、
地
元
企
業
、
市
民
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
い
わ
ば
、
水
球
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
形
成
し
、
全
国
か
ら
の
水
球
、
水
泳
等
の
合
宿
の
誘
致

を
行
っ
て
い
る
。

「
水
球
の
ま
ち
」
を
形
成
す
る
核
施
設
が
柏
崎
ア
ク
ア

パ
ー
ク
の
日
本
水
泳
連
盟
公
認
プ
ー
ル
（
５０
㍍
×
２５
㍍
水

深
２
㍍
）
で
あ
る
。
３
月
下
旬
〜
１０
月
上
旬
に
水
球
を
は

じ
め
水
泳
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
等
で
使
用

し
、
冬
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
国
際
規
格
の
リ
ン
ク
と
し
て

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
カ
ー
リ
ン
グ
の
練
習
場
な
ど
と
し
て

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
活
用
さ
れ
て
い
る
。

施
設
特
性
を
生
か
し
全
国
の
水
球
や
水
泳
の
大
会
や
試

合
を
誘
致
す
る
と
共
に
各
種
教
室
や
合
宿
の
誘
致
を
行
い

柏
崎
の
交
流
人
口
、
滞
在
人
口
を
生
み
出
し
て
い
る
。

・�

地
域
ぐ
る
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
演
出
と
お
も
て
な

し
の
柏
崎
潮
風
マ
ラ
ソ
ン

柏
崎
市
を
代
表
す
る
「
柏
崎
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は

地
域
ぐ
る
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
応
援
演
出
と
お
も
て
な
し
で

２
０
１
５
年
の
全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
で
人
気

上
位
の
高
得
点
を
得
て
い
る
。

2016・５月号
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全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
は
、
国
内
で
開
催
さ

れ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
中
か
ら
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
投
票

で
選
ば
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
を
第
一
に
考
え
た
大
会
運
営
や
個

性
が
光
る
大
会
、
ラ
ン
ナ
ー
の
満
足
度
に
主
眼
が
置
か
れ

評
価
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
１
０
０
撰
で
あ
る
。
日
本
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
最
大
規
模
の
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」
や
伝
統

的
な
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
「
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
る
。

評
価
は
①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン（
事
前
の
大
会
情
報
、

ス
ム
ー
ズ
な
エ
ン
ト
リ
ー
な
ど
４
項
目
）
②
会
場
（
会
場

案
内
や
ト
イ
レ
等
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
５
項
目
）
③
ス
タ
ー

ト
・
コ
ー
ス
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
（
ス
タ
ー
ト
エ
リ
ア
の
管

理
、
コ
ー
ス
の
走
り
易
さ
、
楽
し
め
る
コ
ー
ス
設
定
、
応

援
、
配
水
等
の
７
項
目
）
④
記
録
・
表
彰
（
計
測
ポ
イ
ン

ト
、年
代
別
表
彰
区
分
等
の
４
項
目
）
⑤
全
体
の
感
想
（
熱

気
や
活
気
、
地
域
の
特
色
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

等
の
４
項
目
）
で
総
合
得
点
１
０
０
満
点
で
評
価
さ
れ
、

「
柏
崎
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
」
は
9₆
・
４
点
を
獲
得
し
た
。
特
に

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
海
岸
線
の
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
設

定
、
沿
道
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
応
援

演
出
、工
夫
さ
れ
た
お
も
て
な
し
に
人
気
と
特
徴
が
あ
る
。

全
国
₄0
都
道
府
県
か
ら
３
０
０
０
人
以
上
の
参
加
者

（
２
０
１
５
年
実
績
）
を
数
え
、
海
岸
線
〜
田
園
〜
野
山

へ
と
起
伏
と
変
化
に
溢
れ
る
コ
ー
ス
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
競

技
は「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」「
５
㌔
フ
ァ

ン
ラ
ン
」「
12
㌔
ウ
ォ
ー
ク
」「
わ
ん
ぱ
く
ひ
よ
こ
の
部
」

な
ど
多
様
な
世
代
が
参
加
。
コ
ー
ス
上
に
名
物
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置
し
、
柏
崎
の
祭
り
の
神
太
鼓
、
お
も
し
ろ
看
板
、

峠
の
サ
ル
茶
屋
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
応
援
や
、
仮
装

だ
ら
け
の
配
水
ポ
イ
ン
ト
、
た
け
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
、

子
供
会
エ
イ
ド
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
ル
、
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な

ど
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し
競
争
で
市
民
そ

の
も
の
が
マ
ラ
ソ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
、
自
ら
も
楽
し
ん
で
い

る
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
赤
絨
毯
を
敷
い
た
ゴ
ー
ル
で
参
加
ラ

ン
ナ
ー
全
員
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
を
読
み
上
げ
「
お
帰
り
な

さ
い
」
コ
ー
ル
を
送
る
。
ラ
ン
ナ
ー
の
満
足
度
の
高
い
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
と
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
柏
崎
の
フ
ァ

ン
獲
得
な
ど
の
効
果
も
大
き
い
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ�

イ
ベ
ン
ト
が
地
域
を
活
性
化
す
る

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
運
動
や
遊
び
、
更

に
は
一
次
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
環
境
活
動
等
も
競
技

化
・
ス
ポ
ー
ツ
化
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。１

９
３
０
年
代
の
パ
リ
カ
フ
ェ
の
ギ
ャ
ル
ソ
ン
が
盆
に

グ
ラ
ス
を
乗
せ
て
優
雅
に
走
る
ウ
ェ
ー
タ
ー
ズ
ラ
ン
ナ
ー

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
広
が
り
、
現
在
は
横
浜
で
も
開
催

さ
れ
、国
際
都
市
横
浜
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
話
題
と
な
り
、

横
浜
の
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
健
康
産
業
団
体
連
合
会
と
一

般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
の

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
」
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
、
ス

ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り
賞
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
受
賞
し
て
い
る
。

「
一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
連
盟
」

の
「
ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
」
は
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
ゴ
ミ
拾
い
と
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
さ
せ
た
競
技
で
あ
り
、

「
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
実
行
委
員
会
」

の
「
10
市
町
村
が
連
携
︱
日
本
最
大
１
０
０
マ
イ
ル
ト
レ

イ
ル
レ
ー
ス
」
は
、
富
士
山
麓
、
登
山
道
、
歩
道
、
林
道

を
走
る
レ
ー
ス
で
参
加
者
と
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交

流
の
場
と
し
て
地
域
産
品
を
提
供
し
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
た
。

大
型
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
経
済
効
果
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の
市
町
村
で
の
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
効
果
は
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
な
ど
の
社
会
効
果
に
軸
を
置

き
、
そ
の
市
町
村
資
源
で
あ
る
自
然
、
歴
史
、
産
業
、
技

術
、
生
活
、
文
化
等
を
活
用
し
た
競
技
化
、
ス
ポ
ー
ツ
化

を
行
う
視
点
が
大
切
で
あ
り
、
資
源
を
生
か
す
こ
と
が
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
生
み
出
す
。
外
部

か
ら
の
参
加
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

交
流
が
進
み
、ま
ち
に
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
で
経
済
効
果
、

起
業
化
、
産
業
化
効
果
が
創
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
で

も
多
く
の
地
域
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
創
出
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

2016・５月号
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◆◆  「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
を
舞
台
に

◆滝
川
市
は
、札
幌
市
と
旭
川
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
人
口
約
４
万
１
千
人
の

中
空
知
地
域
の
中
心
都
市
で
、
北
海
道
を
代
表
す
る
味
覚

「
味
付
け
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
開
催
地
で
あ
る
江
部
乙
地
域
は
滝
川
市

の
北
部
に
位
置
し
、
稲
作
や
農
作
物
の
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
す
。
な
だ
ら
か
に
連
な
る
丘
陵
地
に
は
、
日
本
一
の

作
付
面
積
を
誇
る
菜
の
花
畑
や
防
風
林
に
囲
ま
れ
た
り
ん

ご
畑
が
あ
り
、
人
々
の
歴
史
と
暮
ら
し
が
生
み
出
し
た
景

観
や
地
域
資
源
が
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
10
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
は
、
小
さ
く
て
も
素
晴

ら
し
い
地
域
資
源
や
美
し
い
景
観
を
も
つ
村
の
存
続
を
目

指
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
の
加
盟
に
よ
り
、
全

国
的
に
江
部
乙
地
域
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

◆◆  

マ
ラ
ソ
ン
＋
ピ
ク
ニ
ッ
ク
＝
マ
ラ
ニ
ッ
ク
！

◆近
年
、
全
国
各
地
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加

人
口
の
増
加
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
大
会
が
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
が
増
え
て
い
く
一
方
で
、

幼
児
や
高
齢
者
な
ど
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」
を
市
民
に
提
供
す
べ
く
模
索
し
て
い

た
中
で
辿
り
着
い
た
の
が「
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
で
し
た
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
は
、
マ
ラ
ソ
ン
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
合
わ
せ

た
造
語
で
、
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
り
・
歩
い
た
り
、
時
に
は

立
ち
止
ま
っ
て
周
り
の
自
然
や
風
景
、
そ
し
て
人
々
と
触

れ
あ
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
順
位
や
タ
イ
ム
を
計
測
し
た
り
し
な
い
の
で
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
誰
で
も
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
促
進
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

土
地
で
な
け
れ
ば
体
感
で

き
な
い
地
域
の
景
観
な
ど

を
生
か
し
た
観
光
体
験

や
、
参
加
者
同
士
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
住
民
と
の

交
流
と
い
っ
た
交
流
体
験

な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を

も
た
ら
す
手
段
と
し
て
の

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。当

市
で
は
江
部
乙
地
域

の
丘
陵
地
帯
を
活
か
し
た

マ
ラ
ニ
ッ
ク
を
昨
年
５
月

に
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
２
６
０
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住
民
と
景
観
が
育
て
る
新
ス
ポ
ー
ツ
「
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
―

木
村
　
直
也

滝
川
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
主
事 北

海
道
滝
川
市

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
や
自
然
を
体
験

笑顔でスタート

老若男女を問わず参加

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
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人
の
参
加
が
あ
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆◆  
「
創
る
」
の
で
は
な
く
「
築
く
」

◆え
べ
お
つ
丘
陵
地
マ
ラ
ニ
ッ
ク
で
は
「
江
部
乙
丘
陵
地

を
五
感
の
全
て
を
使
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
舗
装
道
路
だ
け
で
な
く
、
砂
利
道
、
草
地
、

残
雪
な
ど
の
上
を
通
り
、
菜
の
花
畑
や
森
林
に
囲
ま
れ
た

道
を
、
春
の
匂
い
を
感
じ
な
が
ら
各
々
の
ペ
ー
ス
で
駆
け

て
い
き
ま
す
。
普
段
は
人
が
あ
ま
り
行
き
来
し
な
い
場
所

も
マ
ラ
ニ
ッ
ク
開
催
中
は
楽
し
げ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

す
。ま

た
、
コ
ー
ス
途
中
に
休
憩
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者

に
給
水
や
応
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
休
憩

ブ
ー
ス
ご
と
に
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
地
元
の
味
覚
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会
で
は
、
江
部
乙
産
リ

ン
ゴ
を
使
っ
た
「
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
」
や
、
地
元
商
店
が

作
っ
て
い
る
洋
菓
子
「
ス
コ
ー
ン
」、
地
元
産
の
野
菜
と

し
て
「
ア
ス
パ
ラ
」
な
ど
を
参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
江
部
乙
に
こ
ん
な
に
美
味
し
い
ジ
ュ
ー

ス
や
お
菓
子
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
お
み
や
げ

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ

た
嬉
し
い
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
休
憩
ブ
ー
ス
は
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
や
っ
て
き
た
気
さ
く
な

参
加
者
た
ち
と
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
し
、
飲
み
物
・
お
み

や
げ
を
提
供
し
、「
が
ん
ば
れ
～
！
」
と
大
き
な
声
で
応

援
さ
れ
て
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
参
加
す
る
」
側
と
「
支
え
る
」
側
の
両
者
が
一
体
感

を
共
有
し
な
が
ら
笑
顔
に
な
れ
る
⋮
こ
れ
も
マ
ラ
ニ
ッ
ク

の
楽
し
さ
の
一
つ
で
す
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
が
新
た

な
地
域
の
魅
力
を
創
り

だ
す
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
元
住
民
が
マ
ラ

ニ
ッ
ク
の
参
画
を
通
し

て
、
美
し
い
景
観
や
美

味
し
い
地
産
品
、
そ
し

て
人
々
の
温
か
さ
⋮
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
地
域
資

源
や
住
み
慣
れ
た
場
所

が
、
魅
力
に
溢
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
、
地

域
へ
の
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
築
い
て
い
く
。
こ
の
こ
と
が
、

マ
ラ
ニ
ッ
ク
開
催
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。◆◆  

地
元
の
住
民
が
主
役
に
な
る

◆  

イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て

い
わ
ゆ
る
「
村
お
こ
し
」
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
大
会
は
、
大
都
市
近
郊
か
ら
、
限
界
集
落
ま
で
多
く

の
市
町
村
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
に
よ
る
地
域
貢

献
は
、
経
済
的
な
部
分
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
知

名
度
を
上
げ
る
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
を
通
じ
て
住
民
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
、
こ
れ
ら
の
こ

と
が
あ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

大
会
の
成
功
、
不
成
功
の
判
断
基
準
は
、
参
加
者
の
大

会
へ
の
満
足
度
や
リ
ピ
ー
タ
ー
率
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て

測
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
外
的
尺
度

だ
け
で
な
く
、
住
民
の
意
識
や
行
動
の
変
化
、
住
民
の
満

足
度
、
住
民
の
町
へ
の
意
識
の
変
化
と
い
っ
た
内
的
な
物

差
し
で
測
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
地
域
の
活
性
化
の
本
質

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
マ
ラ
ニ
ッ
ク
と
い
う
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
に
暮
ら
す
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
沿
道
で
の
応
援
な
ど
主

体
的
に
大
会
を
支
え
、
誇
る
べ
き
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
伝

え
る
一
方
で
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
体
と
心
で
そ
の
魅
力

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
大
き
な
夢
を
描
い
て
い

ま
す
。
マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
精
神
の
と
お
り
、
立
ち
止
ま
っ
て

周
り
の
自
然
や
風
景
を
な
が
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
触
れ

合
い
話
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◆◆  

い
ざ
決
戦
の
地
へ
！

◆「
投
げ
て
投
げ
て
投
げ
て
、
ぶ
つ
け
ろ
～
」
と
、
魚
沼

市
の
雪
の
コ
ロ
シ
ア
ム
に
お
な
じ
み
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
響

き
渡
る
。「
あ
ん
さ
＆
お
っ
さ
」
と
い
う
地
元
出
身
の
ユ

ニ
ッ
ト
が
歌
う
こ
の
歌
は
、
28
年
間
続
く
小
出
国
際
雪
合

戦
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
。
開
会
式
で
流
れ
る
こ
の
歌
を
皮
切

り
に
、
い
よ
い
よ
雪
合
戦
の
戦
い
の
幕
が
上
が
る
。

◆◆  

山
紫
水
明
・
豪
雪
の
ま
ち
、
魚
沼
市

◆小
出
国
際
雪
合
戦
は
、
毎
年
２
月
に
県
立
奥
只
見
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
公
園
「
響
き
の
森
公
園
」
で
開
催
さ

れ
る
雪
合
戦
の
国
際
大
会
で
す
。
会
場
で
あ
る
魚
沼
市
は

新
潟
県
の
南
東
部
に
あ
り
、「
お
か
ず
が
い
ら
な
い
ほ
ど

お
い
し
い
お
米
」
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
産
地
や
、
日
本

有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
駅
か

ら
上
越
新
幹
線
で
約
１
時
間
半
、
関
越
自
動
車
道
で
小
出

Ｉ
Ｃ
ま
で
車
で
約
３
時
間
と
、
関
東
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
良

く
、
雪
合
戦
の
参
加
者
に
は
関
東
の
方
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
冬
は
一
面
に
広
が
る
雪
景
色
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬
国
立
公
園
、
秋
は
奥
只
見
湖
の
遊

覧
船
か
ら
の
紅
葉
と
、四
季
の
魅
力
に
溢
れ
た
ま
ち
で
す
。

ま
た
湯
之
谷
温
泉
郷
を
中
心
と
し
た
個
性
豊
か
な
温
泉
に

も
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

◆◆  
小
出
国
際
雪
合
戦
の
発
祥

◆国
内
で
開
催
さ
れ
る
雪
合
戦
大
会
は
、
主
な
も
の
だ
け

で
も
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
、
長
野
県
白
馬
村
の
日
本
雪

合
戦
選
手
権
大
会
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
が
、
小
出
国
際
雪

合
戦
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
歴
史
が
長
い
大
会
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
で
第
28
回
の
開
催
を
迎
え
ま
し

た
。第

１
回
大
会
を
開
催
し
た
平
成
元
年
に
「
地
域
の
元
気

を
掘
り
起
こ
そ
う
」
と
い
う
狙
い
の
元
、
魚
沼
な
ら
で
は

の
雪
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
と
、
地
域
の
若

者
と
市
役
所
の
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
発
案
さ
れ
た
の
が

こ
の
小
出
国
際
雪
合
戦
で
し
た
。
子
ど
も
の
遊
び
で
あ
る

雪
合
戦
を
ど
の
よ

う
に
大
人
が
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
に

す
る
か
、
知
恵
を

出
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組

み
は
大
き
く
注
目

さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

密
着
取
材
が
行
わ

れ
た
り
、
２
時
間

特
集
番
組
が
放
送

さ
れ
た
り
と
、
メ

デ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
全
国
的
に
一
気
に
知
名
度
を
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
少
雪
に
よ
り
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど
で
雪
を
会
場
に
運
び
こ
ん
だ
こ
と
で
よ
う

や
く
開
催
に
た
ど
り
着
き
、
伝
説
の
第
１
回
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
参
加
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
第
28

回
大
会
に
お
い
て
は
、
大
人
の
部
１
８
６
チ
ー
ム
、
子
ど

も
の
部
21
チ
ー
ム
と
、
約
１
０
０
０
人
が
選
手
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
参
加
チ
ー
ム
の
募
集
を
開
始
し
て
か
ら

約
１
週
間
と
い
う
早
さ
で
２
０
０
チ
ー
ム
の
枠
は
ほ
ぼ
埋

ま
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
チ
ー
ム
が
後
を
絶
た
な
い
ほ

ど
、
魚
沼
の
冬
を
彩
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

地
域
へ
の
思
い
を
形
に

◆す
で
に
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、

運
営
の
主
体
で
あ
る
小
出
商
工
会
青
年
部
は
更
な
る
向
上

を
目
指
し
、
例
年
、
約
半
年
前
か
ら
毎
週
の
よ
う
に
運
営

会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
年
の
雪
合
戦
委
員
長
を
務
め
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た
青
年
部
員
の
今
井
清
司
氏
は
、「
28
年
も
続
く
イ
ベ
ン

ト
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
」
と
、
委
員
長
と
し
て
務
め
た

１
年
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
今
年
も
第
１
回
大
会
同
様
、

例
年
に
な
い
少
雪
で
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

周
辺
の
雪
を
会
場
内
に
入
れ
る
こ
と
で
ど
う
に
か
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
今
井
氏
の
発
案
に
よ
り
、

今
年
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
コ
ー
ト
内
の
盾
の
数

を
減
ら
し
て
白
熱
し
た
試
合
展
開
と
な
る
よ
う
な
工
夫
を

し
た
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
義
務
付
け
、
安
全
面
へ

の
配
慮
を
さ
ら
に
重
ね
た
り
し
ま
し
た
。
今
井
氏
は
「
雪

合
戦
は
そ
の
当
日
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
。
若
者
な

り
の
地
域
へ
の
思
い
を
形
に
し
た
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

そ
の
思
い
は
、
約
10
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
Ｗ
Ｅ 
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ 

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

い
う
商
店
街
の
活
性
化
企
画
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
元
商
店
街
と
連
携

◆Ｗ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、
魚
沼
市
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
抽
選

会
の
企
画
で
す
。
雪
合
戦
前
の
約
２
週
間
に
、
小
出
商
店

街
を
中
心
と
し
た
提
携
店
で
買
い
物
を
す
る
と
も
ら
え
る

抽
選
券
３
枚
で
、
雪
合
戦
会
場
で
豪
華
景
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
28

回
大
会
で
は
40
店
舗
、
３
団
体
、
３
施
設
の
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
抽
選
会
の
商
品
も
、
地
元
の
特
産
品
の
商
品
券

等
が
中
心
と
な
り
、
経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
地
元
企
業
を
中
心
に「
う
ま
い
も
の
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
称
し
た
露
店
市
が
並
び
ま
す
が
、
こ
の
露
店
で
も
同
様

の
抽
選
券
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
地
域
住
民
が
雪
合
戦
会
場
に
足
を
運
び
、
ま

た
商
店
街
が
一
丸
と
な
っ
て
雪
合
戦
を
支
え
る
仕
組
み
が

で
き
ま
し
た
。
例
年
こ
の
企
画
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
参
加
店
舗
の
増
え
た
今
年
は
例
年
以
上
に
大

盛
況
で
し
た
。

◆◆  

魚
沼
フ
ァ
ン
に
な
る
、
前
夜
祭
の
魅
力

◆「
雪
合
戦
は
当
日
だ
け
で
は
な
い
」
と
今
井
氏
が
話
す

よ
う
に
、
前
日
に
は
「
前
夜
祭
」
と
呼
ば
れ
る
交
流
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
会
に
は
、
選
手
だ
け
で

は
な
く
、
地
元
住
民
も
参
加
し
交
流
を
図
り
ま
す
。
か
つ

て
は
雪
合
戦
に
ち
な
ん
で
「
酒
合
戦
」
と
呼
ば
れ
、
会
の

最
後
に
は
肩
を
組
み
な
が
ら
の
大
合
唱
が
恒
例
と
な
り
、

相
当
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
例
年
出
場
し
て

い
る
選
手
の
中
に
は
前
夜
祭
に
参
加
す
る
た
め
に
雪
合
戦

に
来
る
と
い
う
方
も
多
く
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。
前
夜
祭

へ
の
参
加
は
宿
泊
客
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
今

年
は
約
２
５
０
人
が
魚
沼
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
ま

し
た
。
選
手
も
、
地
元
の
人
も
、
心
か
ら
楽
し
め
る
こ
の

よ
う
な
交
流
こ
そ
が
、
魚
沼
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

◆魚
沼
市
は
、
６
町
村
が
合
併
し
今
年
で
市
制
11
年
を
迎

え
ま
す
。現
状
で
は
こ
の
雪
合
戦
も
他
の
イ
ベ
ン
ト
同
様
、

旧
町
村
ご
と
の
特
色
が
強
い
で
す
が
、
い
つ
か
そ
の
垣
根

を
越
え
て
、
魚
沼
市
の
若
者
全
員
が
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に

昇
華
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
県

立
小
出
高
校
野
球
部
の
生
徒
が
10
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
自
分
の
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
、
地
方
創

生
の
地
域
活
性
化
へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

来
年
の
国
際
雪
合
戦
は
、コ
ー
ト
数
を
増
や
し
、参
加
チ
ー

ム
数
も
増
や
し
、
さ
ら
に
楽
し
め
る
企
画
を
用
意
し
て
皆

様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
冬
の
魚
沼
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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◆◆  

伊
東
温
泉
に
全
国
か
ら
57
チ
ー
ム
が
参
加

◆修
学
旅
行
の
思
い
出
と
い
っ
た
ら
「
ま
く
ら
投
げ
」
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
懐
か
し
さ
も
感
じ
る
「
ま
く
ら
投
げ
」
を
当
市
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
技
化
し
、
平
成
25
年
か
ら
全
国
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
27
日
、
28
日
に
開
催
し
た
「
第
４
回
全

日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会
ｉ
ｎ
伊
東
温
泉
」
に
は
、
北
海
道

か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
57
チ
ー
ム
、
約

４
５
０
人
が
参
加
し
、
日
本
一
の
称
号
を
得
る
た
め
に
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
か
が
ま
く
ら
投
げ
と
思
い
き
や
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

真
剣
そ
の
も
の
。
試
合
開
始
の
合
図
と
と
も
に
力
い
っ
ぱ

い
枕
を
投
げ
合
い
、
飛
び
交
う
枕
を
よ
け
な
が
ら
繰
り
広

げ
ら
れ
る
真
剣
勝
負
は
、
見
る
人
も
魅
了
し
ま
し
た
。

◆◆  

地
元
高
校
生
が
考
案
し
た

◆  「
ま
く
ら
投
げ
の
す
す
め
」

当
市
が
全
国
で
初
め
て
ま
く
ら
投
げ
を
競
技
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
22
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
、
高
校
生
の
斬
新
な
発
想
力
を
競
い
合
う
プ
レ
ゼ
ン
の

全
国
大
会
「
デ
ザ
セ
ン
２
０
１
０
（
全
国
高
等
学
校
デ
ザ

イ
ン
選
手
権
大
会
、
主
催
：
東
北
芸
術
工
科
大
学
）」
で
、

地
元
の
伊
東
高
校
城
ヶ
崎
分
校
の
生
徒
が
考
案
し
た
「
ま

く
ら
投
げ
の
す
す
め
」
が
、
準
優
勝
・
市
民
賞
・
高
校
生

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
す
。

伊
東
高
校
城
ヶ
崎
分
校
は
、
同
大
会
の
常
連
校
で
、
当

時
、
指
導
を
担
当
し
て
い
た
大
津
忍
先
生
に
お
話
し
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、プ
レ
ゼ
ン
の
題
材
を
決
め
る
方
法
と
し
て
、

生
徒
で
し
り
と
り
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ド
を
出
し
、

そ
の
中
で
お
も
し
ろ
そ
う
な
ワ
ー
ド
を
題
材
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。「
ま
く
ら
投
げ
」
を
題
材
と
し
て
決

定
し
た
の
に
は
、
①
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
て
夢
中
で
枕
を
ぶ

つ
け
合
う
充
実
感
が
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
人
に
必
要
②

子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
楽
し
め
る
③
地
元
伊
東
市
が

温
泉
地
で
も
あ
り
地
域
お
こ
し
も
期
待
で
き
る
、
と
い
う

生
徒
達
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

◆◆  

ま
く
ら
投
げ
大
会
の
実
現

◆「
ま
く
ら
投
げ
の
す
す
め
」
の
提
案
を
踏
ま
え
、
特
に

若
者
へ
の
当
市
の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
伊
東
温
泉
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
に
、
新
た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま

く
ら
投
げ
の
競
技
化
を
進
め
、
平
成
25
年
２
月
に
「
第
１

回
全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
大
会
で
は
、「
ま
く
ら
投
げ
の
す
す
め
」
で
提

案
さ
れ
た
内
容
か
ら
大
将
戦
を
採
用
し
、
一
般
の
部
（
６

チ
ー
ム
）、子
供
の
部
（
６
チ
ー
ム
）、大
学
対
抗
の
部
（
６

チ
ー
ム
）
の
３
部
門
で
開
催
し
ま
し
た
。

年
々
人
気
が
上
昇
し
、
出
場
希
望
者
が
増
え
て
き
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
第
４
回
目
を
迎
え
た
今
年
、
一
般
の
部
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（
48
チ
ー
ム
）、
子
供
の
部
（
９
チ
ー
ム
）
の
２
部
門
で
、

２
日
間
開
催
と
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
大
会
の
規
模
を
拡
大
し
ま
し
た
。

◆◆  

綿
密
に
考
え
ら
れ
た
ル
ー
ル

◆会
場
は
、
修
学
旅
行
で
の
ま
く
ら
投
げ
に
近
い
雰
囲
気

を
出
す
た
め
、
体
育
館
に
畳
を
敷
き
、
選
手
は
浴
衣
を
着

用
し
ま
す
。
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
、
１
チ
ー
ム
８
人
編
成

（
内
選
手
５
人
、
サ
ポ
ー
ト
３
人
）
で
、
各
チ
ー
ム
の
中

か
ら
大
将
を
１
人
決
め
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
枕
を
投
げ
合
う
「
大
将
生
き

残
り
戦
」
で
す
。
つ
ま
り
は
、
枕
を
投
げ
合
っ
て
大
将
に

当
た
る
か
、
終
了
の
合
図
の
時
に
残
っ
て
い
る
選
手
の
数

で
勝
敗
を
競
い
ま
す
。

こ
の
「
ま
く
ら
投
げ
」
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
枕
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
。
枕
が
目
の
前
に
く

る
と
つ
い
つ
い
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
「
ア
ウ
ト
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
試
合
を
盛
り
上
げ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
と

し
て
、「
先
生
が
き
た
ぞ
～
！
」
コ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

各
チ
ー
ム
が
１
試
合
の
中
で
１
回
だ
け
コ
ー
ル
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ル
を
宣
言
さ
れ
た
ら
両
チ
ー
ム

の
生
き
残
っ
て
い
る
選
手
は
、
10
秒
間
正
座
を
し
、
そ
の

間
に
コ
ー
ル
を
し
た
チ
ー
ム
の
大
将
が
相
手
の
枕
を
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
一
発
逆
転
も
可
能
な
「
必
殺
技
」

で
す
。

ま
た
、
布
団
を
壁
に
し
て
相
手
側
の
攻
撃
を
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
防
御
専
門
の
「
リ
ベ
ロ
」
を
作
る
な
ど
、「
ま

く
ら
投
げ
大
会
」
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
で

き
る
だ
け
本
来
の
ま
く
ら
投
げ
に
近
い
雰
囲
気
を
残
し
つ

つ
、「
も
っ
と
こ
う
し
た
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
、

出
場
者
が
楽
し
め
る
よ
う
ル
ー
ル
を
、
ま
る
で
自
分
た
ち

が
出
場
す
る
か
の
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
あ
い
考
案
し
ま
し
た
。
第
３
回
か
ら
基
本
の
ル
ー

ル
を
確
立
し
、
各
選
手
の
分
担
、
コ
ー
ト
の
規
格
、
相
手

の
倒
し
方
、
防
御
方
法
、
大
将
の
動
き
な
ど
を
細
か
く
設

定
し
、
体
力
の
み
な
ら
ず
戦
略
も
勝
敗
を
分
け
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
出
場
者
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
市
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
実
践
形
式
で
の

動
画
を
作
成
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、

ル
ー
ル
を
研
究
し
て
大
会
に
挑
む
チ
ー
ム
も
あ
り
、
ま
た

大
会
の
認
知
度
も
増
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
に
根
付
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に

◆ま
く
ら
投
げ
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
選
手
は
、
相
手
チ
ー
ム
を
称
え
、
観
客

は
拍
手
や
声
援
を
送
る
。そ
ん
な
一
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
同
士
の
絆
が
生
ま
れ
、
互
い
に
来
年
も
ま
く
ら
投
げ

大
会
に
参
加
し
、
再
戦
を
誓
い
合
う
チ
ー
ム
も
。
こ
の
よ

う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
生
ま
れ
る
絆
を
大
切
に
し
、

交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
く
ら
投
げ
大
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
伊

東
を
知
る
人
、伊
東
に
来
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、

こ
の
大
会
を
主
催
す
る
側
と
し
て
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
こ
の「
全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会
ｉ
ｎ
伊
東
温
泉
」

が
地
域
に
根
付
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
更
な
る
躍
進
を
続
け
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

11 2016・５月号
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◆◆  

古
く
か
ら
の
釣
り
の
町

◆マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
だ
の
は
平
成
７
年

で
す
。
当
時
、地
元
商
工
会
青
年
部
が
地
域
活
性
化
に「
イ

ノ
ブ
タ
ダ
ー
ビ
ー
」
を
実
施
、
２
万
人
前
後
の
来
訪
者
が

あ
り
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
日
だ
け

の
一
過
性
と
い
う
こ
と
で
、
年
中
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

す
さ
み
町
は
古
く
か
ら
釣
り
（
主
に
磯
釣
り
）
の
盛
ん

な
町
で
多
く
の
釣
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
24
年
間

共
同
経
営
し
て
き
た
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
か
ら
身
を
引

き
、平
成
５
年
新
た
に
起
業
し
た
の
が
「
体
験
釣
り
事
業
」

で
し
た
。
そ
れ
も
、
従
来
の
釣
り
で
な
く
新
た
な
釣
り
と

し
て
ル
ア
ー
（
疑
似
餌
）
釣
り
や
カ
ジ
キ
釣
り
（
ビ
ル
フ

イ
ッ
シ
ュ
）
体
験
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
船
も
漁
船
で
な
く
小
型
ク
ル
ー

ザ
ー
を
購
入
。
当
時
、
近
隣
の
釣
具
店
に
は
ル
ア
ー
用
品

は
販
売
さ
れ
て
な
く
大
阪
か
ら
の
購
入
で
し
た
。
当
然
、

和
歌
山
県
内
に
ル
ア
ー
船
も
な
く
、
ま
た
、
釣
り
を
す
る

に
あ
た
っ
て
ポ
イ
ン
ト
（
海
底
の
岩
礁
等
）
探
し
が
重
要

で
す
が
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
も
簡
単
に
は
教
え
て
も
ら
え
ず
、

独
学
で
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
余
設
定
と
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
ま

し
た
。

◆◆  

体
験
観
光
漁
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

◆ル
ア
ー
釣
り
は
、
ル
ア
ー
を
海
底
に
沈
め
シ
ャ
ク
リ
上

げ
る
釣
り
方
で
、
エ
サ
も
撒
餌
も
い
ら
ず
、
ヒ
ッ
ト
す
る

と
強
烈
な
引
き
の
体
感
が
あ
り
、
何
と
も
言
え
な
い
醍
醐

味
で
す
。
こ
の
体
感
を
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
！
何
と
か
情
報
発
信
し
た
い
！
当
時
は
パ
ソ
コ

ン
も
な
く
、
唯
一
写
真
を
、
近
畿
圏
内
の
シ
ョ
ッ
プ
50
～

80
店
舗
へ
月
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
発
信
し
続
け
ま
し

た
。
こ
の
体
験
釣
り
を
地
元
漁
業
者
向
け
の
体
験
観
光
漁

業
と
し
て
漁
業
振
興
に
生
か
せ
な
い
か
と
取
り
組
ん
だ
の

が
、
平
成
７
年
の
オ
フ
シ
ョ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
あ
り
、

宿
泊
、
燃
料
、
飲
食
、
物
販
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
ビ

ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
し
た
。

◆◆  

オ
フ
シ
ョ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◆  （
ル
ア
ー
釣
り
大
会
）

エ
サ
も
撒
餌
も
使
わ
な
い
ル
ア
ー
釣
り
。「
そ
ん
な
も

ん
で
魚
が
釣
れ
り
ゃ
、
漁
師
は
苦
労
し
な
い
！
」
と
言
う

漁
業
者
に
当
然
な
が
ら
ル
ア
ー
釣
り
経
験
は
全
く
な
く
、

３
年
間
ル
ア
ー
釣
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
せ
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
の
都
度
漁

協
へ
改
善
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
会
事
業
費
は
、

町
か
ら
マ
リ
ン
４
部
門
（
オ
フ
シ
ョ
ア
、
ビ
ル
フ
ィ
ッ

シ
ュ
、
磯
釣
船
釣
、
海
の
感
謝
祭
）
で
90
万
円
の
補
助
が

あ
り
、
こ
れ
を
元
に
、
パ
ン
フ
チ
ラ
シ
の
作
成
や
、
毎
年

２
月
に
大
阪
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
メ
ー
カ
ー
へ
の
協

賛
依
頼
を
兼
ね
た
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
大
会
時

に
は
、
漁
船
１
隻
あ
た
り
５
～
６
人
乗
船
し
、
５
～
６
万

円
の
チ
ャ
ー
タ
ー
料
を
支
払
い
ま
す
。
通
常
、
大
会
は
15

～
17
隻
で
行
い
、
多
い
と
き
は
30
隻
を
超
え
る
と
き
も
あ

り
ま
す
。
狙
い
は
、
大
会
だ
け
で
な
く
、
通
年
の
体
験
者
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の
増
加
で
す
。
そ
の
成
果
は
顧
客
化
し
、
多
数
の
漁
船
が

出
港
し
て
い
ま
す
。
長
年
、
す
べ
て
実
行
委
員
会
任
せ
で

漁
業
者
は
企
画
運
営
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年

よ
う
や
く
地
元
若
者
漁
業
者
等
か
ら
自
主
運
営
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
20
年
目
に
し
て
初
期
の
目
的
が
達
成

で
き
実
行
委
員
長
の
世
代
交
代
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
交
代
後
の
第
21
回
大
会
で
も
１
９
０
余
人
で
関
西
屈

指
の
大
会
と
な
り
、
マ
グ
ロ
狙
い
！
ア
オ
リ
イ
カ
狙
い
！

等
々
新
た
な
分
野
で
も
着
実
に
成
果
を
上
げ
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆◆  

ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◆  （
カ
ジ
キ
釣
り
大
会
）

オ
フ
シ
ョ
ア
の
狙
い
は
漁
業
振
興
で
す
が
、
ビ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
宿
泊
、
飲
食
、
物
販
、
燃
料
等
地
域
振

興
全
体
が
狙
い
で
す
。
漁
船
で
な
く
オ
ー
ナ
ー
ボ
ー
ト
の

大
会
で
あ
り
、
漁
港
を
占
拠
す
る
の
で
漁
協
の
承
諾
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
交
渉
に
あ
た
っ
て
「
ク
ル
ー
ザ
ー
と
衝

突
で
も
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
抵
抗
も
多
く

苦
労
し
ま
し
た
が
、
何
度
も
の
交
渉
の
末
、
協
力
金
の
支

払
い
等
で
承
諾
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。実
行
委
員
会
に
は
、

漁
協
、
す
さ
み
町
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
宿
泊
関
係
、

運
営
経
験
者
（
大
阪
）、
民
間
有
志
等
に
参
画
い
た
だ
き
、

私
が
委
員
長
に
就
任
。
事
務
局
は
観
光
協
会
で
断
ら
れ
商

工
会
で
落
着
き
ま
し
た
。

狙
い
は
地
域
振
興
で
あ
り
、
１
人
で
も
多
く
参
加
し
や

す
い
運
営
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
県
下
で
も
、
勝
浦
、

串
本
大
会
は
５
～
７
年
前
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
超
大
物
（
３
㍍
、
１
０
０
㌔
級
）
は
度
々
釣
上
が
る

も
の
で
な
く
、
ル
ー
ル
を
少
し
緩
く
し
た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ル
と
正
規
ル
ー
ル
の
２
本
立
て
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
第
３
回
大
会
の
時
、
大
手
協
賛
企
業
か
ら
「
Ｊ
Ｇ

Ｆ
Ａ
の
後
援
を
取
付
け
る
よ
う
」進
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
85
％
は
、
す
さ
み
方
式
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
希

望
の
た
め
、
お
断
り
す
る
と
協
賛
を
す
べ
て
カ
ッ
ト
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
漁
協
理
事
の
一
人
が
「
こ
ん
な
大
会

止
め
さ
せ
て
や
る
！
」
と
い
う
一
幕
も
あ
り
、「
漁
協
の

総
意
な
ら
ば
文
章
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
」「
即
止
め
ま

す
。
但
し
、漁
協
関
連
事
業
（
鰹
ブ
ラ
ン
ド
化
、オ
フ
シ
ョ

ア
、
体
験
漁
業
）
も
一
切
止
め
ま
す
」
と
回
答
す
る
と
、

他
の
理
事
か
ら
「
大
会
は
継
続
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
謝
罪

が
あ
り
、
漁
業
者
と
の
共
存
共
栄
に
成
功
。
試
行
錯
誤
の

20
年
で
あ
り
ま
し
た
。

成
果
と
し
て
は
、
大
会
含
め
、
シ
ー
ズ
ン
（
６
～
９
月

初
）
で
億
を
超
え
る
経
済
効
果
が
あ
り
、
日
本
で
１
～
２

の
大
会
規
模
に
成
長
し
ま
し
た
。

大
会
運
営
は
40
～
50
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
町
職
員
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
摂
南
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
等
全
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
行
政
の
理
解
と
関
係
団
体
の
ご
支

援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆◆  

女
性
ア
オ
リ
イ
カ
釣
大
会
な
ど
も
計
画

◆20
年
間
事
務
局
と
し
て
支
援
頂
い
た
商
工
会
が
職
員
削

減
で
昨
年
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
今
年
は
観
光

協
会
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
常
駐
１
人
の

厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
ル
ア
ー
釣
り
大
会
や
カ
ジ
キ
釣
り
大

会
以
外
、
ミ
ニ
ボ
ー
ト
釣
大
会
、
女
性
ア
オ
リ
イ
カ
釣
大

会
、
磯
釣
船
釣
大
会
、
障
が
い
者
向
け
バ
リ
ア
フ
リ
ー
祭

り
等
々
い
ろ
い
ろ
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
過
疎
・
高
齢
化

の
中
、「
何
と
か
し
な
き
ゃ
！
」
と
日
々
奮
闘
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

13 2016・５月号
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多くの釣り船が係留された港の様子



地域づくり 本編

　

  

第
10
回
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ�

�

　

  

発
祥
地
大
会

鳥
取
県
湯ゆ

梨り

浜は
ま

町ち
ょ
う（

旧
泊
村
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
の
ふ
る
里
公
園
「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」
は
日
本
海
を
見

下
ろ
す
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
全
面
芝
張
り
の
専
用

コ
ー
ス
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
聖
地
と
言
わ
れ
、
年

間
を
通
じ
て
数
多
く
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
全
国

か
ら
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
い
つ
も
は
こ
の
公

園
を
訪
れ
る
方
の
年
齢
層
も
少
し
高
め
で
す
が
、
毎
年
８

月
に
行
わ
れ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥

地
大
会
」
の
日
は
違
い
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
１
日
、
第
10
回
と
な
る
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
の
開
催
日
、
こ
の
公
園
に

は
北
は
東
北
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
１
１
６
人

の
小
学
生
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
結
。
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、「
山
梨
す
ず
ら
ん
チ
ー
ム
」
の
選
手
宣
誓
で
始

ま
っ
た
こ
の
大
会
で
、
子
ど
も
達
は
真
剣
な
眼
差
し
で

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
見
つ
め
、
あ
る
時
は
気
合
を
込
め
て
、

ま
た
あ
る
時
は
慎
重
に
ク
ラ
ブ
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
た
子
ど
も
は
嬉
し
そ
う
に
笑
顔

を
見
せ
、
打
ち
損
じ
て
し
ま
っ
た
子
は
く
や
し
そ
う
に
肩

を
落
と
す
。
こ
の
日
、
子
ど
も
達
は
全
国
の
友
達
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◆◆  
湯
梨
浜
町
か
ら
生
ま
れ
た

◆  
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

昭
和
52
年
、
湯
梨
浜
町
の
泊
地
域
（
旧
泊
村
）
で
は
、

総
人
口
の
２
割
以
上
が
60
歳
を
超
え
る
実
情
に
合
わ
せ

て
、
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

と
い
う
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
設
立
さ
れ
た
専
門
委

員
会
は
、
た
ま
た
ま
大
学
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
描
い
た
白

線
の
輪
を
狙
っ
て
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
て

い
る
様
子
を
ヒ
ン
ト
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
開
発
に

着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
10
月
に
、
用
具
や
ル
ー
ル
な

ど
が
ほ
ぼ
完
成
。
翌
年
に
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
全
国
報

道
を
受
け
て
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
簡
単
、
高
度
な
技
術
は
不
要
。
全
力
を
出
す

場
面
と
集
中
力
や
調
整
力
を
発
揮
す
る
場
面
が
う
ま
く
組

み
合
わ
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
瞬
く
間

に
普
及
し
て
３
０
０
万
人
以
上
の
方
が
楽
し
む
国
民
的
な

ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆
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◆◆  

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
子
ど
も
達
に

◆全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
、
体
育
の
授
業
や
国
体
の
公
開
競
技
に
採
用
さ
れ
る
一

方
で
、愛
好
者
の
高
齢
化
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
や
各
都
道

府
県
協
会
は
、
世
代
間
交
流
大
会
や
活
動
の
助
成
な
ど
で

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成
や
普
及
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
も
、

も
と
も
と
は
鳥
取
県
内
の
世
代
間
交
流
大
会
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
の
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
楽
し
い
」「
い
ろ
ん
な
友
達
と
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
声
に
後
押
し
さ
れ
、
全

国
か
ら
参
加
者
を
募
る
大
会
に
発
展
し
た
の
で
す
。

な
る
べ
く
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
に
は
旅
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
会
後
の
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
小
学

生
が
楽
し
め
る
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
大
会
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆◆  

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
で

◆  

発
祥
の
地
を
感
じ
る

例
え
ば
、
毎
年
、
大
会
の
翌
日
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
サ
ザ
エ
採
り
」と「
船
上
魚
釣
り
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
サ
ザ
エ
採
り
で
は
、
海
岸
に
撒
い
た
１
７
０
㌔

の
サ
ザ
エ
を
子
ど
も
が
海
に
潜
っ
て
採
り
ま
し
た
。
会
場

で
は
サ
ザ
エ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
行
い
、
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ

焼
き
を
初
め
て
食
べ
た
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。「
毎

年
、
こ
こ
で
泳
ぐ
の
が
私
た
ち
の
海
開
き
」
と
東
北
か
ら

参
加
し
た
子
ど
も
が
言

い
ま
し
た
。

船
上
魚
釣
り
で
は
、

初
め
て
乗
る
船
に
み
ん

な
興
奮
気
味
で
し
た
。

途
中
、
船
酔
い
で
気
分

が
悪
く
な
っ
た
子
ど
も

も
い
ま
し
た
が
、
み
ん

な
港
に
戻
っ
て
か
ら
も

堤
防
で
釣
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト

も
、
毎
年
、
子
ど
も
達

が
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
地
元
の
漁
協

や
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

サ
ザ
エ
採
り
会
場
の
小
浜
海
岸
で
は
イ
ベ
ン
ト
前
に
住

民
が
海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。
船
上
魚
釣
り
に
船

を
出
す
漁
師
さ
ん
は
、
よ
く
釣
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
下
調
べ

を
し
て
い
ま
す
。
子
た
ち
に
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
を
肌
で
感

じ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
地
元
住
民
の
思
い
で
、
イ
ベ
ン
ト

は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
世
界
へ

◆こ
の
地
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
に
親
し
ま
れ
る
た
め
に
は
子
ど
も
達
に
プ
レ
ー
し
て
も

ら
う
の
が
一
番
で
す
が
、
私
た
ち
が
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
普

及
を
目
指
す
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
は
審
判
が
い
ま
せ

ん
。
審
判
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
自
身
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
へ

の
普
及
促
進
に
は
、
子
ど
も
達
に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行
動

す
る
習
慣
や
、
プ
レ
ー
す
る
仲
間
を
大
切
に
す
る
心
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
、
２
０
２
１
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
翌
年
に
関
西
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
・
マ
ス

タ
ー
ズ
・
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」
で

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
世
界
大
会
開
催
を
目
指
す
と
と

も
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
国
際
化
に
努
め
て
い
ま

す
。子

ど
も
達
が
こ
こ
で
楽
し
ん
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
世
界
中
で
多
く
の
国
の
人
と
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
っ
て

く
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
町
の
思
い
出
と
と
も
に
国
際

化
の
一
翼
を
担
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
大
会
に
携
わ
る
み
ん

な
の
夢
で
す
。
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常
陸
太
田
市
と
折
橋
町

常
陸
太
田
市
は
、
茨
城
県
の
北
東
部
に

あ
っ
て
県
都
水
戸
か
ら
20
㌔
、
東
京
か
ら

１
２
０
㌔
圏
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
金
砂
郷
町
、
水
府
村
、
里

美
村
を
編
入
し
て
、
県
内
最
大
の
自
治
体

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人
口
は

５
万
１
７
４
９
人
（
平
成
28
年
３
月
１
日

現
在
）
で
、高
齢
者
率
が
約
32
％
と
高
く
、

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
地
域

で
す
。
折
橋
町
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
さ

ら
に
北
へ
25
㌔
の
地
点
に
位
置
す
る
原
風

景
の
残
る
里
美
地
区
（
旧
里
美
村
）
の
集

落
の
一
つ
で
す
。

折
橋
芸
（
能
・
農
）
部
と�

�

こ
れ
ま
で
の
活
動

折
橋
芸
（
能
・
農
）
部
は
、
過
疎
化
や

高
齢
化
が
進
み
、
元
気
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
里
美
地
区
に
危
機
感
を
持
ち
、
地
域

を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
平
成

10
年
に
折
橋
町
の
有
志
11
人
で
立
ち
上
げ

た
任
意
団
体
で
す
。

能
（
民
舞
）
を
習
い
、
地
域
の
敬
老
会

で
披
露
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
で
は

遊
休
地
を
借
り
上
げ
、
蕎
麦
や
小
麦
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
蕎
麦
を
年
越

し
蕎
麦
と
し
て
折
橋
町
宿
上
地
区
34
戸
に

無
料
配
布
す
る
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
里
美
地

区
内
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

活
動
が
地
区
外
へ
と
踏
み
出
す
転
機
と

な
っ
た
の
が
、
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
被
災
し
た
子

供
た
ち
を
元
気
付
け
よ
う
と
、
同
年
７
月

に
気
仙
沼
市
内
の
保
育
所
へ
カ
ブ
ト
虫

１
千
匹
を
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け
た
こ
と
が
、

そ
の
第
一
歩
で
し
た
。
今
で
も
こ
の
活
動

は
続
い
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
も
な
く
、
過
ご
し
易
い
気

候
と
自
然
が
沢
山
残
っ
て
い
る
里
美
地

区
。
カ
ブ
ト
虫
の
活
動
を
通
し
て
改
め
て

気
づ
い
た
こ
の
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
お
う
、
そ
し
て
、
沢
山
の
人

に
来
て
も
ら
お
う
と
い
う
思
い
で
、
交
流

施
設
「
カ
ブ
ト
虫
の
里
」
を
平
成
24
年
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
た
な
地
域
活
性
化
計
画
の
始
動

「
カ
ブ
ト
虫
の
里
」
の
運
営
は
、
開
園

期
間
が
夏
季
の
１
カ
月
と
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
の
交
流

人
口
の
拡
大
に
は
な
か
な
か
繋
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
「
移
住
・
定

住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
」
の
話
を
聞
き
、

そ
こ
で
50
年
前
に
廃
業
し
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
残
っ
て
い
た
折
橋
地
区
に
残
る
、
地

区
文
化
財
の
酒
蔵
「
金
波
寒
月
」
を
活
用

し
て
、
通
年
で
利
用
で
き
る
交
流
推
進
拠

点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
６
月
、
移
住
・
定
住
・
交
流

推
進
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と

賑
わ
い
づ
く
り

事
業
採
択
後
直
ぐ
に
、
事
業
主
体
で
あ

る
折
橋
芸
（
能
・
農
）
部
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
と
し
た
「
折
橋
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。酒
蔵
が
あ
る
折
橋
町
の
住
民
の
ほ
か
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
改
修
作
業
を
行
う

過
程
で
里
美
地
区
外
か
ら
の
一
般
参
加
者

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
委
員
と
し
て

加
入
し
た
結
果
、
委
員
数
は
最
初
の
折
橋

芸
（
能
・
農
）
部
11
人
か
ら
、
最
終
的
に

は
40
人
を
数
え
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
文
化
財
の
酒
蔵
を
活
用
し
て
交
流
拠
点
整
備

―
地
域
外
の
人
も
含
め
た
新
し
い
形
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
集
う
場
―

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

折
橋
芸（
能
・
農
）部（
折
橋
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
）

菊
池
　
竹
一

　
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　
今
回
、
平
成
27
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
茨
城
県
常
陸
太
田
市
の
取
り
組
み
を

折
橋
芸
（
能
・
農
）
部
（
折
橋
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
）
菊
池
竹

一
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

2016・５月号地域づくり 本編
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折
橋
地
域
だ
け
で
な
く
、
里
美
地
区
内
の

住
民
や
酒
蔵
を
発
端
と
し
て
里
美
地
区
の

フ
ァ
ン
と
な
っ
た
地
域
外
住
民
の
結
束
力

が
高
ま
り
、
柔
軟
に
地
域
内
外
の
人
を
受

け
入
れ
て
い
く
と
い
う
、
新
し
い
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
改
修
作
業
や
前
夜

祭
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
そ
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
後
の
酒
蔵
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
等
全
て
の
活
動
を
盛
況
に
行
う

こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
の
広
が
り
は
、
折
橋
地
域
の

住
民
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な
り
、
少

子
高
齢
化
で
寂
し
い
雰
囲
気
の
ぬ
ぐ
え
な

か
っ
た
同
地
域
に
と
っ
て
再
び
地
域
の
賑

わ
い
を
自
分
た
ち
の
力
で
取
り
戻
す
確
か

な
一
歩
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る�

�

経
済
活
動
創
出

酒
蔵
の
改
修
作
業
に
併
せ
て
、「
カ
ブ

ト
虫
の
里
の
散
策
・
整
備
」「
蔵
周
辺
の

森
林
で
の
き
の
こ

狩
り
」
を
地
域
外
か

ら
の
参
加
者
に
体
験

し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー

を
同
時
開
催
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
体
験

活
動
を
通
し
、
参
加

者
は
酒
蔵
周
辺
の
自

然
環
境
や
折
橋
地
域

の
魅
力
に
つ
い
て
も

広
い
視
点
で
捉
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
外
か
ら
の
参
加
者
と
共
に
こ
う

し
た
総
合
的
な
体
験
活
動
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
経
済
活
動
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
検

証
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
年
度
に
向
け
て

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
季
節
に
合
わ
せ
た

体
験
活
動
や
２
千
坪
あ
る
敷
地
内
を
流
れ

る
天
竜
川
（
里
川
の
支
流
）
を
活
用
し
た

体
験
活
動
等
多
く
の
案
が
出
さ
れ
、
深
い

議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
住
民
の
雇
用
の
創
出
も

こ
れ
ま
で
の
里
美
地
区
は
、
地
域
住
民

の
み
で
構
成
さ
れ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
回
の
事
業
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
委
員
40
人
中

25
人
が
折
橋
町
外
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
地
域
外
の
人
を
含
め
た
新
し

い
形
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
集
う

場
と
し
て
酒
蔵
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
場
所
に
関
わ
る
地
域
内

外
の
人
々
の
発
想
に
よ
り
、
様
々
な
形
で

酒
蔵
を
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
な
態
勢
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、酒
蔵
オ
ー
プ
ン
直
後
に
開
催
し
た「
お

笑
い
イ
ベ
ン
ト
」
や
旅
行
会
社
主
催
の
ツ

ア
ー
行
程
の
一
部
に
酒
蔵
見
学
を
受
け
入

れ
る
等
の
取
り
組
み
に
表
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
酒
蔵
「
金
波
寒
月
」
を
定
期
的
に
開
放

し
、
地
域
住
民
や
一
般
の
人
が
気
軽
に
集

ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
さ
ら
に
は
、

芸
術
作
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
よ
り

多
く
の
人
が
使
い
や
す
い
交
流
施
設
を
目

指
し
、
利
用
規
約
の
制
定
な
ど
の
話
し
合

い
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

同
じ
敷
地
内
に
あ
る
母
屋
の
整
備
・
利
活

用
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
簡
易
宿
泊
業

な
ど
の
許
可
を
取
り
な
が
ら
宿
泊
を
伴
っ

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
な
ど
も

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
場
所
の
維
持

管
理
費
を
捻
出
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
住
民
の
雇
用
の
創
出
、
そ
し

て
最
終
目
標
と
し
て
の
人
の
定
住
化
に

し
っ
か
り
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
の
行
動
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
回
の
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
や
る
気
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
地
域
内
外

の
40
人
に
よ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
今
後
さ
ら
な
る
広
が
り
を
見
せ
な
が

ら
、
既
存
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り

強
化
す
る
役
割
を
担
う
で
し
ょ
う
。

改修作業ワークショップ集合写真

寒月ワークショップ
10月きのこ狩りツアー

第一回ワークショップ住民説明会

改修作業ワークショップ

改修後酒蔵入口

2016・５月号 地域づくり 本編
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山
形
県
上
山
市
…�

�

上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
の
取
り
組
み

ク
ア
オ
ル
ト
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
療

養
地
・
健
康
保
養
地
」
と
い
う
意
味
を
示

す
。
ド
イ
ツ
で
は
、温
泉(

泥)

・
海
・
気
候
・

ク
ナ
イ
プ
式
と
い
う
４
つ
の
自
然
の
療
養

要
因
で
病
気
を
治
癒
・
緩
和
・
予
防
す
る

も
の
と
さ
れ
、
単
に
病
気
を
治
す
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、「
心
の
保
養
」
も
含
め

た
療
養
地
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

※
ク
ナ
イ
プ
式
…
水
療
法
・
運
動
療
法
・
食

餌
療
法
・
植
物
療
法
・
秩
序
療
法
の
５
本
の

柱
か
ら
な
り
、
自
然
の
力
を
利
用
し
て
、
自

ら
の
治
癒
力
を
高
め
る
治
療
法

日
本
型
の
ク
ア
オ
ル
ト
は
、
日
本
の
風

土
、
湯
治
な
ど
の
伝
統
文
化
に
適
合
し
、

様
々
な
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
医
科

学
的
な
裏
付
け
を
持
つ
健
康
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
質
の
高
い
滞
在
型
健

康
保
養
地
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

山
形
県
上
山
市
は
、
開
湯
５
５
８
年
を

誇
る
か
み
の
や
ま
温
泉
が
あ
り
、
平
成
25

年
に
「
上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
」

を
策
定
し
、
町
を
あ
げ
た
滞
在
型
健
康
保

養
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
は
「
心

と
体
が
う
る
お
う
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と

し
、
健
康
、
観
光
、
環
境
を
柱
に
据
え
、

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
市
民
の

健
康
増
進
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

上
山
市
に
は
日
本
で
初
め
て
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
大
学
（
ド
イ
ツ
）
か
ら
気
候
性
地
形
療

法
の
一
定
条
件
を
満
た
し
、
認
定
を
受
け

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
市
内
５
カ

所
・
８
コ
ー
ス
あ
り
、
い
つ
で
も
誰
で
も

自
由
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
特
徴
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
治
療
と
し
て

用
い
ら
れ
る
気
候
性
地
形
療
法
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、

少
し
肌
寒
い
服
装
を
し
て
体
表
面
温
度
を

下
げ
、
汗
を
発
散
さ
せ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
道
中
の

水
道
で
腕
を
冷
や
す
等
、
体
表
面
温
度
を

下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常

の
運
動
よ
り
も
心
拍
数
が

上
が
り
す
ぎ
る
こ
と
を
防

ぎ
、
心
臓
へ
の
負
荷
を
減
ら

す
と
い
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

法
で
あ
る
。

実
際
に
体
験
し
て
み
る

と
、
参
加
者
同
士
楽
し
く
会

話
し
な
が
ら
山
道
を
歩
き
、

道
中
の
草
木
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
心
理
的
な
安

ら
ぎ
も
得
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。
こ
の
心
理
的
な
安

ら
ぎ
も
気
候
性
地
形
療
法

の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
上
山
市
が
ク
ア
オ

ル
ト
事
業
を
始
め
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
、
参
加
す
る
こ

と
で
仲
間
が
で
き
、
様
々
な
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

方
も
い
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
単
に
健
康

促
進
事
業
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
ま
れ
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。一

方
、
健
康
食
に
よ
く
み
ら
れ
る
質
素

だ
と
か
美
味
し
く
な
い
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
、
味
や
栄
養

面
だ
け
で
な
く
彩
り
を
重
視
し
、
目
で
見

て
心
理
的
に
も
安
ら
ぐ
健
康
食
と
し
て
、

ク
ア
オ
ル
ト
弁
当
（
市
内
４
カ
所
）・
ク

ア
オ
ル
ト
膳
（
市
内
７
カ
所
）
が
開
発
さ

れ
て
い
る
。食
材
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

近年、その地域ならではの特別な体験ができる旅行が求められており、地域の自然・歴史文化等の資源を活かした新
しい形態である「ニューツーリズム」が各地で取り組まれている。
今回、我々はこの「ニューツーリズム」の中でも健康の回復・増進を図ることを目的とした「ヘルスツーリズム」に

着目した。ヘルスツーリズムとは、そこにある自然や温泉、また身体に優しい食事などによる、心身の癒しで健康の回復・
増進・保持するという新しい観光形態である。
ヘルスツーリズムが行政・民間企業等でどのように取り組まれているか、山形県上山市と鹿児島県指宿市の２つの自

治体を訪れ調査した。

―温泉や食事で心身の回復・増進を図る新しい観光形態―
山形県上山市と鹿児島県指宿市の取り組み

地域資源を活かしたヘルスツーリズム 国
内
調
査
報
告
　�

山
形
県
上
山
市
、
鹿
児
島
県
指
宿
市

クアオルト健康ウォーキングの様子
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単
に
地
産
地
消
の
促
進
だ
け
で
な
く
、
旬

の
も
の
を
旬
の
う
ち
に
消
費
す
る
「
旬
産

旬
消
」の
促
進
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
指
宿
市
…�

�

「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

指
宿
市
は
、
平
成
24
年
か
ら
市
民
が
健

や
か
で
幸
せ
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
お
り
、
平
成
25
年
に
は
鹿

児
島
県
に
よ
る
「
指
宿
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
会
」
で

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

可
能
性
検
討
や
、「
指
宿
市
観

光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。

美
に
着
目
し
た
『
砂
む
し
だ

け
じ
ゃ
な
い
！
「
美
来
型
湯

治
場
」
い
ぶ
す
き
』
を
テ
ー

マ
に
地
域
資
源
を
活
か
し
た

新
た
な
指
宿
市
の
魅
力
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。
今
回

は
、
指
宿
市
内
で
健
康
、
商

業
等
で
魅
力
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
指
宿
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
」、「
砂
む
し
会
館
『
砂
楽
』」

等
の
視
察
を
行
っ
た
。

指
宿
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
は
、

約
10
年
前
か
ら
温
泉
を
活
用

し
た
健
康
づ
く
り
「
Ｉ
Ｔ
湯

治
」
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
平
成
26
年

か
ら
女
性
向
け
の
本
格
的
な

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と

し
て
、「
タ
ラ
ソ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」

と
い
う
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
指
宿
市
内
で

の
観
光
や
食
事
、
体
験
活
動
（
砂
む
し
温

泉
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ガ
な

ど
）
を
実
施
し
た
前
後
の
ス
ト
レ
ス
数
値

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
指
宿
市
内
で
の
活

動
が
健
康
や
癒
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
数
値
で
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
指

宿
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
は
、
労
働
安
全
衛
生

法
の
改
正
に
よ
る
企
業
内
で
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
を
踏
ま
え
、
今
後
は
企

業
向
け
の
タ
ラ
ソ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
と
受
け
入
れ
も
展
開
す
る
予
定

で
あ
る
。

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
は
、
約
３
０
０

年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
砂
む
し
湯
治
に

つ
い
て
、
実
は
医
学
的
根
拠
が
確
立
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
大
学

医
学
部
と
連
携
調
査
を
進
め
、
砂
む
し
に

入
る
と
血
中
の
乳
酸
等
の
値
が
下
が
る
こ

と
や
、
血
液
循
環
を
促
進
す
る
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
を
数
値
的
に
証
明

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
付
加
価
値
の

創
出
と
他
の
温
泉
観
光
地
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
温
泉
の
持
つ
保
健

的
機
能
を
引
き
出
す
知
識
、
技
術
の
習
得

に
よ
り
健
康
づ
く
り
を
適
切
に
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
よ
う
職
員
育
成
に
も
注
力
し
て

い
る
。

ま
と
め

２
市
の
取
り
組
み
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
り
、
上
山
市
は
行
政
が
地
域
活
動

を
促
す
受
け
皿
を
用
意
し
て
、
地
域
住
民

を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
市
施
策
の
新
し
い

形
を
目
指
し
て
い
る
と
言
え
、
指
宿
市
は

企
業
や
地
域
住
民
か
ら
出
て
き
た
発
想
や

活
動
を
行
政
が
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
、
連

携
す
る
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の
地
域
の
魅
力
を

掘
り
起
こ
す
た
め
に
必
要
な
要
素
や
理

念
、
ま
た
今
後
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

●

�

安
樂
良
太
、
中
野
永
吉

�

三
ツ
井
卓
也
、
岩
崎
亨

「さくら亭」のクアオルト膳

砂むし会館「砂楽」での砂むし湯治

指宿ロイヤルホテルでの「タラソビューティ」
（リラックス度測定）
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日
本
橋
に
開
設

３
月
７
日
、
長
崎
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
日
本
橋 

長
崎
館
」
が
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
日
本

橋
は
江
戸
時
代
か
ら
文
化
・
経
済
・
商
業

の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
も
な
お
大
規
模
商
業
施
設
の
再

開
発
が
進
む
な
ど
、
更
な
る
発
展
が
期
待

で
き
る
地
域
で
す
。
特
に
、
江
戸
時
代
、

日
本
橋
に
は
「
長
崎
屋
」
と
い
う
薬
種
問

屋
が
あ
り
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
や

シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
が
江
戸
参
府
の
際
、
定

宿
に
し
て
い
た
歴
史
が
あ
り
、
長
崎
県
に

と
っ
て
は
非
常
に
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
崎
県

の
情
報
発
信
拠
点
施
設
を
開
設
す
る
地
域

と
し
て
は
、
絶
好
の
場
所
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
本
橋
か
ら
「
首
都

圏
と
長
崎
県
と
の
人
・
物
・
情
報
の
交
流

を
活
発
化
す
る
こ
と
で
地
域
を
元
気
に
す

る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
長
崎
県
の
情

報
発
信
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成

【
観
光
案
内
ゾ
ー
ン
】

「
旅
の
案
内
人
」
が
、
定
番
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
か
ら
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
隠
れ

た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
丁
寧
に
案
内
し
ま

す
。
ま
た
、
県
内
各
エ
リ
ア
の
観
光
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
多
数
揃
え
て
お
り
ま
す

の
で
長
崎
の
最
新
情
報
を
こ
こ
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
物
販
ゾ
ー
ン
】

長
崎
県
は
島
が
多
い
県
で
す
。
中
央
に

配
置
し
た
「
船
型
什
器
」
の
周
り
に
島
に

見
立
て
た
什
器
を
据
え
商
品
を
陳
列
し
て

お
り
、
お
客
様
に
船
に
乗
っ
て
島
々
を
回

遊
し
て
い
た
だ
く
イ
メ
ー
ジ
で
買
い
物
を

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
カ
ス
テ
ラ
や
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
な
ど
の
定
番
商
品
か
ら
、
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
商
品
や
隠
れ
た
逸

品
な
ど
、首
都
圏
で
は「
日
本
橋 

長
崎
館
」

で
し
か
お
求
め
い
た
だ
け
な
い
商
品
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
、「
食
と
暮
ら
し
の
案

内
人
」
が
、
商
品
開
発
に
至
っ
た
歴
史
的

背
景
を
含
め
商
品
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
丁

寧
に
紹
介
す
る
こ
と
で
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
】

長
崎
県
内
の
市
町
や
生
産
団
体
、
企
業

に
よ
る
観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
や
実
演
販
売
な

ど
を
行
い
、
長
崎
県
の
魅
力
の
数
々
を
お

客
様
に
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、軽
飲
食
ゾ
ー

ン
と
連
動
し
た
企
画
も
予
定
し
て
お
り
、

変
化
と
賑
わ
い
の
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

【
軽
飲
食
ゾ
ー
ン
】

長
崎
県
自
慢
の
お
菓
子
や
お
茶
、
お
酒

な
ど
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
麦
焼
酎
発

祥
の
地
で
あ
る
壱
岐
の
「
壱
岐
焼
酎
」
な

ど
長
崎
自
慢
の
お
酒
の
飲
み
比
べ
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
食
器
は
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
波
佐
見
焼（
は

さ
み
や
き
）」
や
「
三
川
内
焼
（
み
か
わ

ち
や
き
）」
な
ど
を
使
用
し
、
お
客
様
に

ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
橋 

長
崎
館
」
へ
は
、
東
京
メ
ト

ロ
日
本
橋
駅
か
ら
徒
歩
１
分
、
三
越
前
駅

か
ら
徒
歩
３
分
と
ア
ク
セ
ス
も
抜
群
で
す

の
で
、
皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

―
首
都
圏
に
お
け
る
長
崎
県
の
情
報
発
信
拠
点
―

「
日
本
橋 

長
崎
館
」
が
オ
ー
プ
ン

山
本　

政
隆

「
日
本
橋 

長
崎
館
」
店
長

2016・5月号

店長自ら「食と暮らしの案内人」として店内を案内している様子

「日本橋　長崎館」外観
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平成28年度地方成功人材のマッチングによる
土日集中セミナーのお知らせ

地方創生実践塾のお知らせ

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

【日　　程】平成28年６月 11日（土）13:00 ～ 18:00 / 12 日（日）9:00 ～ 13:00（予定）
【会　　場】地域活性化センター大会議室（東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階）
【講　　師】加形拓也氏（株式会社電通）、岡田健一氏（株式会社電通）
【定　　員】30名
【対 象 者】 地域活性化に取り組んでいる方、勉強したい方、興味がある方（行政職員、地域おこし協力隊、企業職員、学生など）
【参 加 費】賛助会費をお支払いください。
 １回分：一般（C会員）：25,000 円、大学生（S会員）：10,000 円

 ３回分（B会員）：60,000 円、６回分（A会員）：90,000 円（複数人での使用も可能です）

 ※開催地までの往復交通費、宿泊費、交流会費、飲食代などは別途参加者負担となります。

【申込方法】FAX(03-5202-0755)、E-mail（creative@jcrd.jp）
 または、ホームページの申込フォーム

【問合せ先】クリエイティブ事業室 (TEL：03-5202-6134)
 ※ 詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.jcrd.jp/

※第１回「志を共有する、新しい多様な資金獲得～具体的な手法から目的実現までの道すじをまなぶ～（5/14～ 5/15）」も

参加申込み受付中です。「ふるさと納税」や「クラウドファンディング」「ファンドレイジング」などについて、基礎から実践

的な手段まで多様な講師陣から学んでいきます。是非ご参加ください。

【講　　師】林 弘樹氏 （ものがたり法人 FireWorks 代表取締役、映画監督）

　　　　　 栗山 宗大氏 （ものがたり法人 FireWorks 取締役、脚本家）　ほか

【開催日程】平成28年６月３日（金）13:00 ～５日（日）12:00

【会　　場】梅御殿（静岡県三島市一番町19-3）※三島市立公園楽寿園内

【定　　員】40名（先着順、定員に達し次第締め切ります）

【申込方法】FAX（03-5202-0755）、E-mail（chiiki@jcrd.jp）

 または、ホームページの申込フォーム

【問合せ先】地域支援総務課（TEL：03-5202-6136）

 ※詳しくはホームページをご覧ください。http://www.jcrd.jp/

通
信

セ
ン
タ
ー

第２回「RESAS・ビッグデータを使いこなそう！！
DMO時代の観光マーケティング実践力強化講座」

◆第１回　「住民の手で映画を作った三島市
～地域の未来をつくるまちづくり人材の発掘と育成～」【静岡県三島市】

　このセミナーでは、多くの業界で注目されている「体験」価値の創出と、ＲＥＳＡＳ（リーサ
ス）等のいわゆるビッグデータの活用を、一体的に駆使する実践力を養います。変化する社会環
境や大量の情報に振り回されないためには？取得したデータをどのように「観光振興」に活かすべきか？多くの業界の
マーケティング業務に携わってきた講師と一緒に考え、現場に活きるプロのノウハウを学びましょう。

　映画『惑う～After the Rain ～』。この映画は、静岡県三島市の「みしまびとプロジェクト」によって制作されました。
このプロジェクトは、市民が出演者という形のみならず、裏方や場所の提供、寄付などの様々な方法で映画作りに携わ
ることにより、まちづくりに参画する市民の輪を広げるプロジェクトです。今回の実践塾では、主任講師の「ものがた
り法人 FireWorks」と一緒に、1日映画作りやロケハン等を行います。映画づくりでまちづくり人材の発掘と育成に成
功した実践例から “ふるさとの未来をつくるひとをつくる”まちづくりについて学びます！
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ものがたり法人　FireWorks
代表取締役　林　弘樹　氏

ものがたり法人　FireWorks
取締役　栗山　宗大　氏

QRコード

地方創生実践塾
in 静岡県三島市



地域づくり 本編 2016・５月号 22

　平成 28 年３月８日（火）に首相官邸にて、「平成 27 年度ふるさとづくり大賞」及び「第 20 回ふるさとイベント大
賞」の内閣総理大臣賞 表彰式が開催され、安倍晋三内閣総理大臣から受賞者の小原 ECO プロジェクト（ふるさとづ
くり大賞・福井県勝山市）、桜流鏑馬実行委員会（ふるさとイベント大賞・青森県十和田市）に表彰状と記念楯が授
与されました。

平成 27年度ふるさとづくり大賞
小原ECOプロジェクト（福井県勝山市）

小原ECOプロジェクトへの表彰状授与

第 20回ふるさとイベント大賞
桜流鏑馬実行委員会（青森県十和田市）

桜流鏑馬実行委員会への表彰状授与

第20回ふるさとイベント大賞　受賞者挨拶

平成27年度ふるさとづくり大賞　受賞者挨拶

〈桜流鏑馬実行委員会 プロ級選手・流鏑馬インストラクター 上村鮎子 氏〉
　女性のみの参加というルールをはじめ、全国でも類を
みないイベントの挑戦に対し、この賞を頂いたことは私
たちにとって大きな自信になり、また、多くの協力によ
りここまでくることができたと、感極まっております。
　この賞に恥じぬように、1000 年もの間受け継がれた
流鏑馬の所作・作法と向き合い、新たな馬文化、女性が
支える馬文化を「桜流鏑馬」の振興に努めながら、今後
も発展していこうと思います。

〈小原 ECO プロジェクト 代表 國吉一實 氏〉
　私たちの活動への最高の賞をいただき、誠に光栄で
す。ありがとうございます。
　「私たち地域の存続意義とは何か？」を問いかけつつ、
これからも直面する限界集落、地域管理といった諸課
題に正面から向き合い、小原集落の５０年先、１００
年先の未来へつなげる活動を展開していく所存です。
　これからもご指導ご支援を賜りたく存じます。

平成27年度ふるさとづくり大賞・第20回ふるさとイベント大賞
内閣総理大臣賞表彰式の開催



京都府
京田辺市

23 2016・５月号 地域づくり 本編

第20回
ふるさとイベント大賞

平成27年開催DATA

次回
開催日程

■開　 催 　日：平成29年3月25日(土)
■開 催 場 所：キララ商店街（近鉄新田辺駅東地域）一帯
■問い合わせ先：・団体名　キララ商店街事業協同組合
 ・ 住　所　〒610-1361　京都府京田辺市 

河原食田10-70
 ・電話番号　0774-63-5267
 ・ＵＲＬ　http://www.kiraramall.jp

評価のポイント

主催者メッセージ

「イスが壊れるか、おのれが壊れるか」。そんな
ユニークで過酷なレースが京都府京田辺市の「キ
ララ商店街」で毎年行われています。2時間の間に
キャスター付き事務椅子に乗り、1周約180メート
ルの商店街の特設コースを何周できたかを競う耐
久レース「いす－1GP」。　
全国初のイベントを開催することで、子どもた
ちが生まれ育ったまちや商店街を自慢し、誇りに
思えるようにという地域の店主たちの熱い思いか
ら誕生しました。
イスに座ったまま地面を蹴って進むという一見
簡単そうなレースですが、途中、タイヤがとれたり、
背もたれも壊れ、最後には足の根元から折れてし
まうほどの過酷さで、1チーム3人が交代しながら、
限界に挑みます。
郊外型店舗の増加により、商店街の衰退が全国
的な課題となる中で、賑わいを取り戻す商店街の
活性化の起爆剤として、京田辺市発祥の「いす－
1GP」は先駆的な取り組みとして全国各地の商店
街へ、また世界へも広がる一大イベントです。

いす -1
わんぐらんぷり

GP『キララ
2時間I

い す

SU耐久レース』

キララ商店街事業協同組合
理事長

田原 剛さん

　毎年全国各地から脚力自慢の
強者や、地元や会社の期待を背
負ったチームや色とりどりの仮
装を施したチームなど、楽しみ
ながら熱い思いをもって、商店
街を舞台に激しくも華やかな
レースを繰り広げます。
　参加したい方も、応援の方も、
ぜひ一度、全国各地そして世界
にも広がる「いす-1GP」の聖地、
京都府京田辺市のキララ商店街
までお越し下さい。

● シャッターが目立つ商店街の活性化を図るため、全国初のイベン
トを開催しようと店主らが事務椅子レースを発案し、そのユニー
クさから全国各地の商店街でも開催されるようになっている。
● テレビや新聞など「いすー１GP」発祥の地としてのPR効果、
市外から訪れる選手・観客による経済効果も大きく、賑わいを
取り戻す大きな刺激策となっている。
● 商店街の若手店主や従業員のほか、市内に立地する大学の学生
等も参加し、自ら考え自主的に行動をおこす組織を結成し運営
に当たっている。

※H27.12末現在の住民基本台帳人口

約4,000人観客数

キララ商店街（近鉄新田辺駅東地域）一帯開催場所

平成27年3月28日(土)開催日

6回開催回数

キララ商店街事業協同組合主催団体

67,377人自治体人口

京都府京田辺市自治体名

キララ商店街事業協同組合
理事長



山口県
下関市

242016・５月号地域づくり 本編

第20回
ふるさとイベント大賞

平成27年開催DATA

次回
開催日程

主催者メッセージ

■開　 催 　日：平成28年6月7日(火) ～22日(水)
■開 催 場 所： 木屋川(こやがわ) 
■問い合わせ先：・ 団体名　ホタル舟実行委員会（豊田町観光協会）
 ・ 住　所　〒750-0441　山口県下関市 

豊田町中村876-4
 ・電話番号　083-766-0031
 ・ ＵＲＬ　http://www.city.shimonoseki.yama

guchi.jp/kanko/

「日本初のホタル舟」はその名のとおり、日
本で初めて船上からホタルを観賞する試みと
して地元有志を中心に運行を開始しました。
平成3年の就航から平成27年で25回目を数
え、歴史あるイベントへと成長してきました。
当地域は、全国的にも有数のホタル観賞地
であり、5月下旬から7月上旬にかけて場所を
変えながら全地域で観賞することができま
す。シーズン中には、平日の夜間にもかかわ
らず、県内外から「ホタル案内所」に観賞客
が訪れ観賞地へご案内をしています。豊田の
風物詩「ゲンジボタル」を観賞された後は、
遠い昔を回想しているようなお客様の表情が
印象的です。
闇夜の中、川の流れに身をまかせると、淡

く輝くホタルの光が数万の輝きとなり、水面
に漂う光と相まって舟を覆いつくします。しば
し日常を忘れ、神秘の世界をご堪能ください。

日本初のホタル舟
ぶ ね

ホタル舟実行委員会
広報担当

伊藤 孝之さん

　儚い命はまるで桜のよう・・・。
　人々の心を癒す自然界の宝物。
　数万匹のホタルのトンネルを
抜けると、そこに待っているも
のとは・・・？
　満足度１００％を誇る幻想的
な世界へ！
　皆様も忘れかけていた“大切
なもの”を取り戻しにいらっ
しゃいませんか！？

● 船上からホタルを鑑賞する独創的な催しとして平成３年から実
施されている。小学生の体験学習の受け入れなども行い、ホタ
ルについての学習だけでなく、ホタル舟の清掃なども行い、ホ
タルを大切にする下関市民の想いについて学んでいる。
● 地域の認知度アップに貢献しているほか、道の駅「蛍街道西ノ市」
や「豊田ホタルの里ミュージアム」などとの相乗効果もあり、交
流人口の増加に伴う経済、観光など多様な面から波及効果がある。
● 商工会青年部を中心とした地域ボランティアで運営されてお
り、高齢者から若手までの幅広い年代層のスタッフが来訪者を
もてなしている。

評価のポイント

2,867人観客数

木屋川(こやがわ)   ※木屋川は国指定天然記念物
「木屋川ゲンジボタルの発生地」開催場所

平成27年6月9日(火)- 24日(水)開催日

25回開催回数

ホタル舟実行委員会主催団体

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
272,360人自治体人口

自治体名 山口県下関市

ホタル舟実行委員会
広報担当



新潟県
新潟市

25 2016・５月号 地域づくり 本編

次回
開催日程

新潟総踊り祭実行委員会
総合プロデューサー

第20回
ふるさとイベント大賞

にいがた総おどり
14種類の踊りのジャンル・総勢240のダンスユニットが、新潟県全
市町村、そして全国16エリアから集結。夏を締めくくる３日間、新潟
の街は踊り一色に染まります。
【keyword：300年】
「新潟下駄総踊り」は、江戸時代に四日四晩踊り明かしたと言われる、
踊りの街新潟のアイデンティティ。古町通を踊り歩くエキサイティング
な光景は、まるで時代絵巻物。
【keyword：フード】
万代シテイ会場には、多彩な飲食店ブースが出店します。屋台はもち
ろん、美味しい地元新潟の店舗との連携で美味しい食を提供します。
【keyword：飛び入り参加】
ダンスユニットやチームにも、心踊り出せば、飛び入りだってOK！
最終日はオーディエンスも一緒に会場を盛り上げます。
【keyword：スペシャルプログラム】
開催期間３日間のなかに盛り込まれたスペシャルプログラムが、興奮
の祭を作ります。毎年変化するプログラム。その目で何が起こるか目撃
してください。

● 「踊り」という表現手段を通じて、子ども達に幸せな未来を生
み出すことを目的に開催され、「次の世代へ受け継ぐ心」をテー
マとし、市民の手作りで開催する踊りの祭典となっている。
● 日本最大級のオールジャンルのダンスフェスティバルとして、祭
りへの参加団体は２５０団体、観客動員数は21万人となってお
り、参加地域は新潟県内をはじめ全国16都道府県にわたるほか
海外からの参加もあり、文化交流エリアも年々拡大している。
● 実行委員会が運営主体とし、プロモーション活動は同委員会の
踊りスタッフが自ら実施し、県内各地のお祭りやイベントにお
いて演舞披露をしながら祭りを盛り上げている。

評価のポイント

能登 剛史さん

主催者メッセージ

　フラ、ジャズ、民謡、よさこ
い…オールジャンルの踊りが集
うお祭りです。全国から集まっ
た1万5千人が踊り、21万人も
の観客が熱狂します。江戸時代
の盆踊りを復活させた「新潟下
駄総踊り」や、健康寿命を延ば
すための「総踊り体操」なども
制作し、老若男女・国内外のあ
らゆる人と感動を共有する3日
間になります。

自治体名 新潟県新潟市

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
802,813人

新潟総踊り祭実行委員会

14回

平成27年9月19日(土)～21日（月祝）※毎年9月中旬

万代シテイ、古町通、新潟駅南口広場　他　中心市街地9会場以上

186,360人

平成27年開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

自治体人口

開催日

開催回数
■開　 催 　日：平成28年9月17日(土)～19日(月祝)
■開 催 場 所： 万代シテイ、古町通、新潟駅南口広場 

他　中心市街地9会場以上
■問い合わせ先：・団体名　新潟総踊り祭実行委員会
 ・ 住　所　〒950-0088新潟県新潟市中央区 

万代1丁目6番1号　バスセンタービル4Ｆ
 ・電話番号 025-383-6630
 ・ＵＲＬ  http://www.soh-odori.net/

新潟総踊り祭実行委員会
総合プロデューサー



兵庫県
豊岡市

262016・５月号地域づくり 本編

第20回
ふるさとイベント大賞

次回
開催日程

菓子祭前日祭実行委員会
実行委員長

平成27年開催DATA

■開　 催 　日：平成29年4月15日(土)予定
■開 催 場 所： 豊岡市中心市街地（大開通り：豊岡市千代田町、

中央町）
■問い合わせ先：・ 団体名　菓子祭前日祭実行委員会事務局 

（豊岡商工会議所）
 ・ 住　所　〒668-0041　兵庫県豊岡市大磯町1-79
 ・電話番号　0796-22-4456
 ・ＵＲＬ　https://www.facebook.com/sweetsfestival

評価のポイント

主催者メッセージ

菓
か

子
し

祭
まつり

前
ぜん

日
じつ

祭
さい

兵庫県豊岡市にはお菓子の神様「菓祖 田道間守
命(たじまもりのみこと)」を祀る全国の神社の総本
社「中嶋神社」が鎮座し、多くの菓子業者の崇敬
を集めていて、「お菓子のルーツ」の地であります。
この当地にしかない財産・観光資源・特色を全国
の菓子業者や消費者の皆様に広く認識していただ
くと共に、豊岡の知名度アップと地域経済や中心
市街地などの活性化を図ることを目的として、お
菓子をテーマとしたイベント「菓子祭前日祭」を
平成23年より実施しています。
「菓子祭前日祭」はその名の通り、毎年４月第３
日曜日に開催される、「中嶋神社 菓子祭」の前日に
開催されます。県内外から多数の菓子店が軒を連
ねて自慢の菓子を販売する他、中嶋神社から神職
をお招きしての神事や、お菓子に関する様々な行
事を実施しています。イベント当日は会場の駅前
の目抜き通り（豊岡駅通商店街周辺）が、甘い香
りにつつまれたスイーツロードへと様変わりし、
訪れる人は自然と笑みがこぼれます。

木谷 敏勝さん

　歩行者天国となった豊岡駅前目
抜き通りに県内外の菓子店が50店
舗以上ズラリと並び、それぞれ趣
向を凝らした方法で自慢の菓子を
販売している雰囲気は、会場内を
歩くだけでもワクワクします。祭
りにあわせて新作・限定菓子が販
売されるのも呼び物で、人気のお
店はたちまち売り切れてしまいま
す。出店者オリジナルの菓子のコ
ンテストや菓子に関する様々な行
事も繰り広げられ、当日は会場周
辺が甘い香りでつつまれ、メルヘ
ンの国に迷い込んだようです。

菓子祭前日祭実行委員会
実行委員長

● お菓子の神様のふるさととして、お祭りの儀式以外にもその魅
力を拡大させ、イベントとして盛り上がるよう工夫・企画を
行っており、地元菓子産業のレベルアップも期待される。
● 出店者アンケートでは約８割の商品が売り切れ、来場者アン
ケートでも約７割が1,000円から3,000円の買い物をしており、
商店街・飲食店へも売上増の好影響が表れている。
● 様々な団体で実行委員会を組織されており、それぞれの特色を
活かした活動が発揮されることにより、イベント内容の充実が
図られているとともに継続性も担保されている。

約35,000人観客数

豊岡市中心市街地（大開通り：豊岡市千代田町、中央町）開催場所

平成27年４月18日(土)　※４月第３日曜日の前日開催日

開催回数 ５回

菓子祭前日祭実行委員会主催団体

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
84,828人自治体人口

自治体名 兵庫県豊岡市



三重県
北牟婁郡
紀北町

27 2016・５月号 地域づくり 本編

第20回
ふるさとイベント大賞

次回
開催日程

紀北町燈籠祭実行委員会
2015実行委員長

■開　 催 　日：平成28年７月23日（土）
■開 催 場 所： 長島港
■問い合わせ先：・団体名　紀北町燈籠祭実行委員会
 ・ 住　所　〒519-3204　三重県北牟婁郡 

紀北町東長島287番地15
 ・電話番号　0597-47-5378
 ・ＵＲＬ　http://www.touroumaturi.com/

評価のポイント

主催者メッセージ

平成27年開催DATA

東紀州の夏の夜を彩る、巨大燈籠と花火の競演
「燈籠祭」。
毎年7月下旬の土曜日に三重県紀北町の長島港で
開催し、県内外からたくさんの来場者で賑わい、こ
の地方の夏の風物詩として定着しています。
大勢の地元の人々が協働し、数ヶ月にわたる作業
期間を経て制作する巨大燈籠は毎年テーマに沿っ
たものをモチーフとしていて、平成27年は、古く
からの地元の基幹産業である「カツオ一本釣り」の
様子を再現した高さ6ｍを超す巨大な燈籠を制作
し、海に浮かべました。
また、もう一つの呼びものである花火は、燈籠祭
オリジナルの「燈籠祭大仕掛け 彩雲孔雀（さいう
んくじゃく）」と名付けられ、会場の地形を利用し
た見応えのあるもので、多くの方々を魅了していま
す。そのほか様々な趣向を凝らした3,000発の豪快
な花火が、海に浮かぶ巨大燈籠のバックとして競演
し、夏の最高の思い出を提供しています。

燈
とう

籠
ろう

祭
まつり

東 城さん

紀北町燈籠祭実行委員会
2015実行委員長

　毎年制作された巨大燈籠は完
成したものも素晴らしいが、５
月～７月の３ヵ月間、実行委員
会スタッフを始め、地域住民の
皆様の協力で行う作業工程も
「燈籠祭」であると考えていま
す。作業を見学にきて釘一本
打ったり、一針縫ってみて実際
に燈籠祭を作り上げる過程を是
非味わっていただきたいです。

● 毎年メインテーマを設定し、それに合わせて巨大燈籠の製作や
子どもたちによるミニ燈籠の製作、「中型燈籠コンクール」の
実施により多くの人々に燈籠祭に関わってもらうよう工夫を凝
らしている。
● 巨大燈籠と花火の競演はこの地方ならず県内外から多くの観光
客が訪れ夏の風物詩としてすっかり定着し、町内の宿泊施設は
かなり早い段階から予約で満室になるなど、祭りの当日は町の
人口以上の観客が訪問し、その経済効果は大きい。
● 巨大燈籠の制作期間中は、スタッフだけでなく多くの町民も加わ
り皆で燈籠祭をつくりあげているほか、祭りの１～２週間前から
自宅の軒先に提灯をぶら下げ、祭りの雰囲気を盛り上げている。

52,000人観客数

長島港開催場所

平成27年７月25日(土)開催日

29回開催回数

紀北町燈籠祭実行委員会主催団体

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
16,978人自治体人口

自治体名 三重県紀北町



福島県
会津若松市
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● 戦国武将　蒲生氏郷（がもう うじさと）公が作り上げた経済・文化振興施策である会津固有の制度「十楽」を現在の状況に合わ
せて復活し、まちづくり、ものづくり、歴史的背景を新たな観光資源とするよう企画されている。

● 地場産品の販売を基本としながら、このイベントをきっかけとした新たな商品開発や回遊型の広域観光への誘導を展開するなど、
工夫により広域的な経済効果があがっている。

● 地元産官民の19団体が核となり連携した運営を行っている。また、有志ボランティアとして高校生から80歳の高齢者まで、幅
広く住民が関わっている。

■開 催 日：平成28年4月16日(土)-5月5日(木)迄の土日祝日、8月13日(土)-16日(火)、9月23日(金)-
25日(日)、平成29年2月10日(金)-11日(土)　■開 催 場 所：会津若松城内・東山温泉
■問い合わせ先：
・団体名　サムライシティプロジェクト実行委員会　・住　所　〒965-0032　福島県会津若松市旭町4‐
25（NPO法人会津NPOセンタ－内）　・電話番号　0242-39-6539　・URL　http://aizu-jyuraku.jp

評価のポイント

次回
開催日程
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第20回
ふるさとイベント大賞

総務大臣表彰

會
あ い

津
づ

十
じゅう

楽
ら く

戦国時代、会津の領主であり、キリシタン大名であった蒲生氏郷（がも
う　うじさと）公（※キリシタン名／レオ氏郷）は、転地の際「われらは
この地に再び十楽の地を築かねばならぬ。土地を豊かにし、商いを盛んに
し、領民を幸せにすることこそ、我らの務めなのだ」と庶民による自由市
「十楽」を開き、産業振興、インフラの整備等、現在の会津の礎を築きま
した。
震災原発事故という逆境におかれた中にあって、復興へ向けての象徴と
して、自由市「會津十楽」を地元商工業者と市民ボランティアを中心に企
画、開催いたしました。南蛮文化の香り高い、華やかだった当時の食、工
芸、芸能等を提供し、あわせて伝統に培われた会津の今を発信しています。
当時の市の空気感をつくるため、テントではなく時代小屋を50基制作
し、スタッフ、売り子も時代衣装に身を包み、食や物産はすべて戦国時代
にあったものにこだわり、提供しています。食では、400年前の戦国武
将のレシピを再現したり、今に伝わる伝統食の基になったレシピを再現し、
提供しています。また体験小屋では、せんべい焼き体験や伝統工芸の制作
体験、また甲冑や時代衣装の着付け体験をすることができます。昔話し小
屋では、語り部が会津に伝わる民話を語り、お伽衆として地元の劇団員が
蒲生氏郷物語を上演。また日本伝統の着物で来場した方に特典をつけたり、
會津十楽でのみ使用できる「十楽銭」を発行。それはまるで400年前に
タイムスリップしたかのような郷愁を誘い、復興への新たな活力を醸成す
る、市民と観光客の交流の場となっています。極力、現代風を排除して「体
験」を重視したイベント運営を行う分、手間隙は並大抵ではありませんが、
観光客にリピーターができるなど、回を重ねるたびに盛り上がりを見せて
います。

　まるで戦国時代の会津にタイ
ムスリップしたかのような感動
と郷愁を味わえます。400年前
の市の再現、會津十楽の門をく
ぐった瞬間から、あなたはタイ
ムトラベラー。会津の全銘柄の
酒を愉しむも良し。親子でせん
べいを焼くも良し。会津の民と
盆踊りに興じるも良し。食、匠
（工芸）、興（遊び、芸能）はす
べて五感で楽しめるものばかり
です。

サムライシティプロジェクト実行委員会
監事

自治体名 福島県会津若松市

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
122,749人

サムライシティプロジェクト実行委員会

10回

平成27年2月13日(金)－14日(土)、4月1日(水)-6月28日(日)迄
の土日祝日、8月13日(木)－16日(日)、9月20日(日)-23日(水)

会津若松城内・東山温泉・神明通り

257,000人

平成27年開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

自治体人口

開催日

開催回数

志藤 弘彰さん

主催者メッセージ

サムライシティプロジェクト実行委員会
監事



青森県
十和田市
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● 日本古来の伝統武芸である流鏑馬を競技化し、神事として開催するものは男性しか参加できないものが多い中、女性だけが出場
するものは全国でも類がない貴重な企画である。

● 国内外からの関心も強く、全国各地から参加者が集まるほか、外国人観光客等の誘致につながっている。
● 十和田市内の乗馬倶楽部等関係団体や高校、大学が連携し運営している中で、イベントの開催に限らず、選手、指導者等後継者
の育成にも努めている。

● 古くから馬の名産地として飛躍を遂げた十和田市の和種系の馬を活用した街づくりの起爆剤となるイベントである。

■開 催 日：平成29年4月22日(土)～23日(日)　■開 催 場 所：中央公園緑地
■問い合わせ先：
・団体名　桜流鏑馬実行委員会
・住　所　〒034-0001 青森県十和田市大字三本木字佐井幅115-2（十和田乗馬倶楽部内）
・電話番号　0176-26-2945　・URL　http://www.towada-joba.com/

評価のポイント

次回
開催日程
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第20回
ふるさとイベント大賞

内閣総理大臣賞

桜
さくら

流
や ぶ さ め

鏑馬
青森県の南に位置する十和田市は、国の特別名勝及び天然記念物に指定
された「十和田湖」「奥入瀬渓流」を始めとする大自然を有し、日本を代
表する観光地として知られています。
一方、十和田市現代美術館を始めとするアートな街づくりを展開してい
る市街地地区は、明治期に軍馬補充部三本木支部が設置され、国内最大規
模の軍馬補充部支部として栄えた歴史があります。
現在、市街地地区の中心部にある「官庁街通り」は、「日本の道100選」
にも選ばれた通りであり、軍馬補充部支部の石碑や馬のオブジェが設置さ
れるなどの整備がされており、「駒街道」という愛称で親しまれています。
また、「十和田市馬事公苑 駒っこランド」では、馬と触れ合えるほか、全
国的にも珍しい馬の歴史や文化の資料が展示されている称徳館も開設され
ています。このように、十和田市は今もなお、馬の歴史が色濃く残る「駒
の里」として近隣市町村から認知されています。
毎年4月20日から5月5日には「十和田市春まつり」が開催され、官庁
街通りや大会会場となる中央公園緑地一帯は鮮やかな桜並木が咲き誇りま
す。中央公園緑地は観桜会場としても解放されており、市民を始め多くの
観光客で賑わっています。
桜流鏑馬はこの「桜」と「駒の里」であることを、市民を始め、県内外
に広くＰＲするため行われた春季イベントです。
もともと「流鏑馬」は、神事として日本全国で広く行われていますが、
そのほとんどは男性騎士が参加しています。しかし、桜流鏑馬は日本で唯
一「女性のみが参加できる」という一風変わったイベントであり、毎年、
全国各地から集まった女流騎士が初級・中級・上級に分かれ、日頃の鍛錬
の成果を競い合います。
女流騎士達が華やかな衣装で馬に跨り、桜並木を疾走して的を射る様は

「勇壮」にして「華麗」。この美しい時代絵巻を見るべく、毎年多くの観客
が訪れており、「十和田市春まつり」の賑わいの一翼を担うまでに成長し
ました。大会中は実況も行われ、初めて流鏑馬をご覧になられる方にも分
かりやすく解説しています。この他にも、会場内では地場産品を用いた露
店や「馬とのふれあいコーナー」の設置、「やぶさめビンゴゲーム」など
を実施し、幅広い年齢の方に楽しんでいただくことができます。
是非、歴史と文化そして観光資源が融合した、十和田市でしか見ること
ができない「桜流鏑馬」をご覧ください。

　桜並木の中を日本各地、さら
には海外からも集まった女流騎
士が疾走して的を射る姿は必
見！華麗な乙女たちが次々と疾
走していく光景を観にカメラマ
ンもたくさん訪れます。競技の
ほか衣装コンテストもあり、人
馬ともお気に入りの和装で参加
しています。
　日本の馬が日本の伝統を演じ
るという、世界に誇れる「桜流
鏑馬」を是非ご覧ください。

桜流鏑馬実行委員会
プロ級選手・流鏑馬インストラクター

自治体名 青森県十和田市

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
63,444人

桜流鏑馬実行委員会

12回

平成27年4月25日(土)-26日(日)

中央公園緑地

12,000人（2日間）

主催団体

開催場所

観客数

自治体人口

開催日

開催回数

上村 鮎子さん

主催者メッセージ

桜流鏑馬実行委員会
プロ級選手・流鏑馬インストラクター

平成27年開催DATA
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鹿
児
島
市
は
、
雄
大
な
桜
島
や
波
静
か
な
錦
江
湾
に
代
表
さ
れ

る
豊
か
な
自
然
、
個
性
あ
ふ
れ
る
歴
史
・
文
化
な
ど
多
彩
な
魅
力

を
有
し
、
60
万
市
民
の
生
活
を
支
え
、
来
街
者
を
楽
し
ま
せ
る
多

様
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
南
九
州
の
中
核
都
市
と
し
て
、
着
実

な
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

私
は
平
成
16
年
12
月
に
市
長
に
就
任
し
、
現
在
３
期
目
を
務
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、「
第
五
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
」
に

掲
げ
た
都
市
像
「
人
・
ま
ち
・
み
ど
り 

み
ん
な
で
創
る
〝
豊
か
さ
〞

実
感
都
市
・
か
ご
し
ま
」
の
実
現
に
向
け
、
子
育
て
支
援
や
観
光

振
興
な
ど
を
重
点
項
目
と
し
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
、
本
市
の
旧
集
成
館
な
ど
３
つ
の
構
成
資
産
を

含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
と
い
う
、
大
変
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
交
通
安
全
や
防
災
・
災
害
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
が
実
を
結

び
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
」
を
取
得
し

た
ほ
か
、「
桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
世
界
認
定
に
向
け
、

国
内
推
薦
の
手
続
き
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
３
月
に
は
、

第
１
回
と
な
る
「
鹿
児
島
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し

た
。県
内
外
か
ら
約
１
万
２
千
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
の
も
と
、

３
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
や
お
も
て
な
し
、
沿
道

で
の
市
民
の
熱
い
声
援
な
ど
、
ま
さ
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
大

会
を
盛
り
上
げ
、
滞
り
な
く
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
是
非
こ
の
大
会
を
、
鹿
児
島
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩

と
し
て
育
て
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
本
市
な
ら
で
は
の
自
然
や
歴
史
、
活
火
山
・
桜
島
と

都
市
が
共
生
す
る
特
性
、
市
民
生
活
の
基
本
で
あ
る
安
心
・
安
全

の
た
め
の
取
り
組
み
が
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
基
準
に
あ
る
都
市
と
し

て
、
そ
の
価
値
と
魅
力
を
国
内
外
に
向
け
て
さ
ら
に
発
信
し
、
ア

ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
昨
年
５
月
か
ら
九
州
市
長
会
の
会
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
九
州
で
は
、
全
線
開
業
か
ら
５
周
年
を
迎
え
た

九
州
新
幹
線
や
、
東
九
州
自
動
車
道
の
大
分
市
〜
宮
崎
市
間
の
開

通
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
循
環
型
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
進
み
、
各
都
市
間
の
往
来
も
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
な
ど

地
方
都
市
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
九
州
１
１
８
市
が
一
致
団
結
し
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
上

で
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
的
確
に
意
見

を
述
べ
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

九
州
市
長
会
が
「
九
州
は
ひ
と
つ
」
の
合
言
葉
の
も
と
、
さ
ら
に

充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
方
創
生
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
極
め
て
重

要
な
年
で
す
。
本
市
は
、
昨
年
12
月
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
現
状
や
若
い
世
代
の
転
出
超

過
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
雇
用
の
確
保
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
へ
の
支
援
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
移
住
促
進
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
人
口
減
少
社
会
に
適
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
さ
ら

に
は
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」
構
想
の
策
定
や
、
大

学
と
の
連
携
強
化
、
周
辺
３
市
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
な

ど
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

実
効
性
の
高
い
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
進
め
、
市
民
が
郷
土
へ

の
誇
り
を
胸
に
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
国
内
外
の
多
く
の
人
々
が

行
き
交
う
、真
に
”豊
か
さ“
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、

持
て
る
力
を
最
大
限
に
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

鹿児島市長 森　博幸
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人・まち・みどり みんなで創る
“豊かさ”実感都市・かごしまの実現を目指して



***越前市

福
井
県

207

█たけふ菊人形　北陸の秋の風物詩となっている菊人形展。今年は 10月６日（木）
から 11月６日（日）まで開催。

█蔵の辻　街の中心部にあり、白壁の蔵
が立ち並ぶ。その町並みは国の都市景
観大賞「美しいまちなみ大賞」の受賞
を受けている。

█御誕生寺　曹洞宗の寺。数十匹の猫が暮らし
ており、通称猫寺（ねこでら）として知られ、
全国から猫ファンが訪れている。

歴
史
と
産
業
と

　
自
然
が
根
付
く
ま
ち

越
前
市

█越前市サマーフェスティバル　８月
13日～15日に開催。15日の花火大
会では約１万発の花火を打ち上げる。

█越前の里　味真野苑　四季折々の美
しい花を見ることができ、5月上旬～
6月上旬はボタン園に340株のボタ
ンが花を咲かせます。

█花筐公園　継体天皇ゆかりの公園。春には
約 1000本の桜、秋には紅葉が楽しめる。

█越前和紙　手すき和紙全国一の生産量を
誇る。横山大観をはじめ、多くの芸術家
たちが愛用したことでも知られる。

█ボルガライス　越前市発祥のご当地
グルメ。名前の由来やルーツは謎に
包まれている。
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法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

越前市は福井県のほぼ中央に位置していま
す。その歴史は古く、大化の改新後に越

前国の国府がおかれるなど、約 1000 年にわ
たり越前国の中心地として栄えました。その
ため、市街地には多くの寺社が残り、古い町
並みや建物を活かしたまちづくりが進められ
ています。
　古くからものづくりが盛んで、「越前和紙」
「越前打刃物」「越前指物」は国の伝統的工芸
品に指定されています。現在は半導体などの
先端産業や化学工業などが盛んで、製造品出荷額は県内１位と県内有数の産業都市
でもあります。郊外には、万葉集や継体天皇ゆかりの東部地区、豊かな自然環境が
残る西部地区があり、このまちを訪れたみなさまを楽しませます。
　また、北陸の秋の風物詩となっている「たけふ菊人形」や、最近「猫寺」として
テレビに紹介されている「御誕生寺」には毎年多くのお客様が訪れます。
　歴史と産業と自然が根付くまち越前市にぜひお越しください。
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 ２ 基調論文 地域資源を生かしたスポーツが地域を活性化 牧村真史
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水泳駅伝スタートの瞬間

スポーツ GOMI 拾い大会の競技中の様子

マラソンとピクニックを合わせたマラニック。菜の花畑
の中をゆっくりと

羽黒山石段マラソン　鬱蒼とした杉並木に囲まれた
2446 段の石段

国際雪合戦

● 新潟県魚沼市 （p16-17）

● 山形県鶴岡市 （p12-13） ● 青森県つがる市 （p10-11）

● 東京都 （p14-15）

● 北海道滝川市 （p６- ７）● 北海道福島町 （p８- ９）

「女だけの相撲大会」取組風景

楽しむスポーツイベントによる地域活性化



はんぎり競漕の様子。しぶきが舞います

全日本まくら投げ大会の様子（大将に狙いを定めて）

糸満大綱引の様子。糸満の伝説上の人物に扮した若
者が戸板に担がれ登場、綱引き開始
● 沖縄県糸満市 （p28-29）

仁淀川国際水切り大会風景「真剣勝負です」

● 高知県いの町 （p26-27）

● 愛媛県松前町 （p24-25）

● 静岡県伊東市 （p18-19）

カ
ジ
キ
釣
り
大
会
で
の
釣
果
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

● 

和
歌
山
県
す
さ
み
町 （
ｐ
20-

21
）

ジュニアグラウンド・ゴルフ大会の様子、ティー
ショットを打つ男子選手
● 鳥取県湯梨浜町 （p22-23）
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で�

高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
招
致
が
決
定
、
今
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
も
あ
り
、ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
優
勝
へ
導
い
た
澤
穂
希
選
手
、
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
で
の
歴
史
的
な
勝
利
で
ラ
グ

ビ
ー
を
一
躍
日
本
中
の
注
目
ス
ポ
ー
ツ
と
し
た
五
郎
丸
歩

選
手
、
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
世
界
歴
代
最
高
得
点
の
羽
生

結
弦
選
手
な
ど
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
数
多
く
の
ヒ
ー

ロ
ー
を
生
み
出
し
、
こ
う
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
人
気
は
出
身
地
域
の
認
知
度
向
上
や
地
域
活

性
化
に
様
々
な
波
及
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

日
本
の
競
技
人
口
は
約
７
２
０
０
万
人
（
総
務
省
平
成

23
年
社
会
生
活
基
本
調
査
）
で
日
本
の
総
人
口
の
約
６
割

が
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
、
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
選
手
・
ア
ス

リ
ー
ト
を
頂
点
に
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
据
野
を

持
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
大
別
に
す
る
と
①
野
球
、
大
相
撲
、
サ
ッ

カ
ー
等
に
代
表
さ
れ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
②
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
国
体
等
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
③
全

国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
等
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
︱
に
区
分
さ
れ
、
多
様
な
競
技
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
づ
く
り
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は
①
若
者
の
参
加
機

会
を
通
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
②
障
が
い
者

と
楽
し
む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
③
総
合
地
域
ク
ラ
ブ
づ
く

り
④
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
⑤
子
供
の
体
力
向
上
⑥
指
導

者
養
成
、
講
演
会
︱
な
ど
を
通
し
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
活
動
や
地
域
の
健
康

筆者プロフィール

����牧村�真史氏
�����（まきむら・まさふみ）

　1950 年、東京都生まれ。コミュニケーションプロデューサー。イ
ベントプロデューサー。博覧会や大型イベントのプロデュースやコ
ミュニケーション戦略、地域活性化の戦略の企画・開発・プロデュー
ス等を得意とする。専門誌、コミュニティ紙の編集者を経て 1980 年
に株式会社 BRAIN 80 を設立。現在、（株）集客創造研究所所長。
Re-Public Initiative 専務局長、柏崎市特別職シティーセールス推進官、
全国菓子博覧会・三重総合プロデューサー、名古屋市公園経営アド
バイザー等に就任。 
　ジャパンEXPO三陸・海の博覧会（1992 年）総合プロデューサー、
愛知万博（2005 年）チーフプロデューサー、上海万博（2010 年）日
本政府館プロデューサー、上海万博協会運営海外顧問（2010 年）、東
京都築地市場「TOKYO ICHIBA PROJECT」広報プロデューサー等
を歴任。

︱
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
地
方
創
生
︱

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
を
活
性
化

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

2016・５月号

牧
村
　
真
史

集
客
創
造
研
究
所
所
長
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づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
な
ど
か
ら
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
、
環
境
づ
く
り
の
ス
ポ
ー
ツ
化
な
ど
新

た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
新
設
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
生
涯
に
わ
た
り
心

身
と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る

社
会
の
実
現
を
掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
対
応
す
る
健
康
長
寿
の

ス
ポ
ー
ツ
普
及
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
に
よ
る
地
方
の
人
口
流
出

が
、
地
域
経
済
・
産
業
・
人
材
の
空
洞
化
、
過
疎
化
に
拍

車
を
掛
け
、
地
方
の
衰
退
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し
て
、

日
本
経
済
や
地
域
の
活
力
の
向
上
を
目
的
に
地
方
創
生
が

発
表
さ
れ
た
。

土
地
ご
と
の
祭
り
や
遊
び
を
ス
ポ
ー
ツ
化
し
て�

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

地
方
創
生
で
は
、
国
際
戦
略
総
合
特
区
・
地
域
活
性
化

総
合
特
区
を
は
じ
め
各
地
域
の
特
性
に
適
応
す
る
様
々
な

規
制
緩
和
を
図
る
特
区
が
設
け
ら
れ
た
。
地
域
再
生
制
度

は
中
心
市
街
地
活
性
化
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
領
域
、
ジ
ャ

ン
ル
に
ま
た
が
り
、
地
域
活
性
化
の
手
法
は
ハ
ー
ド
（
施

設
）
か
ら
ソ
フ
ト
へ
、
ソ
フ
ト
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
と
変

化
し
、
従
来
の
手
法
を
脱
却
し
、
多
様
な
視
点
、
複
合
的

効
果
の
観
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
の
小
都
市
で
は
国
際
規
格
を
持
つ
施
設
を
必
要
と

す
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
高
額
な
施
設
投
資
や
運
営
費
を
必

要
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
地
域
の
資
源
や
特

性
を
生
か
し
、
大
規
模
な
施
設
投
資
を
必
要
と
し
な
い
幅

広
い
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
活
性
の
起
爆
剤
と
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
南
国
土
佐
・
高
知
を
発
祥
と
す
る
「
よ
さ
こ

い
祭
り
」
は
全
国
に
広
が
り
多
様
な
形
態
を
持
ち
、市
民
、

企
業
、
団
体
が
参
加
し
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
性
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、観
光
産
業
を
生
み
出
し
た
。

富
山
県
越
中
八
尾
の
お
わ
ら
風
盆
は
江
戸
元
禄
時
代
に
起

源
を
持
ち
、
格
子
戸
の
あ
る
旅
籠
屋
、
土
蔵
造
り
の
民
家

の
た
た
ず
ま
い
の
ま
ち
を
吹
き
抜
け
る
二
百
十
日
の
大
風

を
お
さ
め
、五
穀
豊
穣
を
祈
る
市
民
の
祭
り
で
あ
っ
た
が
、

観
光
バ
ス
が
列
を
な
す
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
た
。

日
本
の
全
国
各
地
に
あ
っ
た
盆
踊
り
、
運
動
会
が
日
系

移
民
を
中
心
に
世
界
各
地
に
広
が
り
、
日
本
の
進
出
企
業

が
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
や
相
互
の
文

化
交
流
に
一
役
買
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
評
価
を
得
て
訪
日
観
光
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
３
万
５
０
０
０
人
の
世

界
最
大
の
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

南
北
に
長
く
豊
か
な
自
然
と
風
土
の
営
み
か
ら
生
ま
れ

た
土
地
土
地
の
祭
り
や
遊
び
、
生
活
の
知
恵
の
中
か
ら
競

技
化
し
た
り
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
磨
き
、
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ツ
ー
ル

を
活
用
し
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

農
業
、
牧
畜
、
林
業
、
水
産
業
の
体
験
民
宿
が
新
し
い

地
域
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て
話
題
と
な
り
、
そ
の
地
域

の
人
で
さ
え
従
来
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
食
材
や
普
通

の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
が
新
た
な
観
光
産
業
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
の
価
値
を
生
み
出
し
、
地
方
創
生
の
エ
ン
ジ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
地
方
の
過
疎
地
域
や
小
都
市
で

は
、
健
康
長
寿
で
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
で
き
る
「
４
つ
の
で
も

4

4

」
ス
ポ
ー
ツ
を
高
齢
者

と
若
者
、
子
供
が
一
緒
に
参
加
で
き
る
生
き
が
い
づ
く
り

や
交
流
の
場
づ
く
り
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
の
資
源
を
活

用
し
知
恵
と
工
夫
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
、
ま

ち
な
お
し
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
創
り
出
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

柏
崎
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
と�

ス
ポ
ー
ツ
振
興

新
潟
県
柏
崎
市
は
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
踏
ま
え
、「
原
発
に
た
よ
ら
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
２
０
１
２
年
に
柏
崎
の
多
様
な
資
源
や

資
産
を
活
用
し
、
市
の
持
つ
魅
力
を
再
発
掘
、
再
編
成
し
、

市
内
外
に
発
信
す
る「
柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
基
本
構
想
」

を
策
定
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
「
柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
推
進
計
画
」
を
策
定
、
実
行
推
進
体
制
と
し
て
柏
崎
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
は
市
内
の
民
間
団

体
、
企
業
、
大
学
等
の
12
団
体
で
構
成
し
、
各
団
体
や
市
、

市
民
な
ど
が
行
っ
て
い
た
個
々
の
取
り
組
み
を
、
多
様
な

主
体
の
相
互
連
携
や
参
加
を
促
し
、
市
民
を
挙
げ
て
魅
力

や
発
信
を
す
る
こ
と
を
始
め
た
。

「
市
民
一
人
一
人
が
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
推
進
協
議
会
に
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
市
内

の
30
〜
₄0
代
の
若
手
10
人
を
メ
ン
バ
ー
が
、
従
来
の
行
政

手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
で
自
由
な
発
想
で
柏
崎
の
魅

力
を
磨
き
、
創
り
、
発
信
す
る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
都
市
に
あ
り
が
ち
な
豊
か
な
自
然
や
食
文
化
を
体

験
し
て
も
ら
い
観
光
客
を
取
り
込
む
こ
と
や
特
産
品
の
販

売
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
自
ら
が
自
分
の
ま

ち
を
見
つ
め
直
し
新
た
な
価
値
を
創
出
し
「
訪
れ
た
い
ま

ち
」「
住
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

2016・５月号
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市
の
産
業
・
経
済
基
盤
と
な
っ
て
い
る
「
原
発
」
に
と

ら
わ
れ
な
い
都
市
づ
く
り
は
原
発
立
地
地
域
の
共
有
す
る

将
来
的
な
課
題
で
あ
り
柏
崎
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
は
そ

の
試
金
石
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

柏
崎
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
協
議
会
、
運
営
委
員
会
で

は
先
導
的
事
業
と
し
て
、
２
０
１
５
年
度
に
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
★

オ
ー
ル
柏
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
総
選
挙
を
実
施
し
、
公
募
に
よ
る
作

品
３
３
２
点
を
推
進
協
議
会
で
審
査
し
、
５
作
品
を
候
補

作
品
に
絞
り
、
市
内
90
カ
所
に
設
置
し
た
市
民
投
票
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
（
投
票
数
約
１
万
７
０
０
０
票
）
で

決
定
し
た
。

ま
た
、今
年
３
月
に
東
京
・
秋
葉
原
で
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
★
オ
ー

ル
柏
崎
大
交
流
会
」
を
開
催
し
、
柏
崎
方
式
の
市
民
型
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
を
市
内
外
に
発
信
、
活
発
化
さ
せ
て

い
る
。

地
形
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た�

�

ユ
ニ
ー
ク
な
柏
崎
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ

柏
崎
市
は
長
い
海
岸
線
と
米
山
刈
羽
三
山
の
豊
か
な
水

系
に
恵
ま
れ
「
海
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
」
や
「
水
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
」
が
盛
ん
で
あ
る
。

柏
崎
は
15
の
個
性
的
な
海
水
浴
場
が
あ
り
、
鯨
波
海
水

浴
場
、
青
海
川
海
水
浴
場
は
「
日
本
の
渚
・
百
選
」、
番

神
海
水
浴
場
、
ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
ト
柏
崎
は
「
快
水
浴
場
百

選
」
に
選
ば
れ
、
北
関
東
、
甲
信
越
か
ら
の
海
水
浴
客
で

賑
わ
う
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
だ
。

柏
崎
港
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
夕
海
（
ゆ
う
み
）
は
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、

柏
崎
マ
リ
ー
ナ
は
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
海

洋
拠
点
で
あ
る
。
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
や
海
水
浴
場
の
地

形
や
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
嗜
好
の
選
択
肢
が
多

い
。
新
潟
県
初
の
「
海
の
駅
」
で
は
「
全
国
ご
当
地
ど
ん

ぶ
り
選
手
権
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
「
鯛
茶
漬
」

を
始
め
、
新
鮮
な
魚
貝
類
や
地
元
の
食
材
が
楽
し
め
る
。

柏
崎
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
を
代
表
す
る
２
つ
の
事
例

を
上
げ
た
い
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
を
輩
出
し
た
柏
崎
の
水
球

２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
32
年
ぶ
り
に
獲
得
し
た
水
球

日
本
代
表
男
子
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ー
ム
「
ポ
セ
イ
ド
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
」
主
将
の
志
水
祐
介
選
手
、
メ
ン
バ
ー
の
筈
井

翔
太
選
手
、
棚
村
克
行
選
手
、
保
田
賢
也
選
手
ら
４
人
は

併
せ
て
ブ
ル
ボ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
ク
ラ
ブ
柏
崎
（
Ｂ
Ｏ

Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｎ 

Ｋ
Ｚ
）の
選
手
で
あ
り「
水
球
の
ま
ち
柏
崎
」

の
知
名
度
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

柏
崎
の
水
球
は
社
会
人
チ
ー
ム
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｎ 

Ｋ

Ｚ
を
頂
点
に
、
大
学
、
高
校
、
中
・
小
学
校
と
広
い
据
野

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
を
持
ち
、
中
・
小
学
校
で
は
授
業
の

一
貫
と
し
て
水
球
を
行
う
な
ど
水
球
を
通
し
た
体
力
向
上

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
選
手
の
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
、
学
校
、
教
育
、
地
元
企
業
、
市
民
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
い
わ
ば
、
水
球
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
形
成
し
、
全
国
か
ら
の
水
球
、
水
泳
等
の
合
宿
の
誘
致

を
行
っ
て
い
る
。

「
水
球
の
ま
ち
」
を
形
成
す
る
核
施
設
が
柏
崎
ア
ク
ア

パ
ー
ク
の
日
本
水
泳
連
盟
公
認
プ
ー
ル
（
５０
㍍
×
２５
㍍
水

深
２
㍍
）
で
あ
る
。
３
月
下
旬
〜
１０
月
上
旬
に
水
球
を
は

じ
め
水
泳
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
等
で
使
用

し
、
冬
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
国
際
規
格
の
リ
ン
ク
と
し
て

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
カ
ー
リ
ン
グ
の
練
習
場
な
ど
と
し
て

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
活
用
さ
れ
て
い
る
。

施
設
特
性
を
生
か
し
全
国
の
水
球
や
水
泳
の
大
会
や
試

合
を
誘
致
す
る
と
共
に
各
種
教
室
や
合
宿
の
誘
致
を
行
い

柏
崎
の
交
流
人
口
、
滞
在
人
口
を
生
み
出
し
て
い
る
。

・�

地
域
ぐ
る
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
演
出
と
お
も
て
な

し
の
柏
崎
潮
風
マ
ラ
ソ
ン

柏
崎
市
を
代
表
す
る
「
柏
崎
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は

地
域
ぐ
る
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
応
援
演
出
と
お
も
て
な
し
で

２
０
１
５
年
の
全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
で
人
気

上
位
の
高
得
点
を
得
て
い
る
。

2016・５月号
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全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
撰
は
、
国
内
で
開
催
さ

れ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
中
か
ら
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
投
票

で
選
ば
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
を
第
一
に
考
え
た
大
会
運
営
や
個

性
が
光
る
大
会
、
ラ
ン
ナ
ー
の
満
足
度
に
主
眼
が
置
か
れ

評
価
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
１
０
０
撰
で
あ
る
。
日
本
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
最
大
規
模
の
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」
や
伝
統

的
な
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
「
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
る
。

評
価
は
①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン（
事
前
の
大
会
情
報
、

ス
ム
ー
ズ
な
エ
ン
ト
リ
ー
な
ど
４
項
目
）
②
会
場
（
会
場

案
内
や
ト
イ
レ
等
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
５
項
目
）
③
ス
タ
ー

ト
・
コ
ー
ス
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
（
ス
タ
ー
ト
エ
リ
ア
の
管

理
、
コ
ー
ス
の
走
り
易
さ
、
楽
し
め
る
コ
ー
ス
設
定
、
応

援
、
配
水
等
の
７
項
目
）
④
記
録
・
表
彰
（
計
測
ポ
イ
ン

ト
、年
代
別
表
彰
区
分
等
の
４
項
目
）
⑤
全
体
の
感
想
（
熱

気
や
活
気
、
地
域
の
特
色
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

等
の
４
項
目
）
で
総
合
得
点
１
０
０
満
点
で
評
価
さ
れ
、

「
柏
崎
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
」
は
9₆
・
４
点
を
獲
得
し
た
。
特
に

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
海
岸
線
の
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
設

定
、
沿
道
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
応
援

演
出
、工
夫
さ
れ
た
お
も
て
な
し
に
人
気
と
特
徴
が
あ
る
。

全
国
₄0
都
道
府
県
か
ら
３
０
０
０
人
以
上
の
参
加
者

（
２
０
１
５
年
実
績
）
を
数
え
、
海
岸
線
〜
田
園
〜
野
山

へ
と
起
伏
と
変
化
に
溢
れ
る
コ
ー
ス
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
競

技
は「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」「
５
㌔
フ
ァ

ン
ラ
ン
」「
12
㌔
ウ
ォ
ー
ク
」「
わ
ん
ぱ
く
ひ
よ
こ
の
部
」

な
ど
多
様
な
世
代
が
参
加
。
コ
ー
ス
上
に
名
物
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置
し
、
柏
崎
の
祭
り
の
神
太
鼓
、
お
も
し
ろ
看
板
、

峠
の
サ
ル
茶
屋
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
応
援
や
、
仮
装

だ
ら
け
の
配
水
ポ
イ
ン
ト
、
た
け
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
、

子
供
会
エ
イ
ド
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
ル
、
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な

ど
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し
競
争
で
市
民
そ

の
も
の
が
マ
ラ
ソ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
、
自
ら
も
楽
し
ん
で
い

る
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
赤
絨
毯
を
敷
い
た
ゴ
ー
ル
で
参
加
ラ

ン
ナ
ー
全
員
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
を
読
み
上
げ
「
お
帰
り
な

さ
い
」
コ
ー
ル
を
送
る
。
ラ
ン
ナ
ー
の
満
足
度
の
高
い
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
と
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
柏
崎
の
フ
ァ

ン
獲
得
な
ど
の
効
果
も
大
き
い
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ�

イ
ベ
ン
ト
が
地
域
を
活
性
化
す
る

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
運
動
や
遊
び
、
更

に
は
一
次
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
環
境
活
動
等
も
競
技

化
・
ス
ポ
ー
ツ
化
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。１

９
３
０
年
代
の
パ
リ
カ
フ
ェ
の
ギ
ャ
ル
ソ
ン
が
盆
に

グ
ラ
ス
を
乗
せ
て
優
雅
に
走
る
ウ
ェ
ー
タ
ー
ズ
ラ
ン
ナ
ー

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
広
が
り
、
現
在
は
横
浜
で
も
開
催

さ
れ
、国
際
都
市
横
浜
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
話
題
と
な
り
、

横
浜
の
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
健
康
産
業
団
体
連
合
会
と
一

般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
の

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
」
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
、
ス

ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り
賞
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
受
賞
し
て
い
る
。

「
一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
連
盟
」

の
「
ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
」
は
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
ゴ
ミ
拾
い
と
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
さ
せ
た
競
技
で
あ
り
、

「
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
実
行
委
員
会
」

の
「
10
市
町
村
が
連
携
︱
日
本
最
大
１
０
０
マ
イ
ル
ト
レ

イ
ル
レ
ー
ス
」
は
、
富
士
山
麓
、
登
山
道
、
歩
道
、
林
道

を
走
る
レ
ー
ス
で
参
加
者
と
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交

流
の
場
と
し
て
地
域
産
品
を
提
供
し
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
た
。

大
型
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
経
済
効
果
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の
市
町
村
で
の
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
効
果
は
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
な
ど
の
社
会
効
果
に
軸
を
置

き
、
そ
の
市
町
村
資
源
で
あ
る
自
然
、
歴
史
、
産
業
、
技

術
、
生
活
、
文
化
等
を
活
用
し
た
競
技
化
、
ス
ポ
ー
ツ
化

を
行
う
視
点
が
大
切
で
あ
り
、
資
源
を
生
か
す
こ
と
が
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
生
み
出
す
。
外
部

か
ら
の
参
加
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

交
流
が
進
み
、ま
ち
に
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
で
経
済
効
果
、

起
業
化
、
産
業
化
効
果
が
創
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
で

も
多
く
の
地
域
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
創
出
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

2016・５月号

赤絨毯のゴールでは1人1人のゼッケンナンバーが読み上げられ、
声援と拍手で讃えられる
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◆◆  「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
を
舞
台
に

◆滝
川
市
は
、札
幌
市
と
旭
川
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
人
口
約
４
万
１
千
人
の

中
空
知
地
域
の
中
心
都
市
で
、
北
海
道
を
代
表
す
る
味
覚

「
味
付
け
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
開
催
地
で
あ
る
江
部
乙
地
域
は
滝
川
市

の
北
部
に
位
置
し
、
稲
作
や
農
作
物
の
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
す
。
な
だ
ら
か
に
連
な
る
丘
陵
地
に
は
、
日
本
一
の

作
付
面
積
を
誇
る
菜
の
花
畑
や
防
風
林
に
囲
ま
れ
た
り
ん

ご
畑
が
あ
り
、
人
々
の
歴
史
と
暮
ら
し
が
生
み
出
し
た
景

観
や
地
域
資
源
が
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
10
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
は
、
小
さ
く
て
も
素
晴

ら
し
い
地
域
資
源
や
美
し
い
景
観
を
も
つ
村
の
存
続
を
目

指
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
の
加
盟
に
よ
り
、
全

国
的
に
江
部
乙
地
域
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

◆◆  

マ
ラ
ソ
ン
＋
ピ
ク
ニ
ッ
ク
＝
マ
ラ
ニ
ッ
ク
！

◆近
年
、
全
国
各
地
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加

人
口
の
増
加
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
大
会
が
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
が
増
え
て
い
く
一
方
で
、

幼
児
や
高
齢
者
な
ど
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」
を
市
民
に
提
供
す
べ
く
模
索
し
て
い

た
中
で
辿
り
着
い
た
の
が「
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
で
し
た
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
は
、
マ
ラ
ソ
ン
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
合
わ
せ

た
造
語
で
、
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
り
・
歩
い
た
り
、
時
に
は

立
ち
止
ま
っ
て
周
り
の
自
然
や
風
景
、
そ
し
て
人
々
と
触

れ
あ
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
順
位
や
タ
イ
ム
を
計
測
し
た
り
し
な
い
の
で
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
誰
で
も
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
促
進
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

土
地
で
な
け
れ
ば
体
感
で

き
な
い
地
域
の
景
観
な
ど

を
生
か
し
た
観
光
体
験

や
、
参
加
者
同
士
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
住
民
と
の

交
流
と
い
っ
た
交
流
体
験

な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を

も
た
ら
す
手
段
と
し
て
の

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。当

市
で
は
江
部
乙
地
域

の
丘
陵
地
帯
を
活
か
し
た

マ
ラ
ニ
ッ
ク
を
昨
年
５
月

に
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
２
６
０
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楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
住
民
と
景
観
が
育
て
る
新
ス
ポ
ー
ツ
「
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
―

木
村
　
直
也

滝
川
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
主
事 北

海
道
滝
川
市

１

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
や
自
然
を
体
験

笑顔でスタート

老若男女を問わず参加



地域づくり 特集編

人
の
参
加
が
あ
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆◆  
「
創
る
」
の
で
は
な
く
「
築
く
」

◆え
べ
お
つ
丘
陵
地
マ
ラ
ニ
ッ
ク
で
は
「
江
部
乙
丘
陵
地

を
五
感
の
全
て
を
使
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
舗
装
道
路
だ
け
で
な
く
、
砂
利
道
、
草
地
、

残
雪
な
ど
の
上
を
通
り
、
菜
の
花
畑
や
森
林
に
囲
ま
れ
た

道
を
、
春
の
匂
い
を
感
じ
な
が
ら
各
々
の
ペ
ー
ス
で
駆
け

て
い
き
ま
す
。
普
段
は
人
が
あ
ま
り
行
き
来
し
な
い
場
所

も
マ
ラ
ニ
ッ
ク
開
催
中
は
楽
し
げ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

す
。ま

た
、
コ
ー
ス
途
中
に
休
憩
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者

に
給
水
や
応
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
休
憩

ブ
ー
ス
ご
と
に
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
地
元
の
味
覚
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会
で
は
、
江
部
乙
産
リ

ン
ゴ
を
使
っ
た
「
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
」
や
、
地
元
商
店
が

作
っ
て
い
る
洋
菓
子
「
ス
コ
ー
ン
」、
地
元
産
の
野
菜
と

し
て
「
ア
ス
パ
ラ
」
な
ど
を
参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
江
部
乙
に
こ
ん
な
に
美
味
し
い
ジ
ュ
ー

ス
や
お
菓
子
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
お
み
や
げ

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ

た
嬉
し
い
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
休
憩
ブ
ー
ス
は
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
や
っ
て
き
た
気
さ
く
な

参
加
者
た
ち
と
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
し
、
飲
み
物
・
お
み

や
げ
を
提
供
し
、「
が
ん
ば
れ
～
！
」
と
大
き
な
声
で
応

援
さ
れ
て
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
参
加
す
る
」
側
と
「
支
え
る
」
側
の
両
者
が
一
体
感

を
共
有
し
な
が
ら
笑
顔
に
な
れ
る
⋮
こ
れ
も
マ
ラ
ニ
ッ
ク

の
楽
し
さ
の
一
つ
で
す
。

マ
ラ
ニ
ッ
ク
が
新
た

な
地
域
の
魅
力
を
創
り

だ
す
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
元
住
民
が
マ
ラ

ニ
ッ
ク
の
参
画
を
通
し

て
、
美
し
い
景
観
や
美

味
し
い
地
産
品
、
そ
し

て
人
々
の
温
か
さ
⋮
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
地
域
資

源
や
住
み
慣
れ
た
場
所

が
、
魅
力
に
溢
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
、
地

域
へ
の
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
築
い
て
い
く
。
こ
の
こ
と
が
、

マ
ラ
ニ
ッ
ク
開
催
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。◆◆  

地
元
の
住
民
が
主
役
に
な
る

◆  

イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
て

い
わ
ゆ
る
「
村
お
こ
し
」
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
大
会
は
、
大
都
市
近
郊
か
ら
、
限
界
集
落
ま
で
多
く

の
市
町
村
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
に
よ
る
地
域
貢

献
は
、
経
済
的
な
部
分
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
知

名
度
を
上
げ
る
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
を
通
じ
て
住
民
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
、
こ
れ
ら
の
こ

と
が
あ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

大
会
の
成
功
、
不
成
功
の
判
断
基
準
は
、
参
加
者
の
大

会
へ
の
満
足
度
や
リ
ピ
ー
タ
ー
率
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て

測
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
外
的
尺
度

だ
け
で
な
く
、
住
民
の
意
識
や
行
動
の
変
化
、
住
民
の
満

足
度
、
住
民
の
町
へ
の
意
識
の
変
化
と
い
っ
た
内
的
な
物

差
し
で
測
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
地
域
の
活
性
化
の
本
質

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
マ
ラ
ニ
ッ
ク
と
い
う
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
に
暮
ら
す
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
沿
道
で
の
応
援
な
ど
主

体
的
に
大
会
を
支
え
、
誇
る
べ
き
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
伝

え
る
一
方
で
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
体
と
心
で
そ
の
魅
力

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
大
き
な
夢
を
描
い
て
い

ま
す
。
マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
精
神
の
と
お
り
、
立
ち
止
ま
っ
て

周
り
の
自
然
や
風
景
を
な
が
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
触
れ

合
い
話
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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最後尾の人も笑顔でゴール

休憩ブースで地元の味覚を味わう
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◆◆  「
相
撲
の
町
」
福
島

◆２
人
の
横
綱
を
輩
出
し
た
「
相
撲
の
町
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
北
海
道
は
福
島
町
。
人
口
は
約
４
５
０
０
人
、

面
積
は
１
８
７
・
23
平
方
㌔
、
渡
島
半
島
の
南
端
に
位
置

し
、
大
部
分
が
山
林
で
北
に
は
道
南
の
秀
峰
大
千
軒
岳
が

そ
び
え
、
南
は
紺
碧
の
津
軽
海
峡
に
面
し
た
自
然
豊
か
な

町
で
す
。
気
候
は
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
て
道
南
で
最

も
高
い
平
均
気
温
を
示
し
、
年
間
を
通
じ
て
温
暖
で
快
適

な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
ヤ
マ
ユ
リ
自
生
地
の
北
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
町
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
際
、
北
海
道
側
の
工

事
基
地
を
担
っ
た
町
と
し
て
も
有
名
で
す
。
昭
和
39
年
か

ら
昭
和
60
年
の
約
24
年
間
に
渡
る
世
紀
の
大
工
事
か
ら
31

年
、
今
年
３
月
26
日
に
北
海
道
新
幹
線
が
青
函
ト
ン
ネ
ル

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
こ
の
世
紀
の
大
工
事
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
」
で
は
着
工
か
ら

完
成
ま
で
の
物
語
を
展
示
資
料
や
映
像
を
通
し
て
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
ニ
シ
ン
漁
の
発
祥
地
と
し
て
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
に
栄
え
た
福
島
町
は
、
現
在
も
漁
業
と
水

産
加
工
業
が
盛
ん
で
、
特
産
品
の
「
ス
ル
メ
」
は
生
産
量

日
本
最
大
級
を
誇
り
ま
す
。
肉
厚
で
素
材
の
味
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆◆  
相
撲
大
会
が
目
白
押
し

◆福
島
町
は
北
海
道
初
の
横
綱
で

あ
る
「
第
41
代
横
綱
千
代
の
山
」

と
角
界
初
の
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞

し
た「
第
58
代
横
綱
千
代
の
富
士
」

の
生
誕
地
で
「
横
綱
の
里
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
メ
ー

ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
二
大
横
綱
の

功
績
を
讃
え
た「
横
綱
千
代
の
山
・

千
代
の
富
士
記
念
館
」
が
あ
り
、

館
内
で
は
２
人
の
力
士
が
横
綱
に

な
る
ま
で
の
険
し
い
道
の
り
を
展

示
品
と
映
像
で
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
相
撲
大
会
が
目
白
押
し
で
す
。

５
月
の
母
の
日
「
北
海
道　

女
だ
け
の
相
撲
大
会
」
に
始

ま
り
、
６
月
は
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲　

函
館
場
所
ふ
く
し
ま

大
会
」、
７
月
は
「
千
代
の
富
士
杯
」。
小
学
４
・５
・
６
年

生
が
出
場
す
る
わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
優
勝
者
は
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
て
取
り
組
む
姿
は
大
人
顔
負
け
で
す
。
千
代

の
富
士
杯
に
は
全
道
各
地
、
及
び
青
森
県
か
ら
多
く
の
人

が
参
加
、
北
海
道
と
青
森
の
レ
ベ
ル
の
高
い
相
撲
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
８
月
は
九
重
部
屋
の
夏
合

宿
が
行
わ
れ
、
横
綱
記
念
館
の
稽
古
土
俵
で
は
力
士
た
ち

の
激
し
い
ぶ
つ
か
り
あ
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
迫

力
あ
る
朝
稽
古
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
撲
好

き
に
は
必
見
で
す
。
運
が
良
け
れ
ば
本
物
の
力
士
と
記
念
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―
国
内
外
か
ら
参
加
、
国
際
色
豊
か
に
―

河
原
塚
　
利
雄

福
島
町
観
光
協
会
会
長 北

海
道
福
島
町

2

北
の
大
地
で
美
し
く
も
激
し
い
戦
い
「
女
だ
け
の
相
撲
大
会
」

開会式での祈祷

相撲大会を前に、川濯神社への参拝

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
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写
真
も
撮
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
内
の
横
綱

橋
の
欄
干
に
は
土
俵
入
り
姿
を
模
し
た
レ
リ
ー
フ
が
は
め

込
ま
れ
、街
灯
の
装
飾
に
は
軍
配
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
施
し
、

地
面
に
は
土
俵
が
描
か
れ
て
お
り
、町
中
で
「
横
綱
の
里
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆◆  

女
性
が
主
役
の
相
撲
大
会

◆毎
年
、
母
の
日
に
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道　

女
だ
け
の

相
撲
大
会
」は
文
字
通
り
女
性
が
主
役
の
相
撲
大
会
で
す
。

「
は
っ
け
よ
い
！
」
の
掛
け
声
で
行
事
の
軍
配
が
あ
が
る
。

女
相
撲
は
ス
ピ
ー
ド
相
撲
で
、
と
に
か
く
勝
負
が
決
ま
る

の
が
早
い
で
す
。
上
手
投
げ
や
引
き
落
と
し
な
ど
技
も
多

彩
で
、
力
士
と
い
う
よ
り
ア
ス
リ
ー
ト
で
す
。
近
年
で
は

外
国
人
女
性
の
参
加
も
多
く
な
り
、
四
股
を
踏
む
仕
草
も

ど
こ
と
な
く
愛
く
る
し
く
感
じ
ま
す
。
桟
敷
席
か
ら
は

「
が
ん
ば
れ
！
」「
負
け
る
な
！
」
な
ど
の
声
援
が
飛
び
交

い
、
惜
し
く
も
負
け
た
力
士
に
も
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ

ま
す
。

相
撲
大
会
の
参
加
者
は
取
組
前
に
全
員
で
福
島
大
神
宮

の
境
内
に
あ
る
川
濯
︵
か
わ
そ
︶
神
社
に
参
拝
し
ま
す
。

川
濯
神
社
に
は
女
性
守
護
の
神
様
を
祀
っ
て
お
り
、
境
内

に
そ
び
え
立
つ
樹
齢
約
３
５
０
年
の
御
神
木
「
乳
房
桧
」

が
そ
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
根
元
の
部
分
が
膨
れ
上

が
っ
て
お
り
、
乳
房
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
応
元
年

︵
１
４
９
２
年
︶
の
福
島
大
神
宮
の
再
建
時
に
母
体
安
全
、

子
孫
繁
栄
な
ど
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
奉
植
さ
れ
、
松
前

藩
四
代
目
藩
主
の
奥
方
も
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
幹
を
触
る
と
乳
の
出
が
良
く
な
る
と
い
わ
れ
、

参
拝
に
来
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
こ
の
女
だ
け
の
相
撲
大

会
は
川
濯
神
社
が
創
建
５
０
０
年
を
迎
え
た
平
成
３
年

に
、
奇
祭
「
女
だ
け
の
祭
礼
行
列
」
の
奉
祝
奉
賛
行
事
と

し
て
福
島
大
神
宮
境
内
の
土
俵
で
相
撲
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。

◆◆  

涙
と
笑
顔
の
名
勝
負

◆女
性
の
神
様
に
見
守
ら
れ
て
の
大
会
は
福
島
町
鏡
山
公

園
土
俵
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
勢
揃
い
し
た
女
性
力
士
の
中

に
は
外
国
人
の
参
加
者
も
多
く
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な

ど
国
際
色
豊
か
な
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
18
歳
以
上
の

女
性
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク

な
「
四
股
名
」
で
相
撲
に
臨
み
ま
す
。

四
本
柱
が
立
つ
土
俵
を
囲
む
よ
う
に
階
段
状
に
観
戦
席

が
設
け
ら
れ
、
５
０
０

人
を
超
え
る
観
客
で
超

満
員
と
な
り
ま
す
。
２

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
の
予
選
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

大
会
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
相
撲

パ
ン
ツ
を
穿
い
て
戦
い

ま
す
。
優
勝
賞
金
10
万

円
を
目
指
し
て
、
男
顔

負
け
の
技
の
応
酬
、
北

海
道
新
幹
線
を
彷
彿
さ

せ
る
よ
う
な
恐
れ
知
ら

ず
の
突
進
相
撲
な
ど
で

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
す
。

大
会
の
見
所
は
女
性

た
ち
の
熱
き
戦
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取
組
を
取
り

仕
切
る
行
司
も
ま
た
見
所
で
す
。
行
司
の
面
白
お
か
し
い

ト
ー
ク
が
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
す
。

待
ち
に
待
っ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
決
勝
ま
で
勝
ち

上
が
っ
て
く
る
に
は
、技
の
キ
レ
味
や
運
も
必
要
で
す
が
、

相
撲
と
い
え
ば
や
は
り
「
重
量
」
で
す
。
毎
年
決
勝
ま
で

勝
ち
上
が
る
力
士
の
多
く
は
重
量
級
で
す
。
前
大
会
で
大

会
史
上
初
の
３
連
覇
を
達
成
し
た
「
お
で
ぶ
山
」
は
大
会

の
常
連
で
す
。
今
年
も
彼
女
の
取
組
に
観
客
の
目
も
釘
付

け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
年
の
大
会
は
５
月
８
日
に
開
催
予
定
で
す
。
今
年
も

全
国
各
地
か
ら
強
者
が
参
加
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
母
の
日
は
福
島
町
の
「
女
だ
け
の
相
撲

大
会
」
を
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。

9 2016・５月号
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旧
車
力
村
（
現
・
つ
が
る
市
）
の
国
際
交
流
は
「
チ
ェ

ス
ボ
ロ
ー
カ
ッ
プ
水
泳
駅
伝
」
に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
１
０
０
年
以
上
前
の
明
治
22
年
、
旧

車
力
村
が
誕
生
し
た
そ
の
年
10
月
30
日
、
早
朝
、
そ
こ
に

村
人
た
ち
が
見
た
も
の
、
そ
し
て
そ
の
後
に
と
っ
た
行
動

が
語
り
継
が
れ
、
村
人
た
ち
の
心
の
奥
底
に
人
間
愛
と
し

て
刻
み
こ
ま
れ
ま
し
た
。

◆◆  

チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
号
遭
難
事
件

◆耳
を
塞
い
で
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
強
い
沖
鳴
り
が
す
る

朝
、
牛
潟
集
落
の
漁
師
た
ち
は
、
約
３
０
０
㍍
の
沖
合
に

巨
船
が
一
隻
難
航
し
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
土
地

の
人
々
が
最
も
恐
れ
る
魔
の
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
、
船
は
転

覆
寸
前
の
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。

漁
師
た
ち
は
大
騒
ぎ
で
岸
辺
に
出
て
巨
船
の
甲
板
を
見

る
と
、
異
様
な
人
相
を
し
た
外
国
人
の
乗
組
員
ば
か
り
で

帆
柱
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
帆
は
ズ
タ
ズ
タ
に
切
れ
て
い
ま

し
た
。
手
の
施
し
よ
う
も
な
い
恐
ろ
し
い
惨
状
に
誰
も
が

立
ち
つ
く
す
ば
か
り
で
し
た
が
、
し
か
し
、
海
に
生
き
る

人
た
ち
の
本
能
で
、
漁
師
た
ち
は
荒
れ
狂
う
波
と
暴
風
の

中
に
小
さ
な
磯
船
を
漕
ぎ
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
妻
子
は

食
糧
と
燃
料
、
防
寒
衣
を
素
早
く
運
び
ま
し
た
。
村
の
触

れ
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
村
人
に
よ
る
決
死
の
救
助
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
乗
組
員
の
多
く
は
既
に
波
に
飲
ま

れ
た
後
で
し
た
が
、
わ
ず
か
に
４
～
５
人
の
人
影
が
波
間

に
見
え
ま
し
た
。
１
人
が
辛
う
じ
て
自
力
で
泳
ぎ
着
き
、

溺
死
寸
前
の
３
人
も
漁
師
の
船
に

よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
結

局
４
人
が
漁
師
の
勇
気
あ
る
行
動

に
よ
り
救
助
さ
れ
ま
し
た
。
意
識

が
な
く
危
篤
状
態
に
陥
っ
た
１
人

を
、
漁
師
の
妻
が
人
前
も
は
ば
か

ら
ず
、
前
肌
を
広
げ
抱
き
し
め
ま

し
た
。
彼
女
の
温
か
い
血
潮
と
深

い
人
間
愛
に
よ
っ
て
乗
組
員
は
一

命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。
助
け
た

村
人
た
ち
の
心
に
も
助
け
ら
れ
た

乗
組
員
た
ち
の
心
に
も
大
き
な
感

動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

双
方
と
も
に
言
葉
が
通
じ
な
い
た
め
、
村
の
婦
人
た
ち

は
身
振
り
手
振
り
で
食
事
を
勧
め
、
４
人
は
そ
れ
に
応
じ

ま
し
た
。
言
葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
誠
意
あ
る
心
は
通
じ

て
、
次
第
に
笑
顔
が
飛
び
出
し
、
乗
組
員
と
村
人
た
ち
の

心
温
ま
る
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

電
話
も
自
動
車
も
な
か
っ
た
時
代
に
村
一
番
の
健
脚
者

の
若
者
２
人
が
青
森
県
庁
ま
で
約
64
㌔
の
道
程
を
走
り
ま

し
た
。
３
日
後
、
奇
跡
的
に
救
助
さ
れ
た
４
人
は
米
国
に

帰
国
し
ま
し
た
。

◆◆  

き
っ
か
け
は
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
号
遭
難

◆  

１
０
０
周
年

チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
号
遭
難
事
件
は
人
間
愛
の
真
実
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
45
年
８
月
、
高
山
稲
荷
神
社
付
近
に
石
造
の
白
い

十
字
架
祈
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
駐
日
米
国
大
使
を
始
め
、

青
森
県
知
事
ら
約
２
０
０
人
が
列
席
し
遭
難
80
周
年
慰
霊

祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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―
米
国
姉
妹
都
市
ま
で
の
距
離
を
泳
ぐ
水
泳
駅
伝
―

葛
西
　
兼
光

つ
が
る
市
商
工
観
光
課
課
長
補
佐 青

森
県
つ
が
る
市

3

人
間
愛
が
テ
ー
マ
の
国
際
交
流
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

スタートの瞬間

水泳駅伝の競技風景

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
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勇
気
と
人
間
愛
を
象
徴
す
る
村
民
の
精
神
と
行
動
力

は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
１
０
０
年
以

上
経
っ
た
今
で
も
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に
生
き
て
い

ま
す
。

◆◆  

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

◆  ﹁
勇
気
と
愛
は
海
を
越
え
る
﹂

チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
号
の
母
港
が
あ
る
米
国
メ
ー
ン
州
バ
ス

市
と
の
交
流
が
次
第
に
深
ま
り
を
見
せ
、
姉
妹
都
市
の
提

携
に
よ
る
親
善
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
一
環
と
し
て
平
成
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、

全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
う
「
チ
ェ
ス
ボ

ロ
ー
カ
ッ
プ
水
泳
駅
伝
」
で
す
。
旧
車
力
村
と
固
い
絆
で

結
ば
れ
た
バ
ス
市
と
の
直
線
距
離
に
あ
た
る
１
万
２
０
０

㌔
を
参
加
者
の
合
計
距
離
を
毎
年
累
計
し
て
泳
ぎ
切
ろ
う

と
い
う
、
旧
車
力
村
の
精
神
を
代
表
し
て
い
る
と
も
い
え

る
真
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
現
在
ま
で
の
泳
い
だ
通
算
距

離
は
５
５
２
５
・
32
㌔
で
、
バ
ス
市
ま
で
の
目
標
距
離
ま

で
４
６
７
４
・
68
㌔
で
あ
り
、
予
想
で
は
、
あ
と
20
年
以

上
か
か
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
チ
ー
ム
５
人
で
参
加
し
順
位
を
争
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
な
が
ら
「
勇
気
と
愛
は
海
を
越
え
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
に
、
老
若
男
女
が
真
夏
の
同
じ
時
間

を
共
有
し
、
参
加
者
全
員
が
目
指
す
大
き
な
夢
と
チ
ェ
ス

ボ
ロ
ー
号
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
精
神
を
未
来
に
伝
え
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
る
の
で
す
。

◆◆  

課
題
は
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
と
人
材
育
成

◆大
会
を
運
営
し
て
い
る
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
倶
楽
部
の
ス

タ
ッ
フ
の
高
齢
化
と
次
世
代
へ
の
人
材
育
成
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
の
が
、
現
状
で
あ
り
、
こ
の
解
決
も
必
要

で
す
。
こ
の
時
期
は
県
内
で
も
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
が
分
散
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

大
会
を
行
う
た
め
に
は
、
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
倶
楽
部
会
員

や
、
つ
が
る
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
他
に
も
医
療
、
行
政
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊

及
び
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
バ
ス
市
と
の
つ
な
が

り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
地
域
住
民
と
の
つ
な
が

り
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う
に「
勇

気
と
愛
は
海
を
越
え
る
」
は
、
世
代
も
時
代
を
も
越
え
て

い
き
ま
す
。
最
終
目
標
の
到
達
点
に
た
っ
て
振
り
返
れ
ば

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
今
ま
で
の
26
年
間
は
長
い

年
月
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
カ
ッ
プ
水
泳
駅
伝
大
会
を
開
催

す
る
た
め
に
は
、前
に
も
述
べ
た
高
齢
化
の
解
消
の
た
め
、

若
い
世
代
に
も
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
倶
楽
部
の
会
員
と
し
て
の

登
録
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
大
会
運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら

い
、
後
継
者
と
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
大
会
へ
の
参
加
チ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、
倶
楽
部

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
活
用
し

な
が
ら
参
加
チ
ー
ム
の
増
加
に
つ
と
め
、
バ
ス
市
ま
で
の

最
終
目
標
で
あ
る
距
離
を
早
期
に
達
成
し
た
い
も
の
で

す
。◆◆  

米
国
バ
ス
市
と
の
強
い
絆

◆最
後
に
な
り
ま
す
が
、
二
つ
の
国
は
お
互
い
に
友
情
を

支
え
、
深
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
は
バ
ス
市

の
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
車
力
、
バ
ス
市
の
両
中
高
生
の
交
流

は
、
お
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
相
互
理
解
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
の
価
値
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

未
来
が
抱
え
る
困
難
に
立
ち
向
か
う
と
き
に
つ
が
る
市

と
バ
ス
市
は
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
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◆◆  

山
岳
信
仰
の
聖
地
を
走
る

◆「
西
の
伊
勢
参
り
」
に
対
し
「
東
の
奥
参
り
」
と
さ
れ

た
出
羽
三
山
は
羽
黒
山
が
現
世
、
月
山
が
前
世
、
湯
殿
山

が
来
世
、
す
な
わ
ち
三
世
の
浄
土
を
表
す
と
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
は
羽
黒
山
か
ら
入
り
、
月
山
で
死
と
よ
み
が
え

り
の
修
行
を
行
い
、
湯
殿
山
で
再
生
す
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
巡
り
方
で
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
意
味
を
も
つ
「
三

関
三
度
」
の
旅
と
さ
れ
ま
し
た
。
遥
か
古
か
ら
多
く
の
庶

民
が
憧
れ
、
巡
礼
と
し
て
歩
い
た
歴
史
の
道
を
一
気
に

駆
け
抜
け
よ
う
と
い
う
の
が
「
羽
黒
山
石
段
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
」
の
魅
力
で
す
。
僅
か
６
㌔
の
コ
ー
ス
の
中
、

２
４
４
６
段
の
石
段
は
私
達
の
人
生
の
高
い
壁
の
ご
と
く

立
ち
は
だ
か
り
、
こ
こ
を
走
り
ぬ
く
こ
と
が
「
新
た
な
気

持
ち
に
立
ち
返
れ
る
瞬
間
」
で
あ
り
、「
生
ま
れ
変
わ
る

た
め
の
大
会
」
で
も
あ
る
の
で
す
。

◆◆  

悠
久
の
歴
史
に
包
ま
れ
た
羽
黒
山

◆

出
羽
三
山
の
麓
に
位
置
す
る
鶴
岡
市
羽
黒
地
域
は
山
岳

修
験
の
霊
場
と
し
て
全
国
的
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

羽
黒
地
域
は
観
光
地
で
あ
る
と
と
も
に
典
型
的
な
農
村
地

帯
で
も
あ
り
、
稲
作
を
主
に
当
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
庄

内
柿
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
の
生
産
が
盛

ん
で
す
。
ま
た
、映
画
の
撮
影
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

ロ
ケ
施
設
を
見
学
に
訪
れ
る

観
光
客
や
精
進
料
理
を
提
供

す
る
宿
坊
も
連
な
り
、
長
い

歴
史
と
豊
か
な
文
化
、
雄
大

な
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域

の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し

た
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
出
羽

三
山
が
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン

で
三
ツ
星
に
選
ば
れ
た
効
果

も
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
が
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆◆  

羽
黒
山
石
段
マ
ラ
ソ
ン
の

◆  

ル
ー
ツ
と
魅
力
あ
る
コ
ー
ス

平
成
13
年
に
合
併
前
の
当
時
の
羽
黒
町
商
工
会
の
有

志
が
町
内
の
行
政
・
地
元
高
校
・
体
育
協
会
・
走
友
会
等

の
関
係
機
関
や
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
支
援
を
受
け
て

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
２
４
４
６
段
の
石
段
を
一
気
に

駆
け
登
る
大
会
の
第
１
回
を
国
や
羽
黒
町
の
地
域
振
興
活

性
化
事
業
補
助
金
を
受
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
商
工
会
会

員
有
志
が
町
の
歴
史
資
源
を
活
用
し
て
元
気
に
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
と
、
羽
黒
町
を
全
国
に
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
取
り
組
む
と
い
う
熱
い
気
持
ち
が
大
会
を
継
続
さ

せ
て
き
た
の
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
日
本
一
と
い
わ
れ
る
大
鳥
居
が
ス

タ
ー
ト
地
点
。
手
向
地
区
の
歴
史
的
風
情
を
感
じ
る
宿
坊

街
を
一
気
に
駆
け
抜
け
、
随
神
門
か
ら
始
ま
る
全
長
１
・

７
㌔
の
２
４
４
６
段
の
石
段
は
、
樹
齢
千
年
以
上
と
い
わ
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春

出
羽
商
工
会
東
部
セ
ン
タ
ー
長 山

形
県
鶴
岡
市
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千
四
百
年
の
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史
に
包
ま
れ
た
２
４
４
６
段
の
石
段
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

開会式で山伏より安全祈願

山伏のほらがいによるスタートの合図

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
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れ
る
爺
杉
と
樹
齢
５
０
０
年
の
杉
並
木
、
そ
し
て
東
北
で

は
最
古
の
塔
で
あ
る
国
宝
の
五
重
塔
な
ど
の
美
し
い
文
化

財
に
囲
ま
れ
、
神
聖
な
空
気
に
包
ま
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
と
し
て
は
全
国
に
類
の
な
い
コ
ー
ス
で
す
。
石
段
は
一

の
坂
に
始
ま
り
、「
油
こ
ぼ
し
の
坂
」
と
呼
ば
れ
る
二
の

坂
が
最
大
の
難
所
で
あ
り
、
三
の
坂
ま
で
鬱
蒼
と
し
た
杉

林
の
中
を
一
気
に
駆
け
上
が
る
言
葉
に
出
来
な
い
く
ら
い

大
変
過
酷
で
厳
し
い
コ
ー
ス
で
す
。

◆◆  

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も
参
加

◆15
回
大
会
は
昨
年
の
10
月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
開
催
ポ
ス
タ
ー
は
地
元
高
校
の
美
術
部
員
が
担
当
、

杉
板
製
の
賞
状
は
商
工
会
工
業
部
会
の
大
工
さ
ん
が
担

当
、
大
会
の
賞
品
も
地
元
産
の
新
米
、
庄
内
柿
、
日
本
酒

等
地
元
の
特
産
品
で
統
一
し
た
羽
黒
町
の
地
域
性
を
生
か

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
会
参
加
者
は
２
４
２
人

と
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、北
は
青
森
県
、

南
は
香
川
県
と
全
国
各
地
か
ら
参
加
。
参
加
者
の
年
代

も
、
男
子
の
最
高
年
齢
が
77
歳
、
女
子
の
最
高
年
齢
が
65

歳
と
幅
広
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
方
、
箱
根

駅
伝
で
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど
も
参
加
し
ま
し
た
。

出
羽
三
山
神
社
山
伏
が
参
加
選
手
の
完
走
と
安
全
を
祈

願
、
選
手
の
身
体
に
染
み
渡
る
よ
う
な
ほ
ら
貝
の
音
で
ス

タ
ー
ト
地
点
の
大
鳥
居
へ
移
動
。
午
前
10
時
の
時
報
を
合

図
に
ス
タ
ー
ト
。
ゆ
る
や
か
な
上
り
坂
を
走
り
き
る
と
宿

坊
街
。
地
元
の
方
々
や
参
拝
客
が
拍
手
で
迎
え
ま
す
。
石

段
上
り
坂
口
で
は
地
元
羽
黒
太
鼓
の
子
供
達
が
太
鼓
の
演

奏
で
必
死
に
走
る
選
手
を
鼓
舞
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
国
宝

五
重
塔
か
ら
は
２
４
４
６
段
の
石
段
が
待
ち
受
け
て
い
ま

す
。
石
段
を
歩
く
参
拝
客
が
声
援
を
か
け
て
く
れ
、
歩
い

て
も
大
変
な
一
の
坂
か
ら
二
の
坂
、
三
の
坂
と
一
気
に
走

り
ぬ
け
ま
す
。
難
所
の
「
油
こ
ぼ
し
の
坂
」
で
は
声
も
出

せ
な
い
程
体
力
を
消
耗
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ゴ
ー

ル
の
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

今
大
会
の
１
位
の
記
録
は
27
分
11
秒
。
大
勢
の
関
係
者

や
参
拝
客
が
ゴ
ー
ル
で
待
ち
構
え
、
閉
会
式
会
場
で
は
地

元
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
山
形
名
物
の
芋
煮
と
庄
内
柿
を

ふ
る
ま
い
、
記
録
の
集
計
が
ま
と
ま
る
ま
で
は
地
元
お
や

じ
バ
ン
ド
が
ラ
イ
ブ
で
走
り
き
っ
た
選
手
を
癒
し
て
く
れ

ま
し
た
。
今
大
会
も
参
加
選
手
全
員
が
完
走
し
満
足
感
あ

ふ
れ
る
笑
顔
で
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆◆  

新
た
な
視
点
で
大
会
運
営
を
再
検
討

◆15
年
間
続
い
て
き
た
大
会
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大

き
く
、
商
工
会
が
目
指
す
地
域
振
興
事
業
と
し
て
も
一
定

の
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。
大
会
が
羽
黒
町
を
元
気
に
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
、
地
域
住
民
と
の
絆
を
保
持
す
る

と
共
に
大
会
を
通
し
て
情
報
を
発
信
す
る
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
第
16
回
大
会
を
最
後
に
そ
の
後

の
大
会
開
催
に
つ
い
て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
主
催
団
体
で
あ
る
商
工
会
が
平
成
20
年
に

合
併
、
商
工
会
羽
黒
支
所
の
運
営
体
制
が
職
員
１
人
と
い

う
状
況
に
あ
り
、
支
所
自
体
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
現
在
も
他
の
支
所
の
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
の
大
会
運
営
で
す
が
、
大
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
事
務
局
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
事
務
局
を
担
当
で

き
る
団
体
が
手
を
挙
げ
な
け
れ
ば
大
会
の
存
続
は
無
理
で

し
ょ
う
。
羽
黒
地
域
の
大
会
と
し
て
で
は
な
く
、
鶴
岡
市

全
体
の
大
会
と
し
て
存
続
で
き
な
い
か
知
恵
を
絞
っ
て
関

係
団
体
と
協
議
し
て
い
く
考
え
で
す
。
第
16
回
大
会
は
今

年
10
月
９
日
︵
日
︶
の
開
催
予
定
。
全
国
各
地
の
マ
ラ
ソ

ン
を
愛
す
る
皆
様
、
悠
久
の
歴
史
と
杉
並
木
、
そ
し
て

２
４
４
６
段
の
石
段
が
皆
さ
ん
の
挑
戦
を
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
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◆◆  

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆   「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」

「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
は
、地
域
の
社
会
課
題
で
あ
る
「
環

境
保
全
活
動
（
ゴ
ミ
拾
い
）」
を
、
人
任
せ
に
せ
ず
、
自

分
た
ち
の
汗
と
情
熱
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
活
動
で
す
。

２
０
０
８
年
５
月
に
活
動
が
始
ま
り
、
２
０
１
５
年
12
月

ま
で
に
全
国
で
４
５
０
大
会
、
約
４
万
人
の
方
々
が
ス
ポ

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

予
め
決
め
ら
れ
た
競
技
エ
リ
ア
で
、
制
限
時
間
内
に
、

チ
ー
ム
が
力
を
合
わ
せ
ゴ
ミ
を
拾
い
、
そ
の
質
と
量
を
競

い
合
う
と
い
う
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
則
り
、

「
ル
ー
ル
を
尊
重
す
る
」「
相
手
を
尊
重
す
る
」「
審
判
を

尊
重
す
る
」
と
い
う
基
本
精
神
を
ル
ー
ル
化
し
、
楽
し
み

や
ワ
ク
ワ
ク
感
の
中
で
改
め
て
自
分
た
ち
の
街
の
ゴ
ミ
問

題
に
向
き
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
今

ま
で
の
ゴ
ミ
拾
い
に
な
い
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
「
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
環
境
保
全
活

動
（
ゴ
ミ
拾
い
）
に
一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人
の

参
加
動
機
に
繋
が
り
、
そ
の
後
の
環
境
意
識
の
向
上
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
の
研
究
調
査
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
２
０
１
０
年
～
２
０
１
２
年 

国
立
環
境

研
究
所
調
べ
）。

◆◆  
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
言
葉
が�

 
◆  
モ
ノ
の
価
値
観
を
変
え
る

15
年
前
、
起
業
の
た
め
30
歳
で
九
州
か
ら
東
京
に
出
て

き
た
私
は
、
都
会
で
の
生
活
に
な
か
な
か
順
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
自
分
自
身
を
見
直
そ
う
と
始
め

た
の
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
に
し
か
向

い
て
い
な
か
っ
た
心
の
眼
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
中
で
次
第

に
外
に
向
き
始
め
た
時
、
最
初
に
気
に
な
っ
た
の
が
毎
日

捨
て
ら
れ
て
い
る
街
の
ゴ
ミ
で
し
た
。

朝
の
清
々
し
い
空
気
を
汚
す
ゴ
ミ
が
気
に
な
り
始
め
、

取
り
あ
え
ず
目
に
付
く
身
の
回
り
の
環
境
を
整
え
よ
う
と

始
め
た
の
が
、
ゴ
ミ
拾
い
で
す
。
し
か
も
、
単
に
ゴ
ミ
を

拾
う
の
で
は
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
な
が
ら
拾
う
こ
と

を
始
め
て
み
ま
し
た
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
前
方
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
に
狙
い
を

付
け
、
で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
ソ

レ
を
拾
う
。
次
の
ゴ
ミ
は
利
き
手
で
は
な
い
方
の
手
で

拾
っ
て
み
る
。
出
来
る
だ
け
腰
を
落
と
し
、
大
胸
筋
を
意

識
し
な
が
ら
拾
っ
て
み
る
な
ど
…
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、

今
ま
で
「
汚
い
」
と
感
じ
て
い
た
街
の
ゴ
ミ
が
、
自
分
の

中
で
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
な
り
、
た
だ
汚
い
だ
け
の
存
在

で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に
街
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
ゴ
ミ
に
は
嫌
悪
感
を
覚
え
ま
す
が
、
拾
う
と
い
う

行
為
を
意
義
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
言
葉
が
、
モ
ノ
の
価
値
観

を
変
え
る
」。
そ
ん
な
感
覚
を
自
ら
体
験
し
た
瞬
間
で
し

た
。
同
時
に
「
ゴ
ミ
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ
化
す
れ
ば
、
今
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
参
加
動

機
に
な
る
ハ
ズ
。
一
度
、
試
し
て
み
た
い
！
」
と
い
う
想

い
に
か
ら
れ
、
ゴ
ミ
拾
い
を
競
技
化
し
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
ル
ー
ル
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

◆◆  

世
界
で
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
と�

 

◆  

ゴ
ミ
拾
い
の
融
合

世
界
で
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
と
ゴ
ミ
拾
い
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
の
開
催
に
向
け
、
ま
ず
始
め
た
の

は
ル
ー
ル
づ
く
り
。
ど
う
や
っ
た
ら
ゴ
ミ
拾
い
が
競
技
と

な
る
か
？
ど
う
し
た
ら
オ
モ
シ
ロ
く
な
る
か
？
適
正
な
競

技
時
間
と
人
数
は
？
安
全
面
は
？
ゴ
ミ
を
集
め
た
結
果
を

ど
う
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
か
？
開
会
式
、
表
彰
式
は
ど
う
す

る
？
な
ど
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
み
で
し

た
。開

会
式
の
会
場
候
補
を
東
京
・
渋
谷
区
役
所
隣
り
の
渋

谷
公
会
堂
前
広
場
と
し
、
同
区
役
所
へ
使
用
許
可
を
も
ら

い
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
ゴ
ミ
拾
い
活
動
だ
っ
た
ら
貸
し
出

せ
る
が
、
路
上
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
団
体
に
は
許
可
は
出
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せ
な
い
」
と
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。「
そ
ん
な
ゴ
ミ
拾
い
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
」「
実
績
が
な
い
」
が
そ
の
理
由
で

し
た
。
そ
の
後
も
担
当
者
に
念
入
り
に
説
明
し
、
よ
う
や

く
こ
の
会
場
を
使
用
す
る
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆◆  

第
１
回
大
学
対
抗
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い�

◆  

大
会
開
催

こ
の
、
世
界
で
初
め
て
の
試
み
は
、
都
内
８
大
学
か
ら
、

競
技
者
56
人
、
審
判
員
８
人
の
参
加
で
開
催
を
迎
え
ま
し

た
。
初
め
て
の
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
は
果
た
し
て
盛
り
上
が
る

の
か
？
私
に
と
っ
て
は
実
験
で
し
た
。
当
日
は
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
８
大
学
す
べ
て
が
参
加
。
開
会
式
、選
手
宣
誓
、

作
戦
タ
イ
ム
、
60
分
の
競
技
の
後
、
記
念
す
べ
き
、
第
１

回
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
で
優
勝
し
た
の
は
、
日

本
女
子
体
育
大
学
の
バ
ス
ケ
部
チ
ー
ム
。
大
会
で
集
め
た

ゴ
ミ
の
総
重
量
は
約
１
２
０
㌔
。
そ
の
う
ち
約
60
㌔
を

拾
っ
た
の
が
日
本
女
子
体
育
大
学
で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
。

記
者 

「
優
勝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
よ
く
ゴ
ミ

拾
い
は
よ
く
や
っ
て
る
の
？
」

学
生
「
ゴ
ミ
拾
い
は
、
初
め
て
で
す
」

記
者 

「
え
？
そ
れ
で
は
な
ぜ
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

の
？
」

学
生 

「
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
仲
間
と
楽

し
く
出
来
る
し
」

こ
の
一
連
の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
た
私
は
、
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
言
葉
の
持
つ
力
、
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
の
可
能
性
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
の
実
験
が
成
功
し
た
こ

と
の
証
し
で
あ
り
、
同
時
に
「
こ
の
活
動
は
、
続
け
て
い

く
価
値
が
あ
る
な
。」
と
確
信
し
た
瞬
間
で
し
た
。

◆◆  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
そ
の
先
に
あ
る
も
の

◆ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
ゴ
ミ
拾
い
の

価
値
観
を
変
え
ま
し
た
。
競
技
の
中
で
自
分
の
街
の
ゴ
ミ

の
現
状
に
向
き
合
い
自
発
的
に
環
境
意
識
を
養
っ
て
も
ら

う
と
い
う
目
的
だ
け
で
な
く
、
開
催
す
る
こ
と
で
生
ま
れ

る
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
に
、
街
が
き
れ
い
に
な
る

こ
と
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
は
、
健
康
維
持
の
た
め
の
「
ス
ポ
ー
ツ
」、

街
の
環
境
保
全
の
た
め
の
「
ゴ
ミ
拾
い
」
と
、
ど
こ
で
も

掲
げ
る
２
つ
の
課
題
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、
自

治
体
だ
け
で
な
く
、
商
店
街
や
婦
人
会
・
老
人
会
な
ど
の

地
域
の
各
種
団
体
、
学
校
、
地
域
の
企
業
な
ど
が
積
極
的

に
協
力
し
、
参
加
し
て
く
れ
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

同
じ
町
で
暮
ら
し
、
同
じ
町
で
仕
事
を
す
る

人
た
ち
が
集
ま
る
大
会
会
場
で
は
、
参
加
者

同
士
が
楽
し
く
会
話
し
、
競
い
合
い
、
称
え

あ
う
こ
と
で
清
々
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
や

催
し
物
で
も
協
力
し
合
え
る
関
係
に
成
長
し

て
い
る
様
で
す
。
ま
さ
に
、
最
近
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
「
地
域
力
」
を
育
て
る
場
、「
地
域

創
生
」
の
場
と
し
て
、
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
は
最

適
な
の
で
は
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
新
た
な
展
開
と
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
、
地
域
の
社
会
課
題

を
解
決
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゴ
ミ
拾
い
以

外
の
社
会
課
題
の
解
決
に
ア
タ
ッ
ク
し
始
め

て
い
ま
す
。
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◆◆  

い
ざ
決
戦
の
地
へ
！

◆「
投
げ
て
投
げ
て
投
げ
て
、
ぶ
つ
け
ろ
～
」
と
、
魚
沼

市
の
雪
の
コ
ロ
シ
ア
ム
に
お
な
じ
み
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
響

き
渡
る
。「
あ
ん
さ
＆
お
っ
さ
」
と
い
う
地
元
出
身
の
ユ

ニ
ッ
ト
が
歌
う
こ
の
歌
は
、
28
年
間
続
く
小
出
国
際
雪
合

戦
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
。
開
会
式
で
流
れ
る
こ
の
歌
を
皮
切

り
に
、
い
よ
い
よ
雪
合
戦
の
戦
い
の
幕
が
上
が
る
。

◆◆  

山
紫
水
明
・
豪
雪
の
ま
ち
、
魚
沼
市

◆小
出
国
際
雪
合
戦
は
、
毎
年
２
月
に
県
立
奥
只
見
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
公
園
「
響
き
の
森
公
園
」
で
開
催
さ

れ
る
雪
合
戦
の
国
際
大
会
で
す
。
会
場
で
あ
る
魚
沼
市
は

新
潟
県
の
南
東
部
に
あ
り
、「
お
か
ず
が
い
ら
な
い
ほ
ど

お
い
し
い
お
米
」
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
産
地
や
、
日
本

有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
駅
か

ら
上
越
新
幹
線
で
約
１
時
間
半
、
関
越
自
動
車
道
で
小
出

Ｉ
Ｃ
ま
で
車
で
約
３
時
間
と
、
関
東
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
良

く
、
雪
合
戦
の
参
加
者
に
は
関
東
の
方
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
冬
は
一
面
に
広
が
る
雪
景
色
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬
国
立
公
園
、
秋
は
奥
只
見
湖
の
遊

覧
船
か
ら
の
紅
葉
と
、四
季
の
魅
力
に
溢
れ
た
ま
ち
で
す
。

ま
た
湯
之
谷
温
泉
郷
を
中
心
と
し
た
個
性
豊
か
な
温
泉
に

も
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

◆◆  
小
出
国
際
雪
合
戦
の
発
祥

◆国
内
で
開
催
さ
れ
る
雪
合
戦
大
会
は
、
主
な
も
の
だ
け

で
も
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
、
長
野
県
白
馬
村
の
日
本
雪

合
戦
選
手
権
大
会
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
が
、
小
出
国
際
雪

合
戦
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
歴
史
が
長
い
大
会
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
で
第
28
回
の
開
催
を
迎
え
ま
し

た
。第

１
回
大
会
を
開
催
し
た
平
成
元
年
に
「
地
域
の
元
気

を
掘
り
起
こ
そ
う
」
と
い
う
狙
い
の
元
、
魚
沼
な
ら
で
は

の
雪
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
と
、
地
域
の
若

者
と
市
役
所
の
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
発
案
さ
れ
た
の
が

こ
の
小
出
国
際
雪
合
戦
で
し
た
。
子
ど
も
の
遊
び
で
あ
る

雪
合
戦
を
ど
の
よ

う
に
大
人
が
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
に

す
る
か
、
知
恵
を

出
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組

み
は
大
き
く
注
目

さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

密
着
取
材
が
行
わ

れ
た
り
、
２
時
間

特
集
番
組
が
放
送

さ
れ
た
り
と
、
メ

デ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
全
国
的
に
一
気
に
知
名
度
を
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
少
雪
に
よ
り
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど
で
雪
を
会
場
に
運
び
こ
ん
だ
こ
と
で
よ
う

や
く
開
催
に
た
ど
り
着
き
、
伝
説
の
第
１
回
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
参
加
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
第
28

回
大
会
に
お
い
て
は
、
大
人
の
部
１
８
６
チ
ー
ム
、
子
ど

も
の
部
21
チ
ー
ム
と
、
約
１
０
０
０
人
が
選
手
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
参
加
チ
ー
ム
の
募
集
を
開
始
し
て
か
ら

約
１
週
間
と
い
う
早
さ
で
２
０
０
チ
ー
ム
の
枠
は
ほ
ぼ
埋

ま
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
チ
ー
ム
が
後
を
絶
た
な
い
ほ

ど
、
魚
沼
の
冬
を
彩
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆  

地
域
へ
の
思
い
を
形
に

◆す
で
に
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、

運
営
の
主
体
で
あ
る
小
出
商
工
会
青
年
部
は
更
な
る
向
上

を
目
指
し
、
例
年
、
約
半
年
前
か
ら
毎
週
の
よ
う
に
運
営

会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
年
の
雪
合
戦
委
員
長
を
務
め
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た
青
年
部
員
の
今
井
清
司
氏
は
、「
28
年
も
続
く
イ
ベ
ン

ト
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
」
と
、
委
員
長
と
し
て
務
め
た

１
年
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
今
年
も
第
１
回
大
会
同
様
、

例
年
に
な
い
少
雪
で
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

周
辺
の
雪
を
会
場
内
に
入
れ
る
こ
と
で
ど
う
に
か
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
今
井
氏
の
発
案
に
よ
り
、

今
年
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
コ
ー
ト
内
の
盾
の
数

を
減
ら
し
て
白
熱
し
た
試
合
展
開
と
な
る
よ
う
な
工
夫
を

し
た
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
義
務
付
け
、
安
全
面
へ

の
配
慮
を
さ
ら
に
重
ね
た
り
し
ま
し
た
。
今
井
氏
は
「
雪

合
戦
は
そ
の
当
日
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
。
若
者
な

り
の
地
域
へ
の
思
い
を
形
に
し
た
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

そ
の
思
い
は
、
約
10
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
Ｗ
Ｅ 
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ 

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

い
う
商
店
街
の
活
性
化
企
画
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
元
商
店
街
と
連
携

◆Ｗ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、
魚
沼
市
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
抽
選

会
の
企
画
で
す
。
雪
合
戦
前
の
約
２
週
間
に
、
小
出
商
店

街
を
中
心
と
し
た
提
携
店
で
買
い
物
を
す
る
と
も
ら
え
る

抽
選
券
３
枚
で
、
雪
合
戦
会
場
で
豪
華
景
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
28

回
大
会
で
は
40
店
舗
、
３
団
体
、
３
施
設
の
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
抽
選
会
の
商
品
も
、
地
元
の
特
産
品
の
商
品
券

等
が
中
心
と
な
り
、
経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
地
元
企
業
を
中
心
に「
う
ま
い
も
の
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
称
し
た
露
店
市
が
並
び
ま
す
が
、
こ
の
露
店
で
も
同
様

の
抽
選
券
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
地
域
住
民
が
雪
合
戦
会
場
に
足
を
運
び
、
ま

た
商
店
街
が
一
丸
と
な
っ
て
雪
合
戦
を
支
え
る
仕
組
み
が

で
き
ま
し
た
。
例
年
こ
の
企
画
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
参
加
店
舗
の
増
え
た
今
年
は
例
年
以
上
に
大

盛
況
で
し
た
。

◆◆  

魚
沼
フ
ァ
ン
に
な
る
、
前
夜
祭
の
魅
力

◆「
雪
合
戦
は
当
日
だ
け
で
は
な
い
」
と
今
井
氏
が
話
す

よ
う
に
、
前
日
に
は
「
前
夜
祭
」
と
呼
ば
れ
る
交
流
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
会
に
は
、
選
手
だ
け
で

は
な
く
、
地
元
住
民
も
参
加
し
交
流
を
図
り
ま
す
。
か
つ

て
は
雪
合
戦
に
ち
な
ん
で
「
酒
合
戦
」
と
呼
ば
れ
、
会
の

最
後
に
は
肩
を
組
み
な
が
ら
の
大
合
唱
が
恒
例
と
な
り
、

相
当
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
例
年
出
場
し
て

い
る
選
手
の
中
に
は
前
夜
祭
に
参
加
す
る
た
め
に
雪
合
戦

に
来
る
と
い
う
方
も
多
く
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。
前
夜
祭

へ
の
参
加
は
宿
泊
客
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
今

年
は
約
２
５
０
人
が
魚
沼
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
ま

し
た
。
選
手
も
、
地
元
の
人
も
、
心
か
ら
楽
し
め
る
こ
の

よ
う
な
交
流
こ
そ
が
、
魚
沼
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

◆魚
沼
市
は
、
６
町
村
が
合
併
し
今
年
で
市
制
11
年
を
迎

え
ま
す
。現
状
で
は
こ
の
雪
合
戦
も
他
の
イ
ベ
ン
ト
同
様
、

旧
町
村
ご
と
の
特
色
が
強
い
で
す
が
、
い
つ
か
そ
の
垣
根

を
越
え
て
、
魚
沼
市
の
若
者
全
員
が
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に

昇
華
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
県

立
小
出
高
校
野
球
部
の
生
徒
が
10
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
自
分
の
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
、
地
方
創

生
の
地
域
活
性
化
へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

来
年
の
国
際
雪
合
戦
は
、コ
ー
ト
数
を
増
や
し
、参
加
チ
ー

ム
数
も
増
や
し
、
さ
ら
に
楽
し
め
る
企
画
を
用
意
し
て
皆

様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
冬
の
魚
沼
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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◆◆  

伊
東
温
泉
に
全
国
か
ら
57
チ
ー
ム
が
参
加

◆修
学
旅
行
の
思
い
出
と
い
っ
た
ら
「
ま
く
ら
投
げ
」
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
懐
か
し
さ
も
感
じ
る
「
ま
く
ら
投
げ
」
を
当
市
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
技
化
し
、
平
成
25
年
か
ら
全
国
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
27
日
、
28
日
に
開
催
し
た
「
第
４
回
全

日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会
ｉ
ｎ
伊
東
温
泉
」
に
は
、
北
海
道

か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
、
日
本
全
国
か
ら
57
チ
ー
ム
、
約

４
５
０
人
が
参
加
し
、
日
本
一
の
称
号
を
得
る
た
め
に
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
か
が
ま
く
ら
投
げ
と
思
い
き
や
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

真
剣
そ
の
も
の
。
試
合
開
始
の
合
図
と
と
も
に
力
い
っ
ぱ

い
枕
を
投
げ
合
い
、
飛
び
交
う
枕
を
よ
け
な
が
ら
繰
り
広

げ
ら
れ
る
真
剣
勝
負
は
、
見
る
人
も
魅
了
し
ま
し
た
。

◆◆  

地
元
高
校
生
が
考
案
し
た

◆  「
ま
く
ら
投
げ
の
す
す
め
」

当
市
が
全
国
で
初
め
て
ま
く
ら
投
げ
を
競
技
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
22
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
、
高
校
生
の
斬
新
な
発
想
力
を
競
い
合
う
プ
レ
ゼ
ン
の

全
国
大
会
「
デ
ザ
セ
ン
２
０
１
０
（
全
国
高
等
学
校
デ
ザ

イ
ン
選
手
権
大
会
、
主
催
：
東
北
芸
術
工
科
大
学
）」
で
、

地
元
の
伊
東
高
校
城
ヶ
崎
分
校
の
生
徒
が
考
案
し
た
「
ま

く
ら
投
げ
の
す
す
め
」
が
、
準
優
勝
・
市
民
賞
・
高
校
生

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
す
。

伊
東
高
校
城
ヶ
崎
分
校
は
、
同
大
会
の
常
連
校
で
、
当

時
、
指
導
を
担
当
し
て
い
た
大
津
忍
先
生
に
お
話
し
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、プ
レ
ゼ
ン
の
題
材
を
決
め
る
方
法
と
し
て
、

生
徒
で
し
り
と
り
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ド
を
出
し
、

そ
の
中
で
お
も
し
ろ
そ
う
な
ワ
ー
ド
を
題
材
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。「
ま
く
ら
投
げ
」
を
題
材
と
し
て
決

定
し
た
の
に
は
、
①
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
て
夢
中
で
枕
を
ぶ

つ
け
合
う
充
実
感
が
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
人
に
必
要
②

子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
楽
し
め
る
③
地
元
伊
東
市
が

温
泉
地
で
も
あ
り
地
域
お
こ
し
も
期
待
で
き
る
、
と
い
う

生
徒
達
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

◆◆  

ま
く
ら
投
げ
大
会
の
実
現

◆「
ま
く
ら
投
げ
の
す
す
め
」
の
提
案
を
踏
ま
え
、
特
に

若
者
へ
の
当
市
の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
伊
東
温
泉
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
に
、
新
た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま

く
ら
投
げ
の
競
技
化
を
進
め
、
平
成
25
年
２
月
に
「
第
１

回
全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
大
会
で
は
、「
ま
く
ら
投
げ
の
す
す
め
」
で
提

案
さ
れ
た
内
容
か
ら
大
将
戦
を
採
用
し
、
一
般
の
部
（
６

チ
ー
ム
）、子
供
の
部
（
６
チ
ー
ム
）、大
学
対
抗
の
部
（
６

チ
ー
ム
）
の
３
部
門
で
開
催
し
ま
し
た
。

年
々
人
気
が
上
昇
し
、
出
場
希
望
者
が
増
え
て
き
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
第
４
回
目
を
迎
え
た
今
年
、
一
般
の
部
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（
48
チ
ー
ム
）、
子
供
の
部
（
９
チ
ー
ム
）
の
２
部
門
で
、

２
日
間
開
催
と
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
大
会
の
規
模
を
拡
大
し
ま
し
た
。

◆◆  

綿
密
に
考
え
ら
れ
た
ル
ー
ル

◆会
場
は
、
修
学
旅
行
で
の
ま
く
ら
投
げ
に
近
い
雰
囲
気

を
出
す
た
め
、
体
育
館
に
畳
を
敷
き
、
選
手
は
浴
衣
を
着

用
し
ま
す
。
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
、
１
チ
ー
ム
８
人
編
成

（
内
選
手
５
人
、
サ
ポ
ー
ト
３
人
）
で
、
各
チ
ー
ム
の
中

か
ら
大
将
を
１
人
決
め
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
枕
を
投
げ
合
う
「
大
将
生
き

残
り
戦
」
で
す
。
つ
ま
り
は
、
枕
を
投
げ
合
っ
て
大
将
に

当
た
る
か
、
終
了
の
合
図
の
時
に
残
っ
て
い
る
選
手
の
数

で
勝
敗
を
競
い
ま
す
。

こ
の
「
ま
く
ら
投
げ
」
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
枕
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
。
枕
が
目
の
前
に
く

る
と
つ
い
つ
い
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
「
ア
ウ
ト
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
試
合
を
盛
り
上
げ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
と

し
て
、「
先
生
が
き
た
ぞ
～
！
」
コ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

各
チ
ー
ム
が
１
試
合
の
中
で
１
回
だ
け
コ
ー
ル
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ル
を
宣
言
さ
れ
た
ら
両
チ
ー
ム

の
生
き
残
っ
て
い
る
選
手
は
、
10
秒
間
正
座
を
し
、
そ
の

間
に
コ
ー
ル
を
し
た
チ
ー
ム
の
大
将
が
相
手
の
枕
を
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
一
発
逆
転
も
可
能
な
「
必
殺
技
」

で
す
。

ま
た
、
布
団
を
壁
に
し
て
相
手
側
の
攻
撃
を
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
防
御
専
門
の
「
リ
ベ
ロ
」
を
作
る
な
ど
、「
ま

く
ら
投
げ
大
会
」
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
で

き
る
だ
け
本
来
の
ま
く
ら
投
げ
に
近
い
雰
囲
気
を
残
し
つ

つ
、「
も
っ
と
こ
う
し
た
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
」
な
ど
、

出
場
者
が
楽
し
め
る
よ
う
ル
ー
ル
を
、
ま
る
で
自
分
た
ち

が
出
場
す
る
か
の
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
あ
い
考
案
し
ま
し
た
。
第
３
回
か
ら
基
本
の
ル
ー

ル
を
確
立
し
、
各
選
手
の
分
担
、
コ
ー
ト
の
規
格
、
相
手

の
倒
し
方
、
防
御
方
法
、
大
将
の
動
き
な
ど
を
細
か
く
設

定
し
、
体
力
の
み
な
ら
ず
戦
略
も
勝
敗
を
分
け
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
出
場
者
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
市
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
実
践
形
式
で
の

動
画
を
作
成
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、

ル
ー
ル
を
研
究
し
て
大
会
に
挑
む
チ
ー
ム
も
あ
り
、
ま
た

大
会
の
認
知
度
も
増
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
に
根
付
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に

◆ま
く
ら
投
げ
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
選
手
は
、
相
手
チ
ー
ム
を
称
え
、
観
客

は
拍
手
や
声
援
を
送
る
。そ
ん
な
一
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
同
士
の
絆
が
生
ま
れ
、
互
い
に
来
年
も
ま
く
ら
投
げ

大
会
に
参
加
し
、
再
戦
を
誓
い
合
う
チ
ー
ム
も
。
こ
の
よ

う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
生
ま
れ
る
絆
を
大
切
に
し
、

交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
く
ら
投
げ
大
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
伊

東
を
知
る
人
、伊
東
に
来
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、

こ
の
大
会
を
主
催
す
る
側
と
し
て
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
こ
の「
全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大
会
ｉ
ｎ
伊
東
温
泉
」

が
地
域
に
根
付
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
更
な
る
躍
進
を
続
け
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
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◆◆  

古
く
か
ら
の
釣
り
の
町

◆マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
だ
の
は
平
成
７
年

で
す
。
当
時
、地
元
商
工
会
青
年
部
が
地
域
活
性
化
に「
イ

ノ
ブ
タ
ダ
ー
ビ
ー
」
を
実
施
、
２
万
人
前
後
の
来
訪
者
が

あ
り
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
日
だ
け

の
一
過
性
と
い
う
こ
と
で
、
年
中
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

す
さ
み
町
は
古
く
か
ら
釣
り
（
主
に
磯
釣
り
）
の
盛
ん

な
町
で
多
く
の
釣
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
24
年
間

共
同
経
営
し
て
き
た
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
か
ら
身
を
引

き
、平
成
５
年
新
た
に
起
業
し
た
の
が
「
体
験
釣
り
事
業
」

で
し
た
。
そ
れ
も
、
従
来
の
釣
り
で
な
く
新
た
な
釣
り
と

し
て
ル
ア
ー
（
疑
似
餌
）
釣
り
や
カ
ジ
キ
釣
り
（
ビ
ル
フ

イ
ッ
シ
ュ
）
体
験
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
船
も
漁
船
で
な
く
小
型
ク
ル
ー

ザ
ー
を
購
入
。
当
時
、
近
隣
の
釣
具
店
に
は
ル
ア
ー
用
品

は
販
売
さ
れ
て
な
く
大
阪
か
ら
の
購
入
で
し
た
。
当
然
、

和
歌
山
県
内
に
ル
ア
ー
船
も
な
く
、
ま
た
、
釣
り
を
す
る

に
あ
た
っ
て
ポ
イ
ン
ト
（
海
底
の
岩
礁
等
）
探
し
が
重
要

で
す
が
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
も
簡
単
に
は
教
え
て
も
ら
え
ず
、

独
学
で
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
余
設
定
と
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
ま

し
た
。

◆◆  

体
験
観
光
漁
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

◆ル
ア
ー
釣
り
は
、
ル
ア
ー
を
海
底
に
沈
め
シ
ャ
ク
リ
上

げ
る
釣
り
方
で
、
エ
サ
も
撒
餌
も
い
ら
ず
、
ヒ
ッ
ト
す
る

と
強
烈
な
引
き
の
体
感
が
あ
り
、
何
と
も
言
え
な
い
醍
醐

味
で
す
。
こ
の
体
感
を
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
！
何
と
か
情
報
発
信
し
た
い
！
当
時
は
パ
ソ
コ

ン
も
な
く
、
唯
一
写
真
を
、
近
畿
圏
内
の
シ
ョ
ッ
プ
50
～

80
店
舗
へ
月
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
発
信
し
続
け
ま
し

た
。
こ
の
体
験
釣
り
を
地
元
漁
業
者
向
け
の
体
験
観
光
漁

業
と
し
て
漁
業
振
興
に
生
か
せ
な
い
か
と
取
り
組
ん
だ
の

が
、
平
成
７
年
の
オ
フ
シ
ョ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
あ
り
、

宿
泊
、
燃
料
、
飲
食
、
物
販
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
ビ

ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
し
た
。

◆◆  

オ
フ
シ
ョ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◆  （
ル
ア
ー
釣
り
大
会
）

エ
サ
も
撒
餌
も
使
わ
な
い
ル
ア
ー
釣
り
。「
そ
ん
な
も

ん
で
魚
が
釣
れ
り
ゃ
、
漁
師
は
苦
労
し
な
い
！
」
と
言
う

漁
業
者
に
当
然
な
が
ら
ル
ア
ー
釣
り
経
験
は
全
く
な
く
、

３
年
間
ル
ア
ー
釣
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
せ
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
の
都
度
漁

協
へ
改
善
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
会
事
業
費
は
、

町
か
ら
マ
リ
ン
４
部
門
（
オ
フ
シ
ョ
ア
、
ビ
ル
フ
ィ
ッ

シ
ュ
、
磯
釣
船
釣
、
海
の
感
謝
祭
）
で
90
万
円
の
補
助
が

あ
り
、
こ
れ
を
元
に
、
パ
ン
フ
チ
ラ
シ
の
作
成
や
、
毎
年

２
月
に
大
阪
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
メ
ー
カ
ー
へ
の
協

賛
依
頼
を
兼
ね
た
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
大
会
時

に
は
、
漁
船
１
隻
あ
た
り
５
～
６
人
乗
船
し
、
５
～
６
万

円
の
チ
ャ
ー
タ
ー
料
を
支
払
い
ま
す
。
通
常
、
大
会
は
15

～
17
隻
で
行
い
、
多
い
と
き
は
30
隻
を
超
え
る
と
き
も
あ

り
ま
す
。
狙
い
は
、
大
会
だ
け
で
な
く
、
通
年
の
体
験
者

2016・５月号 20
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の
増
加
で
す
。
そ
の
成
果
は
顧
客
化
し
、
多
数
の
漁
船
が

出
港
し
て
い
ま
す
。
長
年
、
す
べ
て
実
行
委
員
会
任
せ
で

漁
業
者
は
企
画
運
営
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年

よ
う
や
く
地
元
若
者
漁
業
者
等
か
ら
自
主
運
営
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
20
年
目
に
し
て
初
期
の
目
的
が
達
成

で
き
実
行
委
員
長
の
世
代
交
代
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
交
代
後
の
第
21
回
大
会
で
も
１
９
０
余
人
で
関
西
屈

指
の
大
会
と
な
り
、
マ
グ
ロ
狙
い
！
ア
オ
リ
イ
カ
狙
い
！

等
々
新
た
な
分
野
で
も
着
実
に
成
果
を
上
げ
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆◆  

ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◆  （
カ
ジ
キ
釣
り
大
会
）

オ
フ
シ
ョ
ア
の
狙
い
は
漁
業
振
興
で
す
が
、
ビ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
宿
泊
、
飲
食
、
物
販
、
燃
料
等
地
域
振

興
全
体
が
狙
い
で
す
。
漁
船
で
な
く
オ
ー
ナ
ー
ボ
ー
ト
の

大
会
で
あ
り
、
漁
港
を
占
拠
す
る
の
で
漁
協
の
承
諾
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
交
渉
に
あ
た
っ
て
「
ク
ル
ー
ザ
ー
と
衝

突
で
も
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
抵
抗
も
多
く

苦
労
し
ま
し
た
が
、
何
度
も
の
交
渉
の
末
、
協
力
金
の
支

払
い
等
で
承
諾
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。実
行
委
員
会
に
は
、

漁
協
、
す
さ
み
町
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
宿
泊
関
係
、

運
営
経
験
者
（
大
阪
）、
民
間
有
志
等
に
参
画
い
た
だ
き
、

私
が
委
員
長
に
就
任
。
事
務
局
は
観
光
協
会
で
断
ら
れ
商

工
会
で
落
着
き
ま
し
た
。

狙
い
は
地
域
振
興
で
あ
り
、
１
人
で
も
多
く
参
加
し
や

す
い
運
営
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
県
下
で
も
、
勝
浦
、

串
本
大
会
は
５
～
７
年
前
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
超
大
物
（
３
㍍
、
１
０
０
㌔
級
）
は
度
々
釣
上
が
る

も
の
で
な
く
、
ル
ー
ル
を
少
し
緩
く
し
た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

ル
と
正
規
ル
ー
ル
の
２
本
立
て
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
第
３
回
大
会
の
時
、
大
手
協
賛
企
業
か
ら
「
Ｊ
Ｇ

Ｆ
Ａ
の
後
援
を
取
付
け
る
よ
う
」進
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
85
％
は
、
す
さ
み
方
式
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
希

望
の
た
め
、
お
断
り
す
る
と
協
賛
を
す
べ
て
カ
ッ
ト
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
漁
協
理
事
の
一
人
が
「
こ
ん
な
大
会

止
め
さ
せ
て
や
る
！
」
と
い
う
一
幕
も
あ
り
、「
漁
協
の

総
意
な
ら
ば
文
章
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
」「
即
止
め
ま

す
。
但
し
、漁
協
関
連
事
業
（
鰹
ブ
ラ
ン
ド
化
、オ
フ
シ
ョ

ア
、
体
験
漁
業
）
も
一
切
止
め
ま
す
」
と
回
答
す
る
と
、

他
の
理
事
か
ら
「
大
会
は
継
続
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
謝
罪

が
あ
り
、
漁
業
者
と
の
共
存
共
栄
に
成
功
。
試
行
錯
誤
の

20
年
で
あ
り
ま
し
た
。

成
果
と
し
て
は
、
大
会
含
め
、
シ
ー
ズ
ン
（
６
～
９
月

初
）
で
億
を
超
え
る
経
済
効
果
が
あ
り
、
日
本
で
１
～
２

の
大
会
規
模
に
成
長
し
ま
し
た
。

大
会
運
営
は
40
～
50
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
町
職
員
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
摂
南
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
等
全
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
行
政
の
理
解
と
関
係
団
体
の
ご
支

援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆◆  

女
性
ア
オ
リ
イ
カ
釣
大
会
な
ど
も
計
画

◆20
年
間
事
務
局
と
し
て
支
援
頂
い
た
商
工
会
が
職
員
削

減
で
昨
年
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
今
年
は
観
光

協
会
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
常
駐
１
人
の

厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
ル
ア
ー
釣
り
大
会
や
カ
ジ
キ
釣
り
大

会
以
外
、
ミ
ニ
ボ
ー
ト
釣
大
会
、
女
性
ア
オ
リ
イ
カ
釣
大

会
、
磯
釣
船
釣
大
会
、
障
が
い
者
向
け
バ
リ
ア
フ
リ
ー
祭

り
等
々
い
ろ
い
ろ
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
過
疎
高
齢
化
の

中
、「
何
と
か
し
な
き
ゃ
！
」
と
日
々
奮
闘
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

21 2016・５月号
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第
10
回
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ�

�

　

  

発
祥
地
大
会

鳥
取
県
湯ゆ

梨り

浜は
ま

町ち
ょ
う（

旧
泊
村
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
の
ふ
る
里
公
園
「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」
は
日
本
海
を
見

下
ろ
す
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
全
面
芝
張
り
の
専
用

コ
ー
ス
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
聖
地
と
言
わ
れ
、
年

間
を
通
じ
て
数
多
く
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
全
国

か
ら
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
い
つ
も
は
こ
の
公

園
を
訪
れ
る
方
の
年
齢
層
も
少
し
高
め
で
す
が
、
毎
年
８

月
に
行
わ
れ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥

地
大
会
」
の
日
は
違
い
ま
す
。

平
成
27
年
８
月
１
日
、
第
10
回
と
な
る
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
の
開
催
日
、
こ
の
公
園
に

は
北
は
東
北
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
１
１
６
人

の
小
学
生
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
結
。
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、「
山
梨
す
ず
ら
ん
チ
ー
ム
」
の
選
手
宣
誓
で
始

ま
っ
た
こ
の
大
会
で
、
子
ど
も
達
は
真
剣
な
眼
差
し
で

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
見
つ
め
、
あ
る
時
は
気
合
を
込
め
て
、

ま
た
あ
る
時
は
慎
重
に
ク
ラ
ブ
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
た
子
ど
も
は
嬉
し
そ
う
に
笑
顔

を
見
せ
、
打
ち
損
じ
て
し
ま
っ
た
子
は
く
や
し
そ
う
に
肩

を
落
と
す
。
こ
の
日
、
子
ど
も
達
は
全
国
の
友
達
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◆◆  
湯
梨
浜
町
か
ら
生
ま
れ
た

◆  
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

昭
和
52
年
、
湯
梨
浜
町
の
泊
地
域
（
旧
泊
村
）
で
は
、

総
人
口
の
２
割
以
上
が
60
歳
を
超
え
る
実
情
に
合
わ
せ

て
、
高
齢
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

と
い
う
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
設
立
さ
れ
た
専
門
委

員
会
は
、
た
ま
た
ま
大
学
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
描
い
た
白

線
の
輪
を
狙
っ
て
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
て

い
る
様
子
を
ヒ
ン
ト
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
開
発
に

着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
10
月
に
、
用
具
や
ル
ー
ル
な

ど
が
ほ
ぼ
完
成
。
翌
年
に
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
全
国
報

道
を
受
け
て
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
簡
単
、
高
度
な
技
術
は
不
要
。
全
力
を
出
す

場
面
と
集
中
力
や
調
整
力
を
発
揮
す
る
場
面
が
う
ま
く
組

み
合
わ
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
瞬
く
間

に
普
及
し
て
３
０
０
万
人
以
上
の
方
が
楽
し
む
国
民
的
な

ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆
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◆◆  

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
子
ど
も
達
に

◆全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
、
体
育
の
授
業
や
国
体
の
公
開
競
技
に
採
用
さ
れ
る
一

方
で
、愛
好
者
の
高
齢
化
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
や
各
都
道

府
県
協
会
は
、
世
代
間
交
流
大
会
や
活
動
の
助
成
な
ど
で

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成
や
普
及
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
地
大
会
も
、

も
と
も
と
は
鳥
取
県
内
の
世
代
間
交
流
大
会
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
の
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
楽
し
い
」「
い
ろ
ん
な
友
達
と
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
声
に
後
押
し
さ
れ
、
全

国
か
ら
参
加
者
を
募
る
大
会
に
発
展
し
た
の
で
す
。

な
る
べ
く
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
に
は
旅
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
会
後
の
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
小
学

生
が
楽
し
め
る
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
大
会
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆◆  

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
で

◆  

発
祥
の
地
を
感
じ
る

例
え
ば
、
毎
年
、
大
会
の
翌
日
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
サ
ザ
エ
採
り
」と「
船
上
魚
釣
り
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
サ
ザ
エ
採
り
で
は
、
海
岸
に
撒
い
た
１
７
０
㌔

の
サ
ザ
エ
を
子
ど
も
が
海
に
潜
っ
て
採
り
ま
し
た
。
会
場

で
は
サ
ザ
エ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
行
い
、
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ

焼
き
を
初
め
て
食
べ
た
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。「
毎

年
、
こ
こ
で
泳
ぐ
の
が
私
た
ち
の
海
開
き
」
と
東
北
か
ら

参
加
し
た
子
ど
も
が
言

い
ま
し
た
。

船
上
魚
釣
り
で
は
、

初
め
て
乗
る
船
に
み
ん

な
興
奮
気
味
で
し
た
。

途
中
、
船
酔
い
で
気
分

が
悪
く
な
っ
た
子
ど
も

も
い
ま
し
た
が
、
み
ん

な
港
に
戻
っ
て
か
ら
も

堤
防
で
釣
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト

も
、
毎
年
、
子
ど
も
達

が
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
地
元
の
漁
協

や
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

サ
ザ
エ
採
り
会
場
の
小
浜
海
岸
で
は
イ
ベ
ン
ト
前
に
住

民
が
海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。
船
上
魚
釣
り
に
船

を
出
す
漁
師
さ
ん
は
、
よ
く
釣
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
下
調
べ

を
し
て
い
ま
す
。
子
た
ち
に
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
を
肌
で
感

じ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
地
元
住
民
の
思
い
で
、
イ
ベ
ン
ト

は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
世
界
へ

◆こ
の
地
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
に
親
し
ま
れ
る
た
め
に
は
子
ど
も
達
に
プ
レ
ー
し
て
も

ら
う
の
が
一
番
で
す
が
、
私
た
ち
が
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
普

及
を
目
指
す
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
は
審
判
が
い
ま
せ

ん
。
審
判
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
自
身
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
へ

の
普
及
促
進
に
は
、
子
ど
も
達
に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行
動

す
る
習
慣
や
、
プ
レ
ー
す
る
仲
間
を
大
切
に
す
る
心
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
、
２
０
２
１
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
翌
年
に
関
西
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
・
マ
ス

タ
ー
ズ
・
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」
で

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
世
界
大
会
開
催
を
目
指
す
と
と

も
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
国
際
化
に
努
め
て
い
ま

す
。子

ど
も
達
が
こ
こ
で
楽
し
ん
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
世
界
中
で
多
く
の
国
の
人
と
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
っ
て

く
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
町
の
思
い
出
と
と
も
に
国
際

化
の
一
翼
を
担
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
大
会
に
携
わ
る
み
ん

な
の
夢
で
す
。
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◆◆  

松ま
さ
き前
町
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

◆松
前
町
は
、
四
国
、
愛
媛
県
の
石
鎚
山
系
に
端
を
発
し

た
一
級
河
川
、
重
信
川
を
境
に
し
て
県
都
松
山
市
に
隣
接

し
、
道
後
平
野
の
西
南
部
に
あ
り
ま
す
。
西
は
伊
予
灘
に

面
し
、
南
は
伊
予
市
を
へ
だ
て
四
国
山
脈
を
望
め
、
豊
か

な
自
然
と
土
地
に
恵
ま
れ
、
20
・
32
平
方
㌔
の
全
て
が
可

住
地
で
す
。

昭
和
30
年
３
月
に
旧
松
前
町
、
北
伊
予
村
、
岡
田
村
の

１
町
２
村
が
合
併
し
て
新
生
「
松
前
町
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
人
口
３
万
人
余
を
有
す
る
町
と
な
り
、

豊
富
な
水
と
肥
沃
な
土
地
を
生
か
し
た
農
業
を
は
じ
め
、

工
業
、
商
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
町
で
す
。

当
町
の
産
業
は
、
平
坦
な
地
形
と
肥
沃
な
地
質
を
活
か

し
た
都
市
型
近
郊
農
業
と
し
て
、
米
麦
を
中
心
に
野
菜
・

花
き
を
基
幹
作
物
と
す
る
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
場
産
業
は
小
魚
を
加
工
し
た
珍
味
（
お
つ
ま
み
）

の
生
産
が
盛
ん
で
全
国
シ
ェ
ア
の
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。

商
業
と
し
て
は
、
平
成
18
年
か
ら
新
た
な
市
街
地
形
成

地
区
を
形
成
し
、
現
在
は
敷
地
面
積
20
㌶
の
中
四
国
最
大

級
の
大
型
商
業
施
設
「
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
㈱
フ

ジ
）
が
出
店
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

は
ん
ぎ
り
と
は
？

◆は
ん
ぎ
り
に
つ
い
て
は
、

味
噌
・
醤
油
・
酒
等
の
製
造

時
に
使
用
す
る
大
き
な
樽
ま

た
は
桶
を
半
分
に
切
っ
て
底

の
浅
い
桶
に
し
た
も
の
を

「
半
切
り
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
説
が
有
力
と
さ
れ
、

松
前
町
の
み
な
ら
ず
全
国
で

こ
の
様
な
桶
の
こ
と
を
は
ん

ぎ
り
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
昭

和
初
期
ご
ろ
ま
で
は
盛
ん
に

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
松

前
町
で
は
、
地
引
網
漁
の
衰

退
と
と
も
に
職
人
も
い
な
く
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

桶
も
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

松
前
町
で
は
、主
に
漁
師
が
使
用
す
る
漁
具
の
一
つ
で
、

魚
網
や
道
具
を
入
れ
た
り
、
獲
れ
た
魚
を
入
れ
た
り
す
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
地
引
網
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
網
の
点
検
や
獲
れ
た
魚
の
運
搬
等
に
伝
馬
船
（
小
型

の
船
）
よ
り
小
回
り
が
利
く
こ
と
か
ら
は
ん
ぎ
り
に
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

夏
祭
り
の
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た�

 

◆  

は
ん
ぎ
り
競
漕

文
禄
４
年（
西
暦
１
５
９
５
年
）松
前
城
主「
加
藤
嘉
明
」

が
領
内
を
巡
察
中
、
町
内
の
地
引
網
漁
場
で
休
息
し
た
時

に
、
若
い
船
子
が
は
ん
ぎ
り
に
飛
び
乗
り
、
一
つ
の
道
具

も
使
わ
ず
に
沖
に
係
留
さ
れ
て
い
る
親
船
の
綱
を
解
く
様

子
を
見
て
、「
今
一
度
見
せ
よ
」
と
の
要
望
に
、
今
度
は
、

３
人
の
若
衆
が
見
事
な
競
漕
を
披
露
し
た
こ
と
が
由
来
と
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さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
は
ん
ぎ
り
競
漕
は
、
昭
和
47
年
（
西
暦

１
９
７
２
年
）
本
村
地
区
に
あ
る
蛭
子
（
え
び
す
）
神
社

の
拝
殿
新
築
祝
賀
行
事
と
し
て
、
本
村
及
び
新
立
地
区
の

漁
師
の
皆
さ
ん
が
松
前
内
港
で
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
中
断
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
も
「
ま
さ
き
町
夏
祭
り
」
の
名
物
行
事
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
「
は
ん
ぎ
り
」
や
「
た
ら
い
」
を
使
っ
た
も
の
で
、

全
国
各
地
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
漕
い
で
速
さ
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ー
ム

的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
進
む
た
め
に
道
具
を

使
っ
て
い
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
違
い
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
競
技
だ
け
で
な
く
、
仮
装
賞
を
設
け
る
な

ど
シ
ョ
ー
的
要
素
の
強
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

他
市
町
と
の
「
は
ん
ぎ
り
」
イ
ベ
ン
ト
の
違
い
は
漕
ぎ

方
に
あ
り
ま
す
。
直
径
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
は
ん
ぎ
り
の

上
に
立
ち
、
約
20
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
道
具
を
使
わ

ず
、
体
の
上
下
運
動
だ
け
で
前
に
進
む
姿
は
、
過
去
の
漁

師
の
勇
ま
し
い
姿
を
映
し
出
し
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ

は
松
前
町
で
し
か
観
る
こ
と
が
出
来
な
い
魅
力
の
ひ
と
つ

で
す
。

◆◆  

町
制
施
行
₆₀
周
年
を
機
に
規
模
拡
大

◆平
成
27
年
、
松
前
町
は
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
60
周
年
記
念
は
「
Ｈ

―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
銘
打
ち
、

町
内
外
の
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
愛
媛
大
学
の
海
外
留
学

生
の
皆
さ
ん
に
も
声
掛
け
を
し
て
、
松
前
町
の
塩
屋
海
岸

で
国
際
色
豊
か
な
大
会
を
行
い
ま
し
た
。海

外
留
学
生
の

感
想
で
も
「
オ
モ

シ
ロ
イ
、
ニ
ホ
ン

ノ
、
マ
サ
キ
ノ
ブ

ン
カ
」「
キ
モ
チ
ヨ

カ
ッ
タ
。
デ
モ
、
ス

ス
マ
ナ
イ
」
な
ど

面
白
さ
の
中
に
も

競
技
の
難
し
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

猛
暑
に
負
け
な

い
熱
い
戦
い
は
、
約

１
８
０
人
が
水
し

ぶ
き
を
上
げ
な
が

ら
白
熱
の
レ
ー
ス

を
繰
り
広
げ
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
番
組
で
も
放
送
さ
れ
、
松
前
の
「
は
ん
ぎ

り
競
漕
」
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
松
前
の
は
ん
ぎ
り
に
町
内
外
か
ら
も
っ

と
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
全
国
大
会
も
夢
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

審
判
、
点
呼
、
記
録
、
補
助
員
な
ど
、「
Ｈ

―

１
グ
ラ

ン
プ
リ
」
に
は
約
１
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
携
わ
っ
て
お

り
、
そ
の
全
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
大
会

ス
タ
ッ
フ
の
方
に
話
を
聞
く
と
「
は
ん
ぎ
り
競
漕
を
見
て

い
る
と
楽
し
く
て
仕
方
な
い
」「
選
手
た
ち
が
一
生
懸
命

に
漕
ぎ
、
仲
間
た
ち
と
盛
り
上
が
っ
て
い
る
姿
は
感
動
的

で
あ
る
」
な
ど
、
運
営
し
て
い
る
方
か
ら
も
こ
の
松
前
町

独
自
の
は
ん
ぎ
り
競
漕
へ
の
愛
着
が
う
か
が
え
、
松
前
町

の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
定
着
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

◆◆  

こ
れ
か
ら
は
町
外
に
発
信

◆は
ん
ぎ
り
競
漕
は
現
在
、「
ま
さ
き
町
夏
祭
り
実
行
委

員
会
」
を
中
心
に
企
画
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
、
松
前
町
は
町
制
施
行
60
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
人
に
「
は
ん
ぎ
り
競
漕
」
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
委
員
会
だ
け
で
魅
力
を
発
信
す
る
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
は
ん
ぎ
り
を
含
め
た
松
前

町
の
魅
力
を
町
民
一
人
ひ
と
り
が
町
外
へ
も
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
は
ん
ぎ
り
競
漕
（
Ｈ

―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
）
は
８

月
６
日
に
ま
さ
き
町
夏
祭
り
の
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
塩
屋
海
岸
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
は
ん
ぎ

り
競
漕
、
松
前
公
園
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

松
前
町
に
真
夏
の
祭
典
に
是
非
一
度
お
越
し
下
さ
い
。
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「
水
切
り
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
川
に
石
を
投
げ
て

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
さ
せ
る
あ
の
遊
び
で
す
。石
飛
ば
し
・

石
は
ね
・
石
き
り
・
三
段
ば
ね
・
飛
び
石
・
チ
チ
ッ
コ
・

チ
チ
ク
リ
・
ス
ト
ー
ン
ス
キ
ッ
ピ
ン
グ
（
英
語
）
…
。
様
々

に
呼
ば
れ
て
い
る
水
切
り
で
す
が
、
水
辺
に
立
ち
、
足
元

に
小
石
が
転
が
っ
て
い
れ
ば
、
誰
も
が
で
き
る
素
朴
な
遊

び
で
す
。
人
が
２
本
足
で
活
動
を
始
め
た
は
る
か
な
昔
か

ら
存
在
す
る
普
遍
的
な
遊
び
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
は
川
に
恵
ま
れ
、
全
国
的
に
水
切
り
の
文
化
が
根

付
い
て
い
る
よ
う
で
、
呼
び
名
の
多
さ
が
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
水
切
り
と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

清
流
仁
淀
川
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
流
域
で
育
っ
た

多
く
の
人
は
懐
か
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆  

お
金
の
か
か
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト

◆水
切
り
と
い
う
遊
び
は
お
金
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。
手
ぶ

ら
で
川
に
行
っ
て
、
石
を
拾
っ
て
投
げ
る
だ
け
で
す
。
水

の
中
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
（
中
に
は
水
に
浸
か
っ

て
投
げ
る
方
も
い
ま
す
が
）
比
較
的
安
全
な
遊
び
で
す
。

投
げ
た
石
が
人
に
当

た
っ
た
り
、
手
を
地

面
に
ぶ
つ
け
た
り
と

い
っ
た
事
故
も
今
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。天
気
の
急
変
や
、

増
水
に
気
を
つ
け
る

だ
け
で
す
。
私
た
ち

は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
に
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
地
元
の
産
業

に
ま
つ
わ
る
賞
品
を

勝
者
に
進
呈
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
仁

淀
川
は
茶
處
で
す
。
流
域
各
所
に
は
様
々
な
お
茶
が
銘
柄

を
競
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
酒
の
国　

土
佐
の
、
造
り
酒

屋
も
３
軒
あ
り
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
温
泉
も
６
軒
あ
り
ま

す
。
仁
淀
川
を
応
援
し
た
い
と
Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
か
ら
も
チ

ケ
ッ
ト
の
提
供
も
頂
い
て
い
ま
す
。
参
加
選
手
約
２
０
０

人
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
れ
て
６
０
０
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
70
万
円
の
予
算
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
40
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
奉
仕
の
お
か
げ
で
す
が
。

◆◆  

最
終
目
標
は
地
球
環
境

◆川
は
流
域
に
住
む
人
た
ち
の
心
を
映
す
鏡
で
す
。
日
本

一
の
水
辺
利
用
率
を
誇
り
な
が
ら
日
本
一
の
水
質
を
保
っ

て
い
る
仁
淀
川
は
人
類
の
宝
で
す
。
こ
の
奇
跡
を
実
現
さ

せ
て
い
る
の
が
、
流
域
住
民
の
志
な
の
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
清
流
仁
淀
川
の
流
域
地
域
も
少
子
高
齢
化
、

人
口
流
出
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。
仁
淀
川
の
美
し
い
水
を

守
り
、
豊
か
な
自
然
と
、
人
々
の
平
和
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
も
、
流
域
の
活
性
化
は
急
務
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
多
く
の
人
が
仁
淀
川
に
足
を
運
ぶ
仕
組
み
を
作
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
水
切
り
大
会
は
と
て
も
有
効
だ
と
思
い

ま
す
。
何
し
ろ
、
投
げ
る
の
に
最
適
な
、
丸
く
て
平
た
い

石
を
川
原
で
探
し
て
歩
く
の
で
す
か
ら
。
そ
し
て
澄
ん
だ

川
面
に
広
が
る
波
紋
を
見
つ
め
て
感
動
す
る
。
教
え
る
の

で
は
な
く
気
づ
い
て
も
ら
う
の
で
す
。参
加
し
た
人
は
皆
、

誰
よ
り
も
仁
淀
川
を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
た
仁
淀
川
に
深
い
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
川
を
大
切
に
思
う
心
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま

す
。
こ
の
川
は
さ
ら
に
美
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
川
が
綺

麗
に
な
れ
ば
、
海
が
蘇
り
ま
す
。
海
が
元
気
に
な
れ
ば
、

地
球
環
境
は
飛
躍
的
に
良
く
な
る
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん

の
仁
淀
川
を
増
や
し
た
い
で
す
。

◆◆  

ど
っ
ぷ
り
体
験
！
仁
淀
川

◆Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仁
淀
川
お
宝
探
偵
団
が
発
足
し
た
の
は
、
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高
知
県
の
呼
び
掛
け
で
市
民
に
よ
る
手
作
り
の
地
図
「
仁

淀
川
お
宝
地
図
」
を
作
成
す
る
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

２
０
０
３
年
か
ら
現
地
取
材
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、
取

材
時
に
、川
原
に
立
つ
と
必
ず
誰
か
が
水
切
り
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
と
て
も
上
手
い
の
で
す
。
翌
２
０
０
４
年
７
月

に
仁
淀
川
を
元
気
に
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
ど
っ
ぷ
り

体
験
！
仁
淀
川
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
や
ク
ラ
フ

ト
教
室
、
川
漁
師
体
験
、
水
生
生
物
調
査
、
カ
ヌ
ー
教
室

な
ど
盛
り
沢
山
で
し
た
が
、
メ
ー
ン
は
や
は
り
水
切
り
大

会
で
し
た
。
こ
れ
が
第
１
回
と
な
り
ま
す
。
ど
う
せ
な
ら

大
げ
さ
な
方
が
楽
し
い
し
、
そ
の
う
ち
こ
う
な
る
と
い
い

な
と
「
仁
淀
川
国
際
水
切
り
大
会
」
と
な
っ
た
の
は
２
回

目
の
こ
と
で
し
た
。
32
人
の
第
１
回
か
ら
開
催
を
重
ね
る

ご
と
に
参
加
者
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
第
12
回
の
昨
年

は
１
７
６
人
で
し
た
。

◆◆  ﹁
楽
し
い
け
ど
、
難
し
い
。
奥
が
深
い
﹂

◆チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
（
達
人
ク
ラ
ス
）・
男
性
・
女
性
・

子
供
（
10
歳
以
下
）
の
４
部
門
に
分
か
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
、
水
切
り
の
美
し
さ
・
飛
距
離
・
回
数
の
総
合

評
価
を
も
っ
て
順
位
を
競
い
合
い
ま
す
。
同
時
に
ハ
ー
ト

の
形
を
し
た
石
を
見
つ
け
る
「
ハ
ー
ト
石
コ
ン
テ
ス
ト
」

や
石
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
評
価
す
る
「
石
文
コ
ン
テ

ス
ト
」
や
「
宝
探
し
」、
初
心
者
の
た
め
に
水
切
り
教
室

も
開
催
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
に
「
楽
し
い
。

来
年
も
参
加
し
た
い
」「
来
年
は
勝
つ
」「
水
切
り
が
好
き

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
。
お
父
さ
ん
に
お
願
い

し
て
高
知
に
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
。
地
元
の
川
で
練
習

し
て
い
る
」「
楽
し
い
け
ど
、
難
し
い
。
奥
が
深
い
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
や
海
外

か
ら
の
参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
切
り
と
い

え
ば
仁
淀
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
表
れ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
番
頭
が
痛
い
の
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
す
。
季

節
柄
、
開
催
当
日
（
毎
年
８
月
の
第
４
日
曜
日
）
は
泳
ぎ

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
が
多
く
、
ど
こ
か

の
海
水
浴
場
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
お
陰
で
、
水
切

り
大
会
に
参
加
す
る
人
の
車
を
止
め
る
場
所
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
は
知
恵
を
出
し
合
い
、
地

元
町
内
会
に
お
願
い
し
た
り
、
町
役
場
の
情
報
を
貰
っ
た

り
で
解
決
す
る
予
定
で
す
。

◆◆  

仁
淀
川
を
水
切
り
の
聖
地
に
し
よ
う

◆

県
外
、
国
外
で
水
切
り
大
会
を
開
催
し
て

い
る
団
体
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
荒
川
に
は

水
切
り
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
天
塩
川
・
阿
武
隈

川
で
は
年
に
１
回
水
切
り
大
会
、
石
切
り
選

手
権
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
海
外
で
も
、
ア

メ
リ
カ
や
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
開
催
さ
れ
て

い
る
動
画
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ど
れ
も
手

作
り
の
イ
ベ
ン
ト
ら
し
い
温
も
り
の
あ
る
も

の
ば
か
り
で
、
交
流
で
き
た
ら
と
思
う
の
で

す
。
全
国
の
川
で
そ
れ
ぞ
れ
の
水
切
り
大
会

を
開
催
し
て
、
勝
ち
残
っ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

達
が
、
仁
淀
川
に
集
ま
っ
て
、
そ
の
年
の
日

本
一
を
決
め
る
、
世
界
一
を
決
め
る
様
に
で

き
た
ら
…
と
、
夢
見
て
今
年
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
川
で
も
水
切
り
大
会

を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？
お
手
伝
い
し
ま
す
よ
。

27 2016・５月号
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本
市
は
沖
縄
本
島
の
最
南
端
に
あ
っ
て
、
那
覇
市
か
ら

南
へ
12
㌔
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
人
口
約
６
万
人
の
市
で

す
。
沿
岸
部
の
糸
満
地
区
の
住
民
は
、「
サ
バ
ニ
」
と
呼

ば
れ
る
く
り
舟
に
乗
り
南
洋
各
地
へ
出
漁
し
た
糸
満
漁
民

で
知
ら
れ
、
男
は
追
込
漁
、
女
は
魚
行
商
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
。
漁
業
以
外
に
も
、
内
陸
部
で
は
畑
作
を
中
心
と

し
た
農
業
、
畜
産
も
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
那
覇
市
に
近
く
、

近
年
は
人
口
が
増
加
し
、
都
市
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
ま

す
。市

の
南
部
の
旧
三
和
村
一
帯
は
沖
縄
戦
最
大
の
激
戦
地

で
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
健
児
の
塔
な
ど
が
建
立
し
、
そ
の

周
辺
は
沖
縄
戦
跡
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

沖
縄
県
内
の
一
般
の
綱
引
き
の
起
源
と
伝
承

◆稲
の
不
作
と
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
た
あ
る
村
の
頭
が
、
村

人
に
対
策
の
知
恵
を
求
め
た
が
、
こ
れ
と
い
う
妙
案
が
得

ら
れ
ず
、
思
案
の
あ
げ
く
自
分
の
父
に
教
え
を
請
い
ま
し

た
。
父
の
教
え
は
「
田
の
畦
で
大
綱
を
引
き
、
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
、
松
明
を
振
り
か
ざ
し
な
さ
い
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
そ
の
父
の
教
え
に
従
っ
て
一
夜
を
騒
い
だ
と
こ

ろ
、害
虫
が
全
滅
し
た
の
で
毎
年
６
月
（
旧
暦
）
カ
シ
テ
ー

の
日
に
は
欠
か
さ
ず
綱
を
引
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま

す
。
沖
縄
の
綱
引
き
は
、
豊
年
予
祝
と
併
せ
て
害
虫
駆
除

の
意
図
も
含
ま
れ
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

◆◆  
糸
満
大
綱
引
と
は

◆糸
満
大
綱
引
は
豊
年
と
大
漁
祈
願
、
家
内
安
全
、
無
病

息
災
を
祈
る
神
事
で
、
南
北
に
分
か
れ
た
雌
雄
の
綱
の
結

合
に
よ
っ
て
実
り
を
予
祝
し
、
勝
負
の
結
果
で
吉
凶
を
占

う
行
事
で
す
。
綱
作
り
に
用
い
ら
れ
る
稲
藁
（
わ
ら
）
は

総
重
量
で
約
10
㌧
、
綱
の
太
さ
は
結
合
部
付
近
が
最
大
で

直
径
１
・
５
㍍
、
長
さ
は
雌
雄
合
計
１
８
０
㍍
に
も
及
び

県
下
で
も
最
大
級
を
誇
り
、
他
の
地
域
で
は
祝
祭
日
に
行

わ
れ
観
光
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
糸
満
で
は
古
式
伝
統
を

遵
守
し
、
毎
年
、
旧
暦
の
８
月
15
日
に
行
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
行
事
自
体
を
別
称
で
「
ハ
チ
グ
ヮ
チ
・
ジ
ュ
ウ
グ

ヤ
ー
」、ま
た
は
「
ジ
ュ
ウ
グ
ヤ
ー
」
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。

◆◆  

綱
引
き
前
に
市
民
参
加
の
パ
レ
ー
ド

◆当
日
は
、
午
前
８
時
頃
か
ら
国
道
３
３
１
号
、
白
銀

堂
と
糸
満
ロ
ー
タ
リ
ー
間
で
交
通
規
制
を
敷
き
、
大
綱

作
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
綱
は
雄
綱
（
ウ
ー
ジ
ナ
）、
雌

綱
（
ミ
ー
ジ
ナ
）
か
ら
な
り
、
２
週
間
前
に
字
糸
満
10

の
各
区
で
作
ら

れ
た
大
口
綱
と

ハ
ク
ガ
キ
綱
を

寄
り
合
わ
せ
、

南
組
（
ヘ
ー
カ

タ
）、
北
組
（
ニ

シ
カ
タ
）
が
毎

年
交
互
に
雌
雄

の
綱
を
約
３
時

間
か
け
て
作
り

上
げ
ま
す
。

大
綱
引
の
ま

え
に
市
民
１
千

人
余
り
が
参
加

し
て
の
「
道
ズ

2016・５月号 28

特 集

―
観
光
化
せ
ず
、
古
式
伝
統
を
遵
守
―

大
城
　
高
彦

糸
満
市
商
工
観
光
課 沖

縄
県
糸
満
市

12

吉
凶
を
占
う
神
事
の
大
綱
引

雌綱と雄綱をつなげて大綱の完成
大綱引前のパレード。「ゆがふう」「かりゆし」の

旗頭を先頭に１千人余りの市民が参加

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化



地域づくり 特集編

ネ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
パ
レ
ー
ド
が
午
後
２
時
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。
道
ズ
ネ
ー
は
、「
ゆ
が
ふ
う
※
」「
か
り
ゆ
し
※
」

の
旗
頭
を
先
頭
に
１
千
人
余
の
市
民
が
参
加
し
て
、
糸
満

小
学
校
を
出
発
し
て
、
舞
踊
や
歌
、
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
等

を
沿
道
の
観
客
に
披
露
し
な
が
ら
、
白
銀
堂
ま
で
の
約
１

㌔
を
練
り
歩
き
ま
す
。

道
ズ
ネ
ー
が
終
了
す
る
午
後
５
時
か
ら
い
よ
い
よ
大
綱

引
の
開
始
で
す
。
南
北
両
陣
営
か
ら「
イ
チ
マ
ン
マ
ギ
ー
」

「
マ
カ
ビ
チ
ャ
ー
ン
」
と
い
う
糸
満
の
伝
説
上
の
人
物
に

扮
し
た
若
者
（
シ
タ
ク
）
が
戸
板
に
担
が
れ
登
場
し
ま
す
。

綱
の
中
央
で
対
峙
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
の
士
気
を
高

め
ま
す
。
に
ら
み
合
い
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
綱
引
き
本

番
と
な
り
ま
す
。

◆◆  

駆
け
引
き
が
特
徴

◆綱
引
き
の
競
技
時
間
は
30
分
と
し
、
勝
敗
は
一
方
に
10

㍍
引
い
た
ら
勝
ち
、
時
間
内
で
10
㍍
引
け
な
い
と
き
は
、

２
㍍
以
上
引
い
た
方
が
優
勢
勝
ち
、
双
方
２
㍍
以
上
引
け

な
い
場
合
は
引
き
分
け
と
な
り
ま
す
。
以
前
は
４
間（
７
・

２
㍍
）
で
勝
ち
、
三
尺
（
90
㌢
）
で
優
勢
勝
ち
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

綱
引
き
の
方
法
も
南
北
両
方
が
一
斉
に
引
き
合
う
の
は

ほ
ん
の
数
分
で
、相
手
方
が
引
い
て
い
る
時
は
、綱
に
乗
っ

て
座
っ
た
り
し
て
休
み
な
が
ら
重
量
を
か
け
引
か
せ
な
い

よ
う
に
し
て
、
疲
れ
て
き
た
頃
合
い
を
測
っ
て
引
き
返
し

た
り
と
、
双
方
で
駆
け
引
き
を
行
う
な
ど
、
他
に
な
い
特

徴
が
あ
り
、
戦
前
（
昭
和
21
年
以
前
）
は
時
間
制
限
が
な

く
勝
敗
が
決
す
る
ま
で
何
時
間
で
も
引
き
合
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

　
【
世
果
報
】　

ゆ
が
ふ
う

 　

世
の
果
報
、
す
な
わ
ち
豊
年
、
豊
穣
、
幸
福
な
ど
を

意
味
す
る
言
葉
。甘
世
、弥
勒
世
と
も
い
う
。世
果
報（
よ

が
ほ
う
）
は
琉
球
王
府
編
纂
の
歌
謡
集
「
お
も
ろ
さ
う

し
」
や
琉
歌
な
ど
の
な
か
で
も
よ
く
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
【
嘉
例
吉
】　

か
り
ゆ
し

 　

沖
縄
独
特
の
熟
語
。「
嘉
利
吉
」
と
も
書
く
。
め
で

た
い
こ
と
や
縁
起
の
よ
い
こ
と
の
意
味
。
家
人
や
親
族

の
男
が
遠
方
へ
旅
立
ち
す
る
場
合
、
婦
人
た
ち
が
そ
の

家
に
集
ま
り
「
だ
ん
じ
ゅ
嘉
例
吉
」
を
歌
っ
て
航
海
安

全
の
祈
願
を
し
た
り
、
ま
た
元
旦
に
は
若
木
や
塩
を
嘉

例
吉
物
（
カ
リ
ー
ナ
ム
ン
：
縁
起
物
）
と
し
て
霊
前
や

火
の
神
に
捧
げ
る
風
習
が
あ
る
。

　
【
旗
頭
】　

は
た
が
し
ら

　

 

竿
の
長
さ
：
６
㍍
₅₀
㌢
〜
８
㍍ 

重
量
：
₄₀
㌔
〜
₅₀
㌔

　
【
股
抜
半
套
】　

ム
ム
ヌ
チ
ハ
ン
タ
ー

 　

持
ち
手
の
衣
装
は
ム
ム
ヌ
チ
ハ
ン
タ
ー
（
股
抜
半
套
）

と
呼
ば
れ
、
１
本
の
旗
頭
に
持
ち
手
は
1₅
人
程
度
。
そ

の
後
ろ
に
チ
ン
ク
隊
（
金
鼓
）
が
鉦
、
太
鼓
を
鳴
ら
し
な

が
ら
、
白
銀
堂
ま
で
勇
ま
し
い
旗
の
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

※ 

ミ
チ
ズ
ネ
ー
先
頭
の
「
ゆ
が
ふ
う
旗
」
に
は
梅
の
灯

籠
、「
か
り
ゆ
し
旗
」に
は
桜
の
灯
籠
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、

通
常
「
ゆ
が
ふ
う
旗
」
は
雄
綱
（
ウ
ー
ジ
ナ
）、「
か

り
ゆ
し
旗
」
は
雌
綱
（
ミ
ー
ジ
ナ
）
に
付
き
ま
す
。

　
【
シ
タ
ク
と
綱
と
旗
頭
の
き
ま
り
】

 　

ゆ
が
ふ
う
の
旗
頭
は
雄
綱
（
ウ
ー
ジ
ナ
）
に
つ
き
、

マ
カ
ビ
チ
ャ
ー
ン
の
シ
タ
ク
が
そ
の
綱
に
の
り
ま
す
。

 　

か
り
ゆ
し
の
旗
頭
は
雌
綱
（
ミ
ー
ジ
ナ
）
に
つ
き
、

イ
チ
マ
ン
マ
ギ
ー
の
シ
タ
ク
が
そ
の
綱
に
の
り
ま
す
。
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「
鬼
ご
っ
こ
」
に
注
目
し
た
理
由

鬼
ご
っ
こ
協
会
は
、
２
０
１
０
年
６
月

18
日
に
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
代
表
理
事
は
、
城
西

国
際
大
学
客
員
教
授
で
も
あ
る
羽
崎
泰
男

が
務
め
て
お
り
ま
す
。
羽
崎
代
表
は
、
昨

年
に
閉
館
と
な
っ
た
東
京
・
青
山
に
あ
り

ま
し
た
「
こ
ど
も
の
城
」
の
事
業
部
長
と

し
て
30
年
間
程
、
現
場
で
多
く
の
子
ど
も

達
や
親
子
に
向
け
て
鬼
ご
っ
こ
を
は
じ
め

と
し
て
、
運
動
、
造
形
、
音
楽
、
表
現
な

ど
様
々
な
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、な
ぜ「
鬼
ご
っ
こ
」

に
着
目
を
し
た
の
か
。
話
は
20
数
年
前
に

当
時
の
厚
生
省
か
ら
、
肥
満
の
子
ど
も
達

に
向
け
た
健
康
改
善
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
い
た
だ

い
た
時
に
遡
り
ま
す
。
既
存
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
さ
せ
て
も
、
元
々
運
動
に
苦
手
意

識
が
あ
る
肥
満
の
子
ど
も
達
は
全
く
関
心

を
示
さ
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
鬼

ご
っ
こ
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
運
動
で
は
な

く
「
遊
び
」
と
い
う
こ
と
で
苦
手
意
識
も

持
た
ず
に
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
て
く
れ

た
こ
と
が
、
鬼
ご
っ
こ
に
着
目
し
た
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

老
若
男
女
が
で
き
る
新
ス
ポ
ー
ツ 

　「
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
」

鬼
ご
っ
こ
と
聞
く
と
ほ
と
ん
ど
の
方

は
、
幼
少
期
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
て
童

心
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
若
男
女

み
ん
な
が
世
代
や
性
別
を
超
え
て
、
そ
う

し
た
思
い
を
共
有
で
き
る
も
の
は
数
多

く
存
在
し
な
い
は
ず
で
す
。
当
協
会
で

は
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
分
類
す
る
と
約

３
０
０
０
種
類
も
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
鬼
ご
っ
こ
全
般
を
取
り
扱
い
、
子
ど

も
の
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地
域
振

興
、
文
化
振
興
の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
中
心
は
、
当
協
会
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
」
の
普
及
啓

発
、
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
の
開
催
、
指
導

員
・
審
判
員
の
育
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
は
、
ル
ー
ル
は

決
め
ら
れ
た
コ
ー
ト
内
で
自
陣
に
あ
る
宝

（
ト
レ
ジ
ャ
ー
）
を
守
り
な
が
ら
、
相
手

陣
地
の
宝
を
獲
得
し
に
い
く
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
戦
略
や
戦
術
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
あ
く
ま
で
も
「
鬼
ご
っ

こ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技

な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
勝
負
も
大
切
に
し
ま

す
が
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
楽
し
く
プ
レ
イ

す
る
こ
と
や
仲
間
と
協
力
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
取
る
こ
と
の
大

切
さ
も
強
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
指
導
者
・
審
判
員
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、
43
都
道
府
県

に
１
３
０
０
人
程
の
公
認
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
得
さ
れ
た
方
が
、
日
本
各
地
に
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
の
普
及
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
を
実
施

し
た
地
域
は
、
国
内
で
は
47
都
道
府
県
、

２
７
３
市
区
町
村
と
な
り
、
日
本
全
国
で

の
開
催
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

30

平
峯
　
佑
志

一
般
社
団
法
人
鬼
ご
っ
こ
協
会

国
際
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
連
盟
　
事
務
局
長

―
子
ど
も
の
教
育
や
地
域
振
興
、
文
化
振
興
な
ど
に
活
用
―

世
代
や
性
別
を
超
え
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
「
鬼
ご
っ
こ
」

ルールイラスト

スポーツ鬼ごっこをする子ども達
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鬼
ご
っ
こ
の
歴
史
文
化
の
考
察

歴
史
を
遡
る
こ
と
約
１
３
０
０
年
前
か

ら
「
鬼
ご
っ
こ
」
は
伝
承
文
化
と
し
て
、

日
本
社
会
で
後
世
よ
り
受
け
伝
え
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
神
社
仏
閣
の

宮
中
行
事
と
し
て
、
五
穀
豊
穣
や
天
下
泰

平
を
願
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
献
と
し
て
も
よ
く
登
場
す
る
の
が
「
こ

と
ろ
こ
と
ろ
」
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
絵

画
で
も
多
数
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
代
で

鬼
ご
っ
こ
だ
と
多
く
の
方
が
認
識
さ
れ
て

い
る
の
は
「
追
い
か
け
っ
こ
」
だ
と
思
う

の
で
す
が
、「
こ
と
ろ
こ
と
ろ
」
は
追
う

追
わ
れ
る
の
一
般
的
な
鬼
ご
っ
こ
の
関
係

性
だ
け
で
な
く
、「
鬼
」
が
向
か
い
合
い
、

列
に
な
り
連
な
っ
て
、
列
の
最
後
尾
の

「
子
」
を
タ
ッ
チ
し
に
い
く
の
を
、
列
の

先
頭
の
「
親
」
が
タ
ッ
チ
さ
れ
な
い
よ
う

に
守
る
と
い
う
３
す
く
み
の
形
で
行
わ
れ

た
遊
び
で
あ
る
所
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

鬼
と
い
う
存
在
は
抽
象
的
に
飢
餓
、災
害
、

怠
け
心
な
ど
を
表
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
困
難
か
ら
親
が
子
を
守
る
と
い

う
、
現
代
に
も
通
じ
る
家
族
観
や
人
間
観

を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
当
協
会
で

は
、
こ
う
し
た
鬼
ご
っ
こ
の
歴
史
を
継
承

し
た
上
で
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
た
め
の
普
及
活
動

当
協
会
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
鬼

ご
っ
こ
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
全
国
大
会
」
が
あ
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
を
取
り
入
れ
て

活
動
さ
れ
て
い
る
地
域
の
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
競
技
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
や
児
童

館
、
学
童
保
育
、
こ
ど
も
会
な
ど
、
多
様

な
団
体
が
日
本
一
を
目
指
し
て
年
に
１
度

予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
通

じ
て
優
勝
を
目
指
し
て
競
い
合
っ
て
い
ま

す
。
全
国
大
会
を
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き

た
地
域
で
は
、
地
元
の
地
方
自
治

体
や
教
育
委
員
会
、
商
工
業
者
、

一
般
市
民
な
ど
か
ら
協
賛
・
協
力

を
し
て
頂
い
て
、
地
域
を
あ
げ
た

取
り
組
み
に
な
る
よ
う
に
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
第
４
回
全
国
大
会

は
八
王
子
市
で
開
催
し
ま
し
て
、

競
技
者
７
０
０
人
、
関
係
者
含
め

て
２
０
０
０
人
近
く
が
会
場
を
訪

れ
ま
し
た
。
大
会
で
の
地
域
振
興

事
例
と
し
て
は
、
地
産
の
農
産
品

を
地
元
企
業
に
ご
提
供
頂
い
て
、

優
秀
チ
ー
ム
に
商
品
と
し
て
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
日

本
各
地
か
ら
参
加
が
あ
る
た
め
、

参
加
チ
ー
ム
同
士
が
触
れ
合
う
こ

と
で
地
域
間
交
流
へ
と
も
つ
な
が
り
ま

す
。
鬼
ご
っ
こ
が
町
に
あ
る
こ
と
で
、
町

が
元
気
に
な
り
、
健
康
的
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

目
指
す
は
「
世
界
」
へ

日
本
全
国
で
の
日
本
の
伝
統
文
化
で
も

あ
る
「
鬼
ご
っ
こ
」
を
「
Ｏ
ｎ
ｉ
ｇ
ｏ
ｋ

ｋ
ｏ
」
と
し
て
世
界
へ
も
広
げ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
道
具
も
必
要
な
も
の

が
少
な
く
、場
所
も
特
に
選
ば
ず
に
、ル
ー

ル
が
簡
単
で
、
世
代
を
超
え
て
楽
し
く
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
「
鬼
ご
っ
こ
」
は
、

先
進
国
や
貧
困
国
の
差
が
な
く
、
い
か
な

る
国
で
も
普
及
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
日
本
的
な
鬼
ご
っ
こ
の
普
及
は
海
外

へ
の
日
本
文
化
の
振
興
に
繋
が
る
だ
け
で

な
く
、「
遊
び
」
に
よ
る
異
文
化
交
流
を

図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
昨
年
は
、
国
連

Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
開
催
し
た
「
国
連
ユ
ー

ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
」
で
ア
ジ

ア
諸
国
の
若
手
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る

若
手
の
方
々
へ
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ

こ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
国
籍
や
言
語
の

差
を
超
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
熱
く

交
流
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
な
自
信
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。
１
３
０
０
年
前
よ
り

伝
わ
っ
て
い
る
鬼
ご
っ
こ
を
通
じ
て
、
国

際
社
会
の
平
和
に
少
し
で
も
貢
献
を
し
て

い
き
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

全国大会の写真
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■問い合わせ先：
・団体名　桜流鏑馬実行委員会
・住　所　〒034-0001 青森県十和田市大字三本木字佐井幅115-2（十和田乗馬倶楽部内）
・電話番号　0176-26-2945　・URL　http://www.towada-joba.com/

評価のポイント

次回
開催日程
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第20回
ふるさとイベント大賞

内閣総理大臣賞

桜
さくら

流
や ぶ さ め

鏑馬
青森県の南に位置する十和田市は、国の特別名勝及び天然記念物に指定
された「十和田湖」「奥入瀬渓流」を始めとする大自然を有し、日本を代
表する観光地として知られています。
一方、十和田市現代美術館を始めとするアートな街づくりを展開してい
る市街地地区は、明治期に軍馬補充部三本木支部が設置され、国内最大規
模の軍馬補充部支部として栄えた歴史があります。
現在、市街地地区の中心部にある「官庁街通り」は、「日本の道100選」
にも選ばれた通りであり、軍馬補充部支部の石碑や馬のオブジェが設置さ
れるなどの整備がされており、「駒街道」という愛称で親しまれています。
また、「十和田市馬事公苑 駒っこランド」では、馬と触れ合えるほか、全
国的にも珍しい馬の歴史や文化の資料が展示されている称徳館も開設され
ています。このように、十和田市は今もなお、馬の歴史が色濃く残る「駒
の里」として近隣市町村から認知されています。
毎年4月20日から5月5日には「十和田市春まつり」が開催され、官庁
街通りや大会会場となる中央公園緑地一帯は鮮やかな桜並木が咲き誇りま
す。中央公園緑地は観桜会場としても解放されており、市民を始め多くの
観光客で賑わっています。
桜流鏑馬はこの「桜」と「駒の里」であることを、市民を始め、県内外
に広くＰＲするため行われた春季イベントです。
もともと「流鏑馬」は、神事として日本全国で広く行われていますが、
そのほとんどは男性騎士が参加しています。しかし、桜流鏑馬は日本で唯
一「女性のみが参加できる」という一風変わったイベントであり、毎年、
全国各地から集まった女流騎士が初級・中級・上級に分かれ、日頃の鍛錬
の成果を競い合います。
女流騎士達が華やかな衣装で馬に跨り、桜並木を疾走して的を射る様は

「勇壮」にして「華麗」。この美しい時代絵巻を見るべく、毎年多くの観客
が訪れており、「十和田市春まつり」の賑わいの一翼を担うまでに成長し
ました。大会中は実況も行われ、初めて流鏑馬をご覧になられる方にも分
かりやすく解説しています。この他にも、会場内では地場産品を用いた露
店や「馬とのふれあいコーナー」の設置、「やぶさめビンゴゲーム」など
を実施し、幅広い年齢の方に楽しんでいただくことができます。
是非、歴史と文化そして観光資源が融合した、十和田市でしか見ること
ができない「桜流鏑馬」をご覧ください。

　桜並木の中を日本各地、さら
には海外からも集まった女流騎
士が疾走して的を射る姿は必
見！華麗な乙女たちが次々と疾
走していく光景を観にカメラマ
ンもたくさん訪れます。競技の
ほか衣装コンテストもあり、人
馬ともお気に入りの和装で参加
しています。
　日本の馬が日本の伝統を演じ
るという、世界に誇れる「桜流
鏑馬」を是非ご覧ください。

桜流鏑馬実行委員会
プロ級選手・流鏑馬インストラクター

自治体名 青森県十和田市

※H27.12末現在の住民基本台帳人口
63,444人

桜流鏑馬実行委員会

12回

平成27年4月25日(土)-26日(日)

中央公園緑地

12,000人（2日間）

主催団体

開催場所

観客数

自治体人口

開催日

開催回数

上村 鮎子さん

主催者メッセージ

桜流鏑馬実行委員会
プロ級選手・流鏑馬インストラクター

平成27年開催DATA
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